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君と漕ぐ３　ながとろ高校カヌー部と孤高の女王


武田綾乃








[image: ]








[image: ]








[image: ]








[image: ]














プロローグ









　スマートフォンを操作し、恵え梨り香かは文字を打ち込む。

『利と根ね蘭らん子こ』

　画面をタップするとすぐ、彼女にまつわる様々なニュースが連なるように溢あふれ出てくる。新聞のインタビュー記事や、海外選手権の大会結果。黒髪を束ねた蘭子が、動画の中で神妙な面持ちでカヌーについて語っている。日付を確認すると、ちょうど一年前のものだった。

『私はカヌーを愛していますが、カヌーが私を愛しているとはどうにも思えませんね。カヌーをずっと好きでいたいと思っている反面、嫌いになるかもしれないと怯おびえている節はあるかもしれないです。だって、もしもカヌーを嫌いになったら絶望的じゃないですか。私からカヌーを引いたら、一体何が残るんやって思いません？』

　敬語で話していても、蘭子のイントネーションは関西弁が色濃く出る。カメラが捉とらえる苦々しい笑みの意味を、恵梨香は頰ほお杖づえを突きながら考えた。

　もしもカヌーを嫌いになったら、自分はどうするのだろう。

　恵梨香にとって、カヌーは現実からの逃避先だった。カヌーが辛つらいと思ったことは一度もないし、辞めたいと思ったこともない。だけど、先輩である希き衣えや千ち帆ほは、カヌーに対して複雑な感情を抱いているようだった。たった一年しか年齢が変わらないというのに、希衣も千帆も恵梨香よりずっと人間というものを理解しているように見える。

『目標？　今年の目標はやっぱり、インターハイ優勝ですかね。先輩と二人で、勝ちに行きたいと思っています。──あ、将来的な？　それはやっぱり、オリンピックで金メダルを取ることですね。といっても、自分がまだまだということは痛いほど理解しています。世界レベルで戦うには、実力が足りていないですね』

　まだまだ、と語るこの時点で、彼女は既に世界大会の代表に決まっていたはずだ。高校一年生にもかかわらず、彼女は日本国内で敵なしだった。

　蘭子が語り続ける動画を、恵梨香は三十秒ほど巻き戻した。短い前髪から覗のぞく彼女の両目には不ふ遜そんの色が見える。

『先輩と二人で、勝ちに行きたいと思っています』

　動画の中で、蘭子が同じセリフを繰り返す。先輩と二人で。その言葉が意味するものは明らかだ。カヌー協会のサイトにアクセスし、恵梨香は去年の大会記録を閲覧する。

　蘭子の属する蛇じゃ崩くずれ学園高等学校は、女子の部のシングル、ペア、フォアで好成績を残している。そしてそのどの競技にも、利根蘭子の名前はあった。彼女は去年、全種目に参加したのだ。にもかかわらず、彼女は今年、参加競技をシングルに絞った。




　孤高の女王。それが、利根蘭子の持つ異名だ。
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side 舞奈









　どうして校長先生の話ってこんなに長いのだろうか。舞まい奈なが腕時計を見下ろすと、既に長い針が２から３へと動いていた。もう五分も話している。三角座りも億おっ劫くうになって、舞奈はこっそりと足を崩した。

　終業式という名目で体育館に集められた生徒たちにとって、校長の長い演説はちょっとした試練みたいなものだった。あと少しで長期休暇が始まるという期待感と、それに待ったをかけるようにじれったく進行する式典。前に座るクラスメイトなんて、先ほどからずっと壁に掛かった校歌の歌詞を凝視し続けている。

「夏休みだからといって決して羽目を外しすぎないように。特に、川遊びをするときは気を付けてください。川は危険です。この学校の近くにも荒川が流れていますが、台風の日や大雨の日は絶対に近付かないように」

　まるで小学生に対する注意みたいだ。額に浮かぶ汗を拭ぬぐい、校長は延々と話を続ける。話題は川遊びの危険性から移り変わり、今度は受験の心構えを説き始めた。その背後に掲げられた藍あい色いろの布には、デカデカと校章が描かれている。セキレイをモチーフにしたシンボルマークが、ながとろ高校の校章だ。

　埼玉県秩ちち父ぶ郡長なが瀞とろ町まち。穏やかな町の広い敷地に建っているのが、舞奈の通っているながとろ高校だ。私立高校で、普通科の他に農学科があるのが特徴だった。

「続きまして、表彰を行います。代表者は速やかに整列してください」

　放送部のアナウンスの声に、校長の話が既に終わっていたことに気付く。クラスごとに並んだ列で、何人かの生徒がゴソゴソと動き出す。その中には、舞奈のクラスメイトであり同じカヌー部の湧ゆう別べつ恵梨香の姿もあった。

　生徒たちが壇上に上がると、一組ずつ校長が表彰を始める。周囲の女子生徒と並ぶと、恵梨香の存在感は頭一つ抜きんでているように思えた。というより実際、彼女は他の子よりも背が高い。

「カヌー部、湧別恵梨香さん」

　教頭のマイク越しの声と共に、恵梨香が一歩前に出る。

「あなたは関東高等学校カヌー大会兼関東高等学校カヌー選手権大会にて、女子スプリントシングル部門で二位になったことをここに表彰します」

　校長が差し出す賞状を、恵梨香は恐こわ々ごわと受け取った。緊張しているのだろう、その腕が上下に揺れている。

「続いて、カヌー部、ペアの表彰です。湧別恵梨香さん、鶴つる見み希き衣えさん」

　その声に応じ、恵梨香の後ろにいた希衣が前に出た。彼女が歩く度に、ポニーテールの毛先が揺れる。堂に入った態度だ、希衣はこうした場に慣れている。

「あなた方は関東高等学校カヌー大会兼関東高等学校カヌー選手権大会にて、女子スプリントペア部門で一位になったことをここに表彰します」

　希衣がトロフィーを、恵梨香が賞状をそれぞれ受け取る。そのまま二人は、舞台の正面へと並び立った。

　ながとろ高校カヌー部には四人の部員がいる。

　今壇上で左側に立っている、キリっとした顔立ちのポニーテールの少女。彼女が部長である鶴見希衣。小学生・中学生の頃は地元のササウラカヌークラブに所属していたのだが、カヌークラブが閉鎖されたことを受けてながとろ高校にカヌー部を作った。現在は高校二年生、舞奈より一つ年上だ。

　希衣と同じく高校二年生なのが、副部長である天てん神じん千ち帆ほだ──と、舞奈は二年生の列を見み遣やった。千帆は穏やかな笑みを湛たたえ、壇上の二人を眺めている。二つくくりにした髪が、肩に当たって跳ねている。離れた列からじっとその横顔を観察していると、視線に気付いたのか、千帆が不意にこちらを見た。その双そう眸ぼうが、柔らかに弧を描く。こっそりと手を振られ、舞奈も小さく指だけを振り返した。

　キビキビした振る舞いをする希衣とは対照的に、千帆は少しおっとりとしている。希衣と一緒に幼少の頃からカヌーを始め、かつて二人でペアを組んでいた。現在は農園部との掛け持ちだ。

　そしてそして！　壇上で希衣の隣に立っているのが、舞奈のクラスメイトであり友達の湧別恵梨香だ。部活やスポーツクラブで競技を始める者が多いカヌー選手の中で、彼女の経歴は少し変わっている。小学校の途中から不登校になり、近所の喫茶店のオーナーの下でカヌーを習い始めた。身体的なポテンシャルのおかげか、それとも努力の成果なのか。彼女は自分でも気付かないうちにスーパーカヌー選手になっていた。高校一年生になったこの春、恵梨香はカヌー部に入部し、関東大会では初めての大きな大会にもかかわらず華々しい結果を叩たたき出した。

　そんな凄すごい恵梨香を勧誘した自分、黒くろ部べ舞奈はというと、大会に出たことがないひよっこだ。高校生になったと同時に東京から埼玉へと引っ越して来て、楽しそうだったからカヌー部に入部した。初心者である舞奈は、まだまだ修業の身だ。カヌー道は楽しいが険しい。

「カヌー部はシングル部門で湧別さんが、ペア部門で湧別さんと鶴見さんがインターハイに出場します。生徒の皆さんは、激励の意味を込めて二人に大きな拍手をお送りください」

　教頭の声を合図に、生徒たちが一斉に手を叩く。周りに負けじと、舞奈は精いっぱい拍手した。

　今年のインターハイは、八月初旬に行われる。残された時間は、既に三週間を切っていた。







「というわけで、部内ミーティングです！」

　終業式が終わり、教室で解散となった瞬間から夏休みは始まっているのだろうか。それとも、今はまだ放課後と呼ぶ方が正しいのだろうか。うららかな昼下がり。昼食を摂とり終えたカヌー部四人は、いつものように部室に集まっていた。プレハブ小屋に鏡を設置しただけの簡素な空間だ。

　座ざ布ぶ団とんの上に座る千帆、恵梨香、舞奈の正面に立つ希衣が、拳こぶしを握って熱弁をふるっている。座布団の中に入った綿はすっかりくたびれてぺしゃんこだ。正座から三角座りへと体勢を変え、舞奈は希衣の顔を見上げた。

「カヌーのインターハイは八月三日から六日の四日間で、三日と四日に５００ｍ、五日と六日に２００ｍの競技がある。参加選手は都道府県大会の各競技で一位になった選手で、うちからは湧別さんと私が出場するけど、千帆と黒部さんも応援のために会場入りする予定だね」

「八月はそれだけじゃないでしょ？　大会盛りだくさんだし」

「そうなんですか？」

　尋ねた舞奈に、千帆がにっこりと笑みを深めた。

「まず、インハイ後にあるのが文部科学大臣杯だよ」

「おお、前に言ってた大会ですね。名前が凄いやつ！」

　なんせ、文部で科学で大臣だ。興奮する舞奈に、希衣が苦笑しながら首を横に振った。

「別に凄くないし、黒部さんが参加するのはその後の八月二十六日に行われる新人大会からだね。文部科学大臣杯は出場資格ないから」

「出場資格ということは、事前に予選大会があったりするんですか？」

　尋ねたのは恵梨香だった。六月に行われた関東大会でも、出場資格は県大会の上位者に限られていた。

　千帆が自身の頰に人差し指を軽く添える。

「予選はないんだけど、基準はあるよ。まず、出場できるのは中学二年生から高校三年生。５００ｍをＫ―１は２分15秒、Ｃ―１、ＷＫ―１は２分25秒、ＷＣ―１は２分50秒以内に完かん漕そう可能な選手に限られるんだ、私と希衣は中学時代から参加してたよ」

　Ｋはカヤック（Kayak）、Ｃはカヌー（Canoe）の頭文字だ。日本では後者をカナディアンと呼ぶ。女子部門にはＷが付き、アルファベットの後ろの数字が漕者の人数を指す。女子カヤックシングルならＷＫ―１、男子カナディアンペアならＣ―２といった形で使われる。

「インハイとの大きな違いはなんなんですか？」

「やっぱり、学校ってくくりがないことかなぁ。ペアとかフォアとか、他校の子と組んでる子もいるよ」

「そういや、利根蘭子は今年どうするんだろ。昨年は出てなかったけど」

　希衣は分かりやすく眉み間けんに皺しわを寄せた。利根蘭子。その名を口にする時、希衣の眼まな差ざしはいつだって剣けん呑のんな光を帯びる。

　蘭子は東京にある蛇崩学園高校の生徒だ。元々は関西に住んでいたのだが、東京の強豪校である蛇崩学園高校に進学した。希衣や千帆と同い年で、小学生の頃からの顔見知りらしい。カヌーは人口が少ないから小さい頃からやっていると自然と知り合いになる、というのは希衣の談だ。

　去年のインターハイではシングル二種目で優勝、ペア、フォアでも上位三位以内に入った実力を誇る蘭子には、異名があった。孤高の──

「蘭子ちゃんがなんで『女王』って呼ばれてるか、知ってる？」

　思考が遮られ、舞奈ははたと我に返る。こちらを覗のぞき込む千帆は、少し前のめりになっている。その口元は和らいでいるように見えるが、丸みを帯びた頰はどこか力んでいるようにも見える。

「知らないです。やっぱり、インターハイで優勝したからですか？」

「それもあるんだけど、あの子は本当に天才なの。カヌーって二十代が一番活躍するって言われてるスポーツなんだけど、蘭子ちゃんは去年、Ｕ23の世界選手権で三位だったの。国内だと子供とか大人とか関係なく敵ナシだし、二年後のオリンピックも活躍が期待されてるスーパー女子高生なんだよ」

「二年後ということは……その頃には蘭子さんも鶴見先輩も天神先輩も大学生ですか」

「湧別さんたちは高校三年生だね。きっと、湧別さんはオリンピックに出場するよ」

　希衣の腕が上がる。その人差し指が、真まっ直すぐに恵梨香の額へと向けられた。切り揃そろえた黒髪の隙すき間まから、恵梨香のシャープな輪郭が覗く。長い睫まつ毛げに縁取られた瞼まぶたが、ぱちりと大きく瞬まばたきした。

「それは勿もち論ろん、出るつもりですけど。約束しましたから」

「言うねぇ」

「鶴見先輩は違うんですか？」

「そりゃ私だって、湧別さんがスター選手になるって思ってるよ。なんせ、関東大会じゃ利根蘭子と互角だったし」

「そうではなく、鶴見先輩もオリンピックに出るつもりなんじゃないんですかって意味です」

「私？」

　ふはっ、と吐息の混じった笑いが希衣の口から弾はじけた。両目を見開き、希衣は自分の鼻先を指さす。

「そりゃ勿論出られたら出たいけど、今の段階じゃ夢物語だね。段階を踏んでレベルを上げていかないと」

「……そうですか」

　恵梨香は頷うなずいたが、明らかに釈然としない様子だった。だが、希衣の言い分は現実的だ。

　関東大会でのシングルのレース結果は、速い方から順に、恵梨香、千帆、希衣だった。希衣がインハイに出場できるのも、ペアである恵梨香の力が大きい。

　どういう手順を踏めばオリンピックに出場できるのか舞奈には分からないが、日本代表の枠を勝ち取るのは本当に大変なことだというのは分かる。

　希衣はよく千帆や恵梨香に対しての期待を口にするけれど、自分自身については何も言わない。自分に厳しい人なんだろうと舞奈は薄々感じている。

「あら、もう全員揃ってるのね」

　部室の扉から顔を出したのは、顧問の檜ひの原はらだった。美術の授業を受け持つ彼女は教師になって今年で二年目だ。長身の恵梨香や希衣と並ぶと彼女の方が子供に見える。

「今日はミーティングって言ってたから差し入れよ。溶ける前に食べちゃって」

　そう言って檜原が腕に提げたレジ袋から取り出したのは、チョコレート菓子のファミリーパックだった。「檜原ちゃん最高じゃん」と希衣が気安い動きで檜原の腕を小突いた。

「オホホ、もっと感謝してくれていいのよ」

「でも、檜原ちゃんがお菓子を買ってくるなんてなーんか怪しい気がすんだよね」

「もしかして、何かやましいことがあったり？」

　先輩二人の連携に、檜原の目が泳いでいる。何か隠し事があるのは間違いないようだ。舞奈は菓子袋を檜原の手から取ると、勝手に封を開けた。大きな袋の中に入った、個包装された菓子の小袋。なんだか魚の産卵シーンみたいだなぁと思いながら、舞奈はその内の一つを千帆へ、もう一つを恵梨香へと手渡した。希衣は既に自分の分の袋を開けてチョコレートを咀そ嚼しゃくしている。

「やましいことなんてないのよ、ただ、文部科学大臣杯の参加申込の期限は来週よって言いに来ただけ」

「絶対噓うそじゃん」

「期限が来週なのは本当よ」

　そう言って、檜原は床へと直接座り込んだ。少しくたびれた赤色のジャージのズボンの裾すそは、彼女の足首の細さに合わせてきゅっと窄すぼめられていた。

「三人共、出場するつもりなのよね？」

「そりゃそうでしょ。私と千帆なんて中二の頃からずっと参加してるのに」

「そうよねぇ、そうなのよねぇ」

　頰に手を添え、檜原はこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついた。舞奈は自分の分のチョコレートを口に含み、奥歯で嚙かみ砕く。イチゴ味だった。

「何か問題があったんですか？」と恵梨香が無表情のまま軽く首を傾かしげる。

「問題というか……いえ、これは先に芦あし田ださんに相談するわ。鶴見さんと湧別さんは、まずはインターハイに向けて頑張らないと！」

　露骨に話題を変える檜原をアシストするように、千帆がこちらへ笑い掛けた。

「私たちは新人大会に向けて頑張らなきゃだね、舞奈ちゃん」

　千帆の手が、舞奈と恵梨香からゴミとなった菓子袋を回収する。余計なものがなくなった舞奈の両手はすっかり軽くなったのに、肝心の千帆の両手は他人のゴミで埋まっている。

　舞奈はちらりと希衣の方に目線を遣る。「このチョコ、部室に置いてたら溶けない？」と顔をしかめた希衣に、「ぎりぎりセーフでしょ」と何の根拠もなさそうな声で檜原が答えていた。




　その日のカヌー部の活動は、水上での練習がメインだった。学校の近くを流れる荒川へと皆で向かい、艇庫から出したカヌーを水に浮かべる。河川敷の雑草の緑は、夏になってますます色濃くなっている。鼻から大きく空気を吸い込むと、水の匂においに混じって柔らかな土の香りがする。

「はい、ライフジャケット」

「ありがとうございます」

　千帆から差し出されたライフジャケットを、舞奈はＴシャツの上から装着した。希衣と恵梨香の二人は既にペア艇での練習を始めていた。

　荷物置き場にするために敷かれたレジャーシートの赤は、風景の中でひと際きわ目立っている。人工的な長方形は自然に馴な染じむにはやや派手すぎる。重石代わりに置いた自分のスニーカーには、白い靴下が乱雑に押し込まれていた。

　隣でお姉さん座りをしている千帆は、ラベンダーカラーのＴシャツに黒のロングスパッツを穿はいている。普段通りの練習着だ。

　舞奈は自分のバッグをこっそり一いち瞥べつした。一見するといつもと同じだが、実は中に大量のタオルを詰め込んでいる。舞奈は今日、自分が絶対にカヌーを転覆させる自信があった。

「緊張してる？」

　Ｔシャツの裾を引っ張っていると、傍らの千帆がくすりと笑みをこぼした。

「してます！」

「ペア艇に乗るの、これが初めてだもんね」

　そう、今日は舞奈と千帆がペアを組む記念すべき一日目だった。とはいうものの、舞奈はまだまだ初心者の域を脱していない。自分一人で落水するのは全く構わないのだが、先輩を巻き込んでしまうのは申し訳ない。

「千帆先輩って、初めて希衣先輩とカヌー艇に乗った時、どんな感じだったんですか？」

「ん？　流石さすがに初めてのことは覚えてないなぁ。小学生の頃だもん。気付いたら希衣と乗るのが当たり前になってたんだよね。ほら、希衣と乗るとしっくり来るから」

　希衣と千帆は小学生の時からの相棒で、特に千帆は同年代の選手には負けナシだったらしい。そんな二人がペアを解消したのは今年の話だ。希衣と恵梨香がペアを組んだからだった。

「希衣先輩はペアのプロなんですよね」

「そうそう。あの子は一人で乗るより何人かで乗る方が輝くタイプなの」

　手で庇ひさしを作り、千帆が目を細める。視線の先にあるのは、希衣たちの乗るペア艇だった。深緑色の水面をカヌー艇が滑らかに切り裂いていく。二人は何を話しているのだろう、ここからでは何も聞こえない。

「インターハイ、優勝できますかね。あの二人」

「ペアならできるんじゃないかな、今年は蘭子ちゃんシングルに絞ってるし」

「千帆先輩は、恵梨香が次も蘭子先輩にシングルで負けると思ってます？」

「試合はやってみるまで分からないけれど、関東大会の決勝レースを見た限りではまだ色々と足りないものがあるのかもね。蘭子ちゃんはただ速いだけじゃなくて、海外で試合経験も積んでるから。恵梨香ちゃんも場数を踏まないと」

「場数ですかー」

「慣れっていうのは馬ば鹿かにできないからね。経験しないと分からないこともあるし」

「例えばなんですか？」

「んー、時間帯によって変わる風向きの対応とか、波が荒れてる時の対処法とか、隣のレーンの選手の波が強い時にどうするかとか」

「はー、私にはまだまだ未知の世界です」

　シートの上に足を伸ばし、舞奈は軽く目を閉じた。瞼の裏に浮かんだのは、六月に精しょう進じ湖こで行われた関東大会の風景だった。

　精進湖は山梨県富士河口湖町にある湖で、晴れた日には富士山の姿がくっきりと浮かび上がる。女子シングルの決勝レースが行われた日は快晴で、深い青色の湖面で富士山の影が揺れていた。

　あの時、舞奈はビデオカメラを構え、小さなモニター越しに恵梨香の雄姿を捉とらえようと奮闘していた。いくら事前にどのレーンを漕こぐか知っていようとも、観客エリアと試合コースの間にはかなりの距離がある。さらに言えばコースの真横から試合を観戦しているため、選手の見分けがつきにくいのだ。

　どうか他の選手と間違えませんように。そう祈りながら舞奈はズーム機能を試行錯誤していたのだが、その心配が杞き憂ゆうであったとすぐさま知ることとなった。

「Ready set go!」

　スタートの合図と共に、横一線に並んでいたカヌー艇の中から二艇が飛び出した。恵梨香と蘭子だ。二つのカヌー艇の速さは、他を圧倒していた。大人と子供、チーターと猫。色々な例えが頭の中で浮かんだけれど、どれもしっくりこなかった。

　速さは力だ。ふと、そんな言葉が脳裏を過よぎった。今まで一度だって思ったことがなかったのに、目の前の現実にはその表現がピッタリな気がした。大きく回転するパドルが全すべてをねじ伏せる。

　その瞬間、世界の主役は二人だった。

　他のどの選手も、二人の視界に入ってすらいなかった。決勝レースには舞奈が知っている他校の選手だってたくさん出場していたのに、舞奈は彼女たちを目で追うことすらしなかった。

　恵梨香と蘭子が横並びという緊迫したレース展開が続いたが、最後の五〇メートルで均衡は崩れた。蘭子がスパートを掛けたのだ。今までの競せり合いは何だったのかというくらいにあっけなく、恵梨香は引き離された。

　こうして、関東大会の女子カヤックシングルレースは下馬評通り、利根蘭子が一位という結果で締めくくられたのだった。

　瞼をこじ開け、舞奈は伸ばした足先を軽く揺らした。視界いっぱいに広がる風景は富士山ではなく、夏が来て衣替えした長瀞の山々だ。

「千帆先輩はオリンピックに出たいと思いますか？」

「私はそういうのはあんまり。一番になりたいって気持ちより、みんなでカヌーを楽しんでたいって気持ちの方が強いかも」

　千帆は立ち上がり、靴を履きなおした。舞奈もそれに倣ならう。

「そろそろ乗ろうか。カヌーも待ちくたびれたって言ってるよ」

「はい！」

　シートの近くに置いたカヌースタンドには、ペア用の艇が載っている。このスタンドのことを部員達はウマと呼ぶ。なんでそう呼ぶのか舞奈は知らない。

　カヤックのシングル艇は最大で五・二メートル、重さは十二キロであるのに対し、ペア艇は六・五メートル、重さは十八キロもある。さらに言うとフォア艇は十一メートル、三十キロもあるため、一人で運ぶのは難しい。

　舞奈が前を、千帆が後ろを持ってカヌー艇を川まで運ぶ。河川敷には浮うき桟さん橋ばしが設置されており、ながとろ高校カヌー部はいつもここからカヌーに乗り込む。浮桟橋の手前には希衣と恵梨香のサンダルが二足揃えて置いてあった。

　舞奈はスニーカーと靴下を脱ぎ、裸足はだしで浮桟橋の上に立った。足の裏から感じる不安定な感覚は全体重をかけるにはやや心こころ許もとない。

「舞奈ちゃんが後ろに乗ろうか」

　その言葉に、舞奈は狭い浮桟橋の上で千帆を先に通した。千帆も既に靴を脱いでいた。手慣れた動きでパドルを動かし、コックピットに乗り込む。

「落ち着いて乗ってね。カヌーは逃げないから」

　水面から手を振る千帆に、舞奈はコクンと首を縦に振った。緊張していたので咄とっ嗟さに声が出なかったのだ。

　パドルで舟を押さえながら、片方ずつ足を収納する。いつも感じている一人分の震えとは明らかに違う、他人の生きている気配がする。

　顔を上げると、視界の大部分が千帆の姿で埋め尽くされる。小さな背中だ。彼女が呼吸する度に背中が緩やかに動くのが見える。人間がこんなにも近くにいる、と当たり前のことを思う。

「舞奈ちゃんどう？」

「揺れを感じてます、おおお」

　一人用の艇の場合、バランスを崩すのは間違いなく自分のせいで、だからこそどのタイミングで艇が傾くかも予測できる。だが、二人用の場合、何がきっかけでこの均衡が崩れるかが分からない。ぐらぐらと小刻みに揺れる艇を傾かせないように、舞奈はパドルを摑つかんだまま身体からだを硬直させていた。

「そんなに揺れてないよ」と千帆が可お笑かしそうに笑う。

「まずはパドルを使わず、とにかく二人で乗るってことに慣れようね」

「あ、はい。気を抜くと落ちそうですけど」

「大丈夫、落ちたらその時はその時だよ」

「全然そんな風に思えないんですけどおお」

　語尾が揺れたのは、カヌー艇が右へと傾いたからだ。慌あわてて舞奈が左に重心を動かすと、今度は艇が左側に傾く。「落ち着いて」と笑いながら、千帆が身み動じろぎした。それだけで、カヌーは安定を取り戻した。一体どうやったのだろう。

「一人の時は右に傾いたら左にってバランスをとったと思うんだけど、今は二人だから。ペアを組んでる相手の行動も予測していこうね」

「初心者には難しすぎます」

「そんなことないよ、これはもう慣れだから。私と希衣なんてわざとカヌー艇を揺らしたりしてたよ、バランスをとる練習で」

「それはあの、もう少し先で」

「ふふ、今日は慣れるのが目的だからね」

　パドルは動かさず、ただ流れに身を任せてカヌーを水面に浮かべ続ける。時間と共に緊張もほぐれ、不自然に引き攣つっていた肩けん甲こう骨こつもいつも通りの位置に戻った。深々と息を吐いてみる、それでも舟は傾かなかった。

「あ、見て。サルスベリが凄いよ」

　千帆が右手で岸を指さす。右に比重が寄ったことにヒヤッとしたが、カヌーはほとんど揺れなかった。

　彼女が指さした先にあったのは河川敷沿いの民家で、その庭には確かに大きな木が見事な花を咲かせていた。花は赤とピンクの中間のような色合いで、重たげな花の塊が葉の緑を覆おおいつくさんとしている。妖よう精せいが住み着いていそうな木だ。

「あれがサルスベリっていうんですね。昔住んでた町の公民館の近くに生えてました、色はもっと赤かったですけど」

「木の幹がツルツルしてるから猿が滑るでサルスベリっていうの。あれは田端さん家ちのお庭だね。おばあちゃんがガーデニングが好きで、あそこだけヨーロッパのお庭みたいな雰囲気なんだよ」

「へぇ、知り合いなんですか」

「ウチのお得意さんなの。ここら辺に住んでる人は知り合いばっかりだよ」

　千帆の家は天てん神じん堂どうという和菓子屋を経営している。地元では人気店で、特に夏場はかき氷がよく売れるらしい。

「私、長瀞が好きだな。物心ついた頃からずっとここにいるけど、大人になってもおばあちゃんになっても、ずっとこの場所に住んでたいなって思うよ」

　嚙み締めるような言い方に、舞奈は首を捻ひねった。

「引っ越しの予定とかあるんですか？」

「予定はないよ。ただ、最近は進路のことを考えちゃって」

　まだ高校二年生だというのにもう将来のことを考えているのか、立派だなぁ。舞奈が抱いた感想は、完全に他ひ人と事ごとだった。

「千帆先輩って大学受験するんですか？　それとも専門学校とか就職とか？」

「それもまだ決めてない。舞奈ちゃんは将来について考えてたりする？」

「えっ。そもそも私の場合、進級できるかが危ういです。テストがヤバいので」

「ははっ、それは困るなぁ。舞奈ちゃんだけ何年も高校生やることになっちゃうよ」

「それはそれで楽しそうですけどね」

「楽しそうって言っちゃえるの、舞奈ちゃんの凄いところだと思う」

「そうですか？　私、学校大好きですもん。ずっと学生のままがいいです。大人になんてなりたくなーい」

「そんなこと言って、舞奈ちゃんの場合は大人になったらなったで最高ですって言ってそうだけどね」

「えへへ、だと良いんですけど」

　水流に沿うようにして、緑色の葉が水面を漂っている。流れに逆らうのもいいが、身を任せるのも悪いことばかりだとは思わない。

「じゃ、そろそろ漕いでみる？」

　千帆はそう言って、パドルの先端を空へと掲げた。シャフトと呼ばれる棒の両端にはブレードという水を搔かくためのヘラのようなものが付いている。黒のブレードから滴したたり落ちる水の粒が、日差しを浴びてガラス片みたいに煌きらめいた。

「まずは声に出して動きを合わせてみようね」

「あ、はい」

　舞奈は慌ててパドルを構える。上体は前傾五度から一〇度。膝ひざを頂点に脚を曲げる角度は一二〇度から一三〇度で、足首は五〇度から六〇度を意識して……。教わった通りの姿勢を舞奈が再現しようとあたふたしている間に、千帆の無邪気な声が響いた。

「じゃ、いくよ。せーの！」




「で、びっしょびしょになったんだ」

「うん。今日だけで二回も落ちちゃったよ」

　恵梨香と舞奈の活動報告は大抵、家に帰るまでの通学路で行われる。自転車のペダルを土踏まずに押し当てながら、舞奈は前を進む恵梨香の背を見遣った。

　坂道を自転車で駆け上がるには、下半身に力を込める必要がある。ぎりぎりまで立ち漕ぎを我慢して、それでもダメだと思ったらサドルから腰を浮かす。坂の頂付近でヒイヒイと悲鳴を上げている舞奈とは対照的に、恵梨香は涼しい顔で座ったまま自転車を漕ぎ続けていた。トレードマークの黒いキャップは、今日も彼女の頭の上に載っていた。

　舞奈と恵梨香の最寄りの波は久ぐ礼れ駅は、ながとろ高校から電車で二駅の距離にある。二人がいつも自転車で通学しているのは、恵梨香が通学時間帯の電車を好きじゃないからだ。地元の人間にウッカリ会うかもしれないのが嫌らしい。

「二人で乗るのって慣れるまで時間掛かるしね」

「恵梨香はすぐ希衣先輩と乗れるようになってたじゃん」

「あれは鶴見先輩が上う手まいから……あの人は呼吸というか、リズムを合わせるのが上手い」

「意外だよね。どっちかって言うと千帆先輩の方がそういうの得意そうな性格なのに」

「そうかな。鶴見先輩は意外と色々と気にする性格だと思う。まぁ、私なんかが知った気で話すのは変な感じだけど」

　上り坂が終わり、今度は下り坂だ。隣を走る車の音で声が搔き消されないように、舞奈は腹筋に力を込めて叫んだ。

「ねえねえ、夏休みどっか遊びに行こうよ！」

「急だね」

「だって、せっかくのお休みだし。あ、もちろん部活がない日にだけど」

「舞奈の場合、必要なのは夏休みの宿題をやる日じゃないの？」

「ギクーッ」

「そこ声に出しちゃうんだ」

　恵梨香が噴き出すように笑った。恵梨香が笑ってくれたことが嬉うれしくて、舞奈も思わず笑ってしまう。

「だって図星なんだもん。恵梨香は夏休みの宿題どうするの？」

「あんなの一週間で終わるよ」

「頭いい人の台詞せりふだ」

「その感想は頭悪いね」

「恵梨香は行きたいところある？　あ、カラオケとかどう？」

　提案に、返事はなかった。これは無視されたわけではなく、何を言っていいか分からない時の反応だ。ペダルに足を置いたまま、舞奈は辛抱強く恵梨香の言葉を待つ。

「私、カラオケ行ったことない」

　ぼそりと聞こえた声は、風で搔き消されそうなほどに小さかった。自転車が勝手に坂を下っている間、舞奈は意味もなくペダルを逆に回転させる。ギー、ギーとチェーンが動く音が足の裏に伝わってくる。

「歌上手そうなのに」

「人前で歌うのが嫌なの。舞奈はそういうの好きそう」

「好きだよ！　合唱コンクールでもいっつも褒めてもらってた。『羽ばたくセキレイ　響くせせらぎ　我らが誇り　我らが宝　嗚あ呼あー、ながとろの美しき大地よー』」

「何その歌」

「恵梨香ってば覚えてないの？　ながとろ高校校歌の二番だよ！」

「二番まで覚えてる人の方が少ないと思うけど」

「うそぉ、体育館に校歌の書いた紙が飾ってあるじゃん。終業式が暇すぎて見てたら、すっかり覚えちゃった」

「そういうところは記憶力いいんだよね、舞奈って」

　褒められているはずなのに、どうにも呆あきれられているような気がする。後ろから吹き付ける風が、まだ湿りけの残る舞奈の髪を頰にぶつけた。髪に残る荒川の水の匂いが、瞬間的に鼻先を掠かすめる。

「あーあ、明日は落ちずに済むかなぁ。自分だけ落ちるのは気にならないんだけど、千帆先輩を巻き込むのがなぁ」

「気になるなら練習してみたら？　早めに朝練行くとか」

「恵梨香も一緒に朝練する？」

「しない。練習が必要なのは舞奈なんだから、私はいつも通り行く。他人に合わせて自分の練習メニューが狂うの嫌だし」

　さすが恵梨香、断り方が清すが々すがしい。「クール」と思わず呟つぶやいた舞奈を、恵梨香は鼻で笑った。

「別にクールでもなんでもないけど。ただ、朝練するなら鶴見先輩には言っておいた方がいいんじゃない。一人で川に入って何かあったら怖いし」

「私スマホ持ってないからなぁ。家から電話するしか……あ、恵梨香から鶴見先輩に連絡しておいてよ」

「別にいいけど」

「あ、いいんだ」

　てっきり断られるかと思った。横断歩道に差し掛かり、二人は並んで自転車を止めた。信号は赤だった。

「恵梨香って、意外と希衣先輩と仲良いよねぇ」

「悪い？」

「いや、むしろ良かったなって思って！」

「まぁ、一応、ペアだから」

　照れを隠すように、恵梨香がふいと横を向いた。その顔を覗き込もうと舞奈が地面につけた靴でつま先立ちしたところで、信号が赤から青に変わった。彼女の凜りんとした瞳ひとみに、うっすらとＬＥＤの光が映り込む。

「信号変わったよ」

「あーい」

「何その返事」

　ふ、と恵梨香が口元を綻ほころばせる。その長い脚の先が、軽やかに地面を蹴けった。

　彼女が先に進むことを確認し、舞奈は自転車を再び走らせる。追いかける背中は、いつだって少し遠いところにあった。




　舞奈は長瀞の朝が好きだ。早朝の道路は車の行き来もほとんどなく、広い道路を独り占めすることができる。

　初めてのペア練習の翌朝、舞奈は早速一人でながとろ高校に乗り込もうとしていた。普段は恵梨香と登校しているから、一人でカヌー部に向かうのは初めてだ。

　鍵かぎは職員室で借りたらいいんだっけ？　そういえば、正門って何時から開いてるんだろう。いつもは人任せにしていたから考えないで済んでいた事柄が、続々と目の前に現れる。だが、不安はない。きっとなんとかなるだろうという漠然とした自信が、舞奈の思考の根底には根付いていた。

　校歌を口ずさみながら、ガードレールの隙間から歩道に入る。今日は赤信号に一度も引っ掛からなかった。ツイているかもしれない。正門に近付いたところで、舞奈はそこに見知った人影があることに気が付いた。

「うおっ、希衣先輩オハヨウゴザイマス！」

　キキーとブレーキ音を鳴らしながら舞奈は自転車を急停止させる。スマートフォンを弄いじっていた希衣はこちらを一瞥すると「おはよ」と短く挨あい拶さつを返した。彼女はそのままスムーズな動きでスマホをジャージのポケットへと突っ込んだ。

「湧別さんから聞いたよ、一人で練習したいって。感心感心」

「希衣先輩も朝練ですか？」

「というか、黒部さんを待ってたの。流石に一年一人で練習させられないからね」

「なんと！　先輩に迷惑かけちゃってすみません」

「別に迷惑じゃないから。ってか、練習を迷惑って言う先輩がいる部活とかそれこそ終わってるでしょ」

　素っ気なくそう言って、希衣は門もん扉ぴをこじ開けた。一人分の隙間を作り、彼女は早々に学校の中へ入っていく。舞奈は自転車を押しながら、慌ててその背を追いかけた。

　よくよく考えると、希衣と二人きりというのは初めてかもしれない。ちょっとした沈黙も何な故ぜだかドキドキしてしまう。

「あの、希衣先輩はいつもこの時間に来てるんですか？」

「そんなことないけど、一番乗りのことは多いかもね」

「先輩ってカヌー大好きですよね」

「好きっていうか、もはや習慣かな。ま、その割に実力は今ひとつ伸びずって感じだけどさ」

「そんなことないですよ。私から見たら、希衣先輩はいっつも速いです」

「あはは、黒部さんから見たら誰でも速いだろうね」

　笑い声のはずなのに、どうにも薄暗く聞こえる。舞奈が自転車を駐輪場に停めている間、希衣は両腕を組んでその場で待ってくれていた。「アリガトーゴザイマス」と軽く会え釈しゃくして、舞奈は歩き出す希衣の隣に並んだ。肩を並べた瞬間、希衣が驚いたように頭を揺らした。

「黒部さんって本当人ひと懐なつっこいよね」

「え？　なんでですか？」

「いや、湧別さんの距離感に慣れてたから、ちょっとビックリしただけ」

　その言葉に、舞奈は二人が一緒にいるところを思い出そうとした。が、よく考えると長身の二人の顔の位置は必然的に舞奈の目線より高くなるため、実際にはどれくらいの距離感なのかいまいち想像できなかった。

「で、どうだったの、千帆とは。昨日、初めて乗ったんでしょ？」

「あはー、私が失敗してばっかりで」

　頭を搔いた舞奈に、希衣が眼差しを和らげる。険しさが剝はがれ落ち、そこから覗き見えたのは千帆の相棒であったことに対する優越感だった。

「黒部さんだけのせいじゃないよ。あの子、人と乗るのにあんまり慣れてないからさ」

「ずっと希衣先輩と乗ってたんですよね？　慣れてないってことはないと思いますけど」

「そういうことじゃなくて、あの子は小六くらいから私以外と乗ったことないからさ。違う人と、ましてや初心者の黒部さんと乗るのは大変なんだと思うよ」

「そういうもんなんですか」

「ペアってただ乗ればいいってだけじゃないから。ま、黒部さんが足引っ張ってるのは間違いないし、上達したら乗りやすくなるけどね。今日は二人で乗ってみよう」

「二人？」

　首を傾げた舞奈へ、希衣が真っ直ぐに人差し指を向ける。その指が折り曲げられて、今度は希衣自身を指さした。

「黒部さんと私」

「な、なんと」

「あ、先に言っとくけど、私は落水すんのマジで嫌だから。死ぬ気で落ちないようにしてよね」

　ポンと軽く肩を叩かれる。その衝撃で、足先から頭のてっぺんまでがシャキンと伸びた。希衣が落水を嫌うのは、彼女がカナヅチであるせいだ。

　その場で立ち止まり、舞奈はしっかりと敬礼する。

「ラジャーです！」

「返事はいいね。ま、返事だけでどうこうなってたら練習とか要らないんだけど」

　すげなく言って、希衣は再び歩き始める。舞奈は自分の太ふと腿ももを軽く叩くと、大おお股またで希衣の隣へ並んだ。きつく縛った希衣の黒髪は癖一つなく真っ直ぐだった。




　いつもの練習通りに艇を運び、川へと浮かべる。手渡されたライフジャケットを舞奈はＴシャツの上から装着した。希衣はというと、ジャケットについたベルトをこれでもかというくらいにきつく締めている。絶対に外れるなよ、と念を送っているように見えた。

　舞奈がじっと浮桟橋の近くで待機していると、ライフジャケットを着け終えた希衣が思い出したように顔を上げた。その腕が、カヌー艇の方を指す。

「あ、黒部さんが前ね」

「私がですか？」

「そうそう。私、後ろの方が好きだから」

　希衣はあっさりとそう言ってのけたが、普通はより戦力となる選手が前に座ることが多い。現に、恵梨香と希衣が組む時は恵梨香が前、希衣が後ろの席に座っている。

「いいんですか？」

「これは練習だからね。あと、黒部さんにもちゃんと経験してもらおうと思って」

「何をです？」

「ペアで乗るってどういうことかって」

　カヌーがある方向に向かって、希衣が軽く顎あごをしゃくる。舞奈は慌てて靴下ごと靴を脱ぎ、コックピットへと乗り込んだ。その後から、希衣が遠慮のない動きで後方席へと乗ってくる。

「昨日は千帆と何やった？」

「まずは普通にパドルを使わずに慣れる練習をして、それからパドルで合わせる練習をしました」

「で、沈ちんしたわけね」

「そうです」

　水に落ちた時のことを思い出し、舞奈はパドルを握り締めた。山やま間あいから差し込む朝日がエメラルドグリーンの水面に鮮やかな光を落としている。雲の無い青空を飛び交う鳥の影が、水面に黒の点となって映り込んでいた。

「じゃ、せーのでいくから」

「あの、右からですか？　左からですか？」

「右からにしよ」

　パドルの右手側を上にした体勢を取り、舞奈は背筋を正す。二人で乗っているのに視界が広いというのは、なんだか不思議な感覚だった。昨日はずっと千帆の後頭部ばかりを見つめていたから。

「目線真っ直ぐね」

「はい」

「こっちが合わせたげるから黒部さんはいつも通り漕いで」

「はい」

「落ちそうになったら落ちそうって言って」

「はい」

「それから──」

「あの、希衣先輩の話が長くて落ちちゃいそうです！」

　右腕が先ほどからプルプルと震えている。悲鳴を上げた舞奈に、希衣が「ゴメンゴメン」と噴き出すように笑った。

「じゃ、行くよー。せーの」

　右側のブレードが水を搔き分ける。その瞬間の快感を、どんな言葉なら表せるだろう。

　普段通りに漕いでいるだけなのに、面白いほどにカヌーが前進する。右側を漕ぎ、パドルを手の中で回転させるようにして今度は左側を漕ぐ。ゴムベラのような平べったい部分で水の塊を押し出すイメージだ。ブレードに掛かる水の抵抗が重ければ重い程、カヌーは大きく前へと進む。

　二人で漕いでいるはずなのに、一人のように身軽だ。まだ舞奈が幼く自転車に一人で乗れなかった頃、母親が荷台を摑んでバランスを取ってくれていた。「乗れてる乗れてる」と笑う母親の声。その両手が優しく自分を押してくれている感覚。希衣との乗艇は、それに近い。

　希衣は主役を望まない。彼女のカヌーは脇わき役やくだ。自分を殺し、相手を活いかす。恐ろしい程に、ただそれだけを貫いている。

「どうだった？」

　しばらく二人で漕いだ後、希衣はパドルを動かす手を止めた。昨日の千帆との練習と同じように、パドルをカヌーに引っ掛けるようにして置き、ただ水流に身を任せる。

「楽しかったです」

「それは良かった。でも、これを黒部さんが千帆にやるんだよ」

「うーん、頑張ります」

「ま、これが正解ってワケでもないんだけどさ。ただ、誰と組むかによって漕ぎやすさは変わるよってことを言いたかっただけ」

　空を見上げると、どこからか飛んできたサルスベリの花弁が水面へと音もなく落ちた。鮮やかな色の花弁を水から掬すくい上げ、そっと日にかざしてみる。皮膚から透ける血液みたいな、美しい赤だった。

　速さを競うのもいいけれど、舞奈はこういう時間の方が好きだ。カヌーに乗っていると自然がとても近くにある。水上で感じる風の囁ささやき、緩やかな季節の変化。それらを楽しむ自分の姿は、すぐ真後ろにいる先輩の目には怠けているように映るのだろうか。

「あ、珍しく檜原ちゃんが早く来てるね」

　パドルの先端を、希衣が岸の方へと向ける。そこには確かに、臙えん脂じ色いろのジャージ姿で立つ檜原の姿が見えた。彼女のさすフリル付きの真っ白な日傘は、服装には恐ろしくミスマッチだった。

　希衣がパドルを動かし、岸へと艇を近付ける。その時、河川敷の奥の方からスラリとしたシルエットがこちらへ近付いて来るのが見えた。

「あ、恵梨香も来てますね」

　そう言って手を振ろうとした舞奈の腕は、半はん端ぱに持ち上がったところで停止した。肩から零こぼれる長い黒髪、檜原よりもずっと高い位置にある端整な顔。青色のラッシュガードのポケットに両手を突っ込むその姿は、明らかに恵梨香のものではない。

「……利根蘭子」

　茫ぼう然ぜんと呟く希衣の声が、舞奈の耳じ朶だを強く打った。蘭子はこちらに気付くと、堂々とした足取りで歩み寄ってきた。その大きな足が、力強く地面を蹴る。

　川との境目で足を止め、彼女は視線を合わせるようにしゃがみ込んだ。切り揃えられた短い前髪の下で、涼やかな印象を与える両目が愉快げに弧を描く。

「来ちゃった！」

　連絡も無しに恋人の元を訪れた彼女のような気安さで、蘭子は明るくそう言い放った。
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　部室の隅で、希き衣えは両足を大きく開いた。ストレッチをするフリをしながら、それとなく部室の中央に集まる面々の様子を窺うかがう。

　夏休みの一日目。舞奈と朝練習を行い晴れやかなスタートとなるはずだった休日練習の予定は、見るも無残に崩れ去った。あれもこれも全すべてはここにいる乱入者のせいだ、と希衣は密ひそかに舌打ちした。

　大体、なーにが「来ちゃった」だ。そんなのが許されるのはバカップルくらいだろう。大体、檜ひの原はらも檜原だ。事前にこちらに報告してくれたら良かったのに、「この件は直接話したいから内密にするようお願いされてたの」ってなんだ。そんなことが許されるのか？　いや、本当は分かっている。そんなことも許されるのだ──相手が利と根ね蘭らん子こなら。

「ながとろ高校って初めて来たんやけど、車やったら東京からでも一時間半とかで来れるんやなぁ。風景も綺き麗れいやし、自分らええとこ住んでるなぁ」

　座ざ布ぶ団とんの上で正座する蘭子を囲むように、恵え梨り香か、舞まい奈な、千ち帆ほが座っていた。檜原はというと、壁にもたれて何やらスマートフォンを操作している。かと思うと、スマホを耳に押し当てそのまま部室を出ていった。

　なぜここに利根蘭子がいるのか。事の発端は今から一時間ほど遡さかのぼる。朝練習中だった希衣と舞奈の前に、蘭子が突如として姿を現したのだ。曰いわく、「恵梨香ちゃんに話があるんやけど」だそうだ。それから千帆と恵梨香が登校し、部員全員が部室に集まっている現在の状況に至る。

「蘭子さん、なんで今日はここに？　というか、車って誰に送ってもらったんです？」

　首を捻ひねる恵梨香に、蘭子はカラカラと軽薄な笑い声を上げた。

「そりゃあコーチに送ってもらったよ。ながとろ高校に行きたいんですけどって」

「よくＯＫでましたね」

「それもあの人達の仕事のうちやからね」

　足が疲れたのか、蘭子が正座から体勢を崩す。伸ばした両足のうちの右足だけを立て、彼女は膝ひざに頰ほお杖づえを突いた。

「じゃあ、蘭子ちゃんはすぐ帰るの？」と尋ねたのは千帆だ。「今日はね」と蘭子があっさりと頷うなずく。

「あのあの、蘭子先輩のご用件って結局なんですか？」

　授業中に質問するみたいな態度で、舞奈が勢いよく右手を挙げた。蘭子の両目がニンマリと細められる。

「それはほら、大事な話やから。部長さんもこっち来てくれへんと話せんわー」

「希衣先輩、呼ばれてますよ！」

　四人分の視線が希衣へと集中する。決まりの悪さを誤魔化すように、希衣は一つに束ねた黒髪の毛先に意味もなく指を滑らせた。座布団を持って立ち上がり、部員達の輪に加わる。

「来たけど？」

「意外と素直やねんなー。そういえば今朝はこのちっこい子と一緒にカヌー乗ってたけど、またペア相手替える予定なん？」

「そんなわけないでしょ。黒部さんは初心者だからペアの乗り方を教えてただけ」

「冗談やんか。そんなカリカリせんとって、おっかないわー」

　人の神経を逆さか撫なでするような話し方だ。蘭子と会話するのは関東大会以来だが、気安い口振りと距離感に希衣はいつも困惑させられる。明るい声色と裏腹に、親しくなりたいと思っていないことが明け透けに伝わってくるせいかもしれない。

「で、用件は？」

「せっかちやな。まずは世間話とかしたらどうなん？」

「さっきこの三人としてたでしょ。大体、利根さんが世間話好きだとは到底思えないんだけど」

「そんなことないで？　でもまぁ、なんでも単刀直入に言う方が好きやな。回りくどい言い方ってメンドクサーって思うし」

「じゃあさっさと本題に入ってよ。わざわざウチまで来たんだからそれ相応の内容なんでしょ」

「言ってええん？　それじゃ、遠慮なく」

　そう言って、蘭子は恵梨香へと顔を向けた。その横で、何かを言いたげに千帆がこちらへ目配せを寄越す。恐らく、希衣と同じように蘭子の目的を予想出来ているのだろう。状況が分かっていないのは先ほどからキョロキョロと周囲を見回している舞奈くらいだ。

「恵梨香ちゃん、文部科学大臣杯って知っとる？」

「先輩から説明は受けましたけど」と恵梨香が訥とつ々とつと答える。

「文部科学大臣杯って、都道府県も学校も関係ないねん。誰とでもペアやフォアを組める。そこで提案やねんけど、うちと一緒にやらん？　カヌー」

「一緒にやるっていうのは……」

「ペア組もうやってこと」

　やはりそうか、と希衣は眉み間けんに皺しわを寄せる。蘭子は恵梨香を引き抜きに来たのだ。

「そういうのって普通のことなんですか？」

　振り返る恵梨香が微かすかに首をかしげる。

「普通のことだよ」

　残念ながら、という言葉は心の中だけで秘めておいた。恵梨香が自身の前髪を搔かき上げる。

「というか、文部科学大臣杯なんてほんまはどうでもええねん。とにかく恵梨香ちゃんがその気になってくれたらそれで」

「その気というのは？」

「そりゃ勿もち論ろん、うちと組んでてっぺん目指す気になってくれたらええなって話。あ、てっぺんってどこか分かる？　インターハイの話ちゃうで。あれは国内の高校生の世界やし」

「……それはつまり、一緒に世界を目指そうってことですか？」

「大正解！」

　気分を良くしたのか、蘭子の手がバシバシと恵梨香の背中を叩たたいた。随分とスケールの大きなお誘いだ。

　もしかすると、自分たちは今とんでもない瞬間に立ち会っているのかもしれない。黙り込んだ恵梨香の横顔を、希衣は固かた唾ずを呑のんで見守る事しか出来ない。蘭子の両目が鋭く細められる。走る緊張が、室内の空気を沈黙へと塗り替えた。

　と、その時、「あのー、質問いいですか？」という能天気な声が重苦しい空気を一掃した。尋ねたのは舞奈だった。

「蘭子先輩って孤高の女王って呼ばれてるんですよね？　今年はどの大会もシングルしか出場してないって聞きました。なのにどうして恵梨香と一緒に組もうと思ったんです？」

　ここでこの質問ができる舞奈の胆力に、希衣は心の中で舌を巻いた。いや、もしかしたら初心者だからこそできる質問なのかもしれない。

　蘭子の表情から刹せつ那な的に感情が抜け落ちる。その眼まな差ざしは、観察者のそれだった。冷ややかで、温度がない。ただ冷静に、相手を見定めようとしている。

「自分、それ聞いてどうするん？」

「特に何がどうとかないんですけど、単純に不思議だなーって。勝手なイメージですけど、蘭子先輩だったらペアを組もうって言うより『シングルでどっちが勝つか勝負やで！』とか言いそうだなって」

「ちょっと待って、そのへったくそな関西弁はもしかしてうちの真ま似ね？」

「下手でしたか？」

「うん、マジで下手。関西人は下手くそな関西弁がいっちゃん嫌いやから気を付けた方がええで」

　蘭子は真顔になり、それから急に大口を開けて笑い出した。アッハッハという豪快な笑い声はどこまでが演技なのか分からない。

「ま、別にうちもな、聞かれて困るようなことはないからええねんけど。そもそも孤高の女王とかいうやつも勝手に周りが言い出しただけやし」

「そうなんですか」と反応したのは恵梨香だ。澄ました顔のまま、蘭子は両目をパチパチと瞬まばたきさせた。

「うちの顔見てみぃ？　女王って面つらしてへんやろ？」

「そこは違和感ないですけど」

「なんでやねん。可か愛わいい女子高生捕まえて『孤高』だの『女王』だの、ほーんま勝手よなぁ。うちはどっちにもなった覚えありませんって感じ。なんせ、国際大会で優勝したこといっぺんもないからな。はーあ、ドロタに勝ってみたいなぁ」

　ドロタとは、ハンガリーのコヴァーチ・ドロタ選手のことだろう。オリンピックでは二十二歳の時にＷＫ―１で金メダルを獲得、その四年後のオリンピックでも金メダルを獲得している。現在も第一線で活躍する、女子カヌー界のレジェンドだ。

　そんな相手に対して平然と勝ちたいと述べる蘭子に、希衣は畏い怖ふのような感覚を覚えた。自分にとってはテレビ中継やニュースでしか見たことのない人間だ。勝ちたいという発想すら湧わいてこない。だが、蘭子にとってドロタは生きた人間で、優勝を競い合うライバルなのだ。蘭子が何気なく告げる言葉の一つ一つが、選手としての格の違いを見せつける。

「ってか恵梨香ちゃん、どうやったらオリンピックに出られるかって知ってる？　絶対知らんと思ったからわざわざ今日ここに足運んでんけど」

「細かいことは知らないです、ググっても出てこなかったので」

「そりゃ出てこんわ。いいか、大事なことやからよう聞きや。周りのながとろズも心して聞くんやで」

　蘭子の長い人差し指の先が、コツンと床を軽く叩く。間の抜けた呼び名に、希衣は思わず顔をしかめた。

「ながとろズって何」

「そこは引っ掛からんでええねん。今のながとろ高校カヌー部なんて、湧ゆう別べつ恵梨香 with 愉快な仲間たちみたいなもんやろ」

「利根さんはそう思ってるんだ」

「逆に、自分らはそう思ってへんの？」

　堂々と聞き返され、希衣は言葉を詰まらせた。無意識のうちにゴクリと喉のどが鳴る。恵梨香は居心地悪そうに肩を縮こまらせている。

　それまで黙って話を聞いていた千帆が苦笑を浮かべながら話の続きを促す。

「蘭子ちゃんの言うことはちゃんと聞いておいた方がいいと思うな。それが恵梨香ちゃんの為ためになると思う」

「さすが千帆ちゃん、ええこと言うやん。いいか？」

　そう言って、蘭子は部員達の顔を見回した。

「次のオリンピックは二年後や。うちらはその頃、大学一年生。恵梨香ちゃんは高校三年生やな。で、オリンピックの選考に関わる国内大会はこれから何回か行われる。まず、今年の九月に行われる日本選手権、後は来年の三月に行われる海外派遣選手選考会。この二つの大会結果で日本代表候補が決まる。で、この候補者たちが四月の最終選考会で競い合って、『日本代表』が決定する」

「そんなにすぐ決まっちゃうんですね」と舞奈が大おお袈げ裟さな相あい槌づちを打っている。

「まぁ、オリンピックに出る子がそこで確定するってワケちゃうけどな。来年の八月の世界選手権で上位に入ればオリンピックの内定が出る。後はさらにその翌年の三月にあるアジア大陸予選とか五月のワールドカップで結果出せば内定もらえるって感じやな」

「あの、そもそもそういう大きな大会でのペアとかフォアとかってどうやって決めるんですか？　学校の部活とは規模も違うだろうし、相性とか分からなくないですか？」

「基本的には代表候補──強化枠の中で組み合わせて決める。だから、ペアが強かろうがフォアが強かろうが、まずはシングルの選手として代表候補の枠内に入る必要があるわけ。一人でやってける力量がないと誰と組んでも勝てへんからな」

「へー、なんか色々と難しいんですね」

　舞奈が神妙な面持ちで頷いているが、どこまで理解しているか怪しいものだ。希衣は自身の前髪を軽く引っ張ると、真まっ直すぐに蘭子と向き合った。

「で？　利根さんは既にナショナルチームだし、シングルでもバシバシ結果出してると思うんだけど、何で湧別さんを呼びに来たの？　世界選手権もオリンピックも、それぞれの競技ごとに出られるのは一国につき一枠でしょ。湧別さんが成長したら一枠を巡って利根さんと争うことになるのは目に見えてるのに、敵に塩を送りに来たってワケ？　それとも、純粋に強いヤツを求めてってヤツ？」

「ほんまは分かってるくせに、現実認めたくないからってえらい遠回しに聞いてくるやんか」

「そんなつもりはないけど」

　アッハッハ、と蘭子が再び笑いながら天を仰ぐ。額を押さえる手の、その指と指の隙すき間まから彼女の温度の無い瞳ひとみが覗のぞいた。黒曜石を思わせる闇やみ色いろの瞳が、じっと希衣を睨ねめ付ける。

「鶴見ちゃん、現実見いや。うちは、湧別恵梨香にペアになろうって言いに来たんや。その意味、アンタなら分かるやろ」

　おふざけを排除した蘭子の声には、反論を許さない強さがある。希衣は目を逸そらし、口内で小さく舌打ちした。四方を取り囲むようにして置かれた全身鏡には、傷付いた内心を晒さらす自分の顔が映っていた。

「恵梨香ちゃん、うちはオリンピックにペアで出たいんや。文部科学大臣杯はその前ぜん哨しょう戦せんやと思ってる。今すぐ答えろとは言わんから、申込期限までに返事を聞かせて欲しい」

　どっこいしょ、とわざとらしく呟つぶやきながら蘭子が立ち上がる。視界に否いやが応でも入ってくる、彼女の長い脚と長い腕。

　座布団に座ったまま、恵梨香が困惑した表情で蘭子を見上げる。

「あの、もしも私が蘭子さんと組んだら来年のインターハイとかってどうなるんでしょう」

「どうもならんよ。代表候補だろうがなんだろうが、普通に試合には出られるし。うちも高校系の大会はほとんど参加しとるやろ？」

「そうですよね……」

　恵梨香の視線がちらりとこちらに向けられたのが分かる。蘭子がハンと鼻で笑った。

「仙人みたいな暮らししてた割に、そういうとこも気にするんやね。了解了解。うちも二人の仲を引き裂こうとしてるわけちゃうからな、今日は大人しく撤退するわ」

「今から東京に戻るんですか」

「せやで？　ま、海外行くよりはよっぽど近いから気にせんでええで。また来るから、恵梨香ちゃんもながとろズも達者でなー」

　そう言って蘭子が扉に手を掛けようとしたタイミングで、外側から扉が開いた。立っていたのは、スーパーの袋を片手に提げた檜原だった。

「あら、利根さんもう帰るの？　一応、差し入れにアイス買って来たんだけど」

「お気遣いありがとうございますー。ところでそれ、バニラアイス入ってますよね」

　袋越しだというのにどうして中身が分かったのだろう。蘭子の指摘に、檜原が目を泳がせた。

「え、ええ」

「うちの先生の差し金とちゃいます？　『アイツはバニラアイス食わせてたら機嫌が良くなるから』とでも言われたんでしょう。うち、そんな単純な女じゃないんですけどねぇ」

「今から帰るなら持っていく？」

「いや、結構です。普段は間食しないことにしてるんで」

　隙のない、完かん璧ぺきな笑顔だった。蘭子は檜原に向かってしっかりと一礼すると、その隣をすり抜けるようにして部室を去っていった。

　女王がいなくなった途端、緊張の糸がぷつりと切れた。操る人間のいなくなったマリオネットみたいに、舞奈がその場に寝転がる。苦笑する檜原の口からも、「ふぁー」と深い安あん堵どの息が漏れた。

「凄すごい子ねぇ、利根蘭子さん」

「檜原ちゃん、並んだら子供みたいだったよ」

「仕方ないでしょう、身長の問題よ」

　頰を膨らませ、檜原は先ほどまで蘭子が座っていた座布団の上に腰を下ろした。

「利根さんはいなくなったけど、せっかくだから食べちゃいましょう」

「舞奈ちゃん、アイスクリームだよ」

　スーパーの袋から中身を取り出し、千帆が床の上に一つずつ並べている。なんと、ハーゲンダッツだ。貧乏学生からすると、贅ぜい沢たくの象徴のような存在である。

「檜原ちゃんどうしたのコレ、太っ腹じゃん」

「利根さんに出すならちゃんとしたものじゃないと失礼かと思って。坂さか上がみ先生から色々と事前に聞いてはいたんだけど、それにしたって凄い子だったわね。オーラがあるというか」

　坂上先生とは蘭子の所属する蛇じゃ崩くずれ学園高校のカヌー部の顧問だ。指導力に定評があり、蘭子は彼女の指導を受けるためにわざわざ大阪から東京に進学した。

「私、ストロベリー貰もらいますね」と舞奈がカップを一つ手に取る。千帆はバニラを、恵梨香は抹茶を、檜原はチョコレートを手に取った。希衣はというと、クッキー＆クリームにした。

　外が暑いせいか、アイスはほんのりと柔らかくなっていた。プラスチック製のスプーンを差し込むと、面白いくらいに綺麗に掬すくえる。口に運ぶと、冷たい塊が舌の上でじわじわと溶けていった。先ほどまで感じていた苛いら立だちも、甘いものの前では徐々に弱まっていく。食べ物は偉大だ、その瞬間だけでも不安を忘れさせてくれる。

「湧別さんもよく考えてみてね。利根さんとのこと」

　檜原の言葉に、恵梨香は無言のまま頷いた。

　檜原は恵梨香と蘭子が組むべきだと考えているのだろうか。そう思考し、希衣は即座に自じ嘲ちょうした。むしろそう考えない方がおかしいだろう、あの利根蘭子と組めるだなんて千載一遇のチャンスなのだから。

　冷静な自分が、恵梨香の背を押せと言う。悩む後輩を後押しするのが自分の役割だろう、と。

　だが、結局この日の練習で、希衣が蘭子について言及することはなかった。言葉に出来なかったのは、意気地がなかったせいかもしれない。希衣にも、恵梨香にも。




　秩ちち父ぶ鉄道の野の上がみ駅が、ながとろ高校の最寄り駅だ。希衣と千帆はいつも建物に造り付けられている木製の椅い子すに座り、電車が来るのを待つことにしている。年季の入った新聞販売機は、夕方になると中身がほとんど空になる。所狭しと貼はられた地元のイベントポスターは、掲示板だけでは収まりきらず、壁にまで侵食していた。

　ジャージの裾すそを捲まくり、ふくらはぎを擦さする。時計はまだ十六時を指していて、次の電車が来るまで十五分もあった。白い靴下を引っ張り、スニーカーの靴くつ紐ひもを結びなおす。解ほどけていたわけでも、歪ゆがんでいたわけでもない。ただ、目に付いたから触っただけ。

「さっきから何度目？」

　隣に座る千帆が呆あきれたように肩を竦すくめた。その肩には黒色のタオルが掛かっていた。

「なにが」

「靴紐結ぶの」

「なんか違和感があるんだよね」

「気にし過ぎじゃない？」

「そんなことないと思うけど」

　窓枠に手を掛け、千帆が小さく息を吐く。建物の外は日光に支配されている。真っ白な光に焼かれ、蟬せみがジャワジャワと悲鳴を上げていた。

「嫌だって言えば？」

　千帆の言葉に、希衣は靴紐を結ぶ手を止めた。四角に切り取られた日差しが千帆の横顔を一部分だけ明るくしている。

「嫌って何が？」

「恵梨香ちゃんに。蘭子ちゃんと一緒にやって欲しくないんでしょ？」

「別に、そういうわけじゃないよ」

「本当に？」

「うん。大体、私が止める権利なんてないしさ。利根蘭子は正しいよ」

「じゃ、恵梨香ちゃんに何も言わないつもりなの？」

「あの子の判断に任せようと思う」

「それはちょっと酷じゃないかなぁ。恵梨香ちゃん、ただでさえ人間関係に関していっぱいいっぱいなのに」

「でも、あの子が判断しなきゃいけないことだと思う。私にできることはインハイに向けて頑張ることだけ」

　半はん端ぱな状態で放置されていた靴紐を、希衣はしっかりと結び直した。綺麗なちょうちょ結びだ。歪みのない完璧な形をしている。

「……鶴見先輩もオリンピックに出るつもりなんじゃないんですか」

　その台詞せりふが千帆の口から放たれたものだと、希衣は一瞬気付かなかった。思わず顔を見ると、千帆は薄く微笑した。

「ほら、昨日の練習で恵梨香ちゃんが言ってたでしょ」

「あぁ、そういや言ってたね」

「私も思うよ。希衣だって、そろそろ主人公になってもいいんじゃない？」

「主人公って何の」

「希衣のカヌー人生の」

「難しいこと言うね」

「それを難しくしてるのは希衣自身だよ」

　穏やかな口調で告げられた言葉に、一瞬だけ息が詰まる。骨に守られた臓器の柔らかい部分を無理やり引きずり出されたような、そんな心地がする。濃縮した未熟さが、記憶の海で溺おぼれそうになっている。

　過去を思い出すのが嫌なのは、自分の身勝手さを思い知らされるからだった。




　誰よりも先にカヌーに乗りたい。その一心で、希衣はその翌日も普段より早い時間に学校へと向かった。テキトーに選んだビーチサンダルをさっさと脱ぎ捨て、カヌーに乗り込む。ストレッチャーに足を乗せ、軽く舟底についたラダーを動かす。右へ、左へ。自分の進みたいと思った方向へ、ちゃんとカヌーを進ませる。それだけのことが、初心者の頃はひどく難しかったのを思い出す。

　パドルを動かす度に、波打っていた自身の精神が鎮しずまっていくのを感じる。ばしゃん、ばしゃん。水音だけが、朝焼けの長なが瀞とろの風景の中で響いていた。水上練習でのルーティンワークをこなしながら、希衣は昨晩の出来事を脳の表面で反はん芻すうしていた。




「もしもし？　私なんですけど」

　帰宅して早々に、希衣はある人物に電話を掛けていた。ソイツの名は神かん田だ優ゆう紀き。山梨県の富ふ士じ曙あけぼの高校に通う女子生徒で、希衣の一つ上だ。今年のインターハイは、シングル部門にもペア部門にも出場する。ペアの相手は堀ほり菜な々な香かという生徒で、彼女は彼女で曲くせ者ものだった。

「あぁ？　なんだよ急に」

　通話に出た神田の声は、いつもより低かった。「風か邪ぜ気味？」と尋ねると、「カラオケで歌い過ぎたんだよ」と神田はやたらとどすの利きいた声で答えた。

「ってかアタシに何の用だよ」

「いや、ちょっと愚痴りたくて」

「ハー？　そういうのは別のヤツにやれよ。なんでわざわざ山梨まで電波飛ばしてんだ」

「いいじゃん別に」

「……お前、意外と友達少ないんだな」

「そのしんみりした口調止やめて、マジっぽいから。単純に、近くの子には話しにくい内容なだけ」

「まぁまぁ、友達がいないことくらい気にすんなって。堀だってぶっちゃけアタシくらいしかつるむヤツいねーけど、人生楽しそうだぜ」

「だから友達はいるっての」

　ベッドの上で仰あお向むけになり、そのまま両足を浮かして自転車を漕こぐ要領で回転させる。足を鍛えるというよりは、腹筋を鍛える為の動きだ。

「で？　結局何の用なんだよ」

「それがさ、今日ウチの学校に利根蘭子が来たんだよね」

「あぁ、ゴシューショーサマ。あの天才新人が盗とられたわけだ」

「まだ盗られてないけどね。文部科学大臣杯で組もうって提案に来て、しかも……」

「しかもなんだよ」

　言い淀よどんだ希衣に苛立ったのか、ガリガリと不穏な音が通話口から聞こえた。キャンディーを奥歯で嚙かみ砕く神田の姿が目に浮かぶ。

「いやさ、オリンピックでペア組みたいって」

「はーっ！　壮大な話だなオイ」

　神田の興奮を示すように、今度はドスドスと何かを蹴けるような音が聞こえる。コイツの隣人になるのは嫌だな、と希衣は思った。

「で？　それの何が不満なんだよ。インターハイは学校所属で出んだろ？　別に、お前が困る事なんて何一つねーじゃん」

「そりゃそうだけどさ、やっぱ複雑じゃん」

「じゃ、今度はお前がスーパープレイヤーになりゃいいだろ。凄いヤツの相棒じゃなくて、お前が凄いヤツになれよ。今のままじゃなくてよ」

　難しいことを、随分と勝手に言ってくれる。自分でも気付かないうちに、スマホを握る手に力がこもった。

「今のままじゃさ、本当にダメなのかな」

「知らねーよ。お前がダメだと思うならダメ、良いと思うなら良いんだろうよ」

「冷たくない？」

「んなもん、今のままでいいわよオホホって言うヤツの方がクソったれだろ。優しくするとダメにするを履き違えてるヤツはあぶねーんだよ。他人を狂わせちまうからな」

「それって神田の経験則？」

「あー？　ケイケンソクってなんだ？」

「そういえば神田って頭悪かったね」

「誰が馬ば鹿かだ、電話切っちまうぞ」

「ゴメンゴメン。先輩らしい助言だったよ」

「だろ？　アタシもたまにゃ良いこと言うからな」




　カッカッカと快活に笑っていた神田の声を思い出し、希衣は静かに口元を綻ほころばせた。

　瞼まぶたを開けると、そこは自室ではなく荒川の水上だ。昨晩の回想を打ち切り、希衣は両腕に持ったパドルを大きく動かす。

　神田の事は結構好きだ、裏表が無いから。小学生の頃から、彼女はずっと堀とペアを組み続けている。大学生になったら、二人は一体どうなるのだろう。同じ大学に進むのだろうか、それとも別々の道を選ぶのだろうか。

　自分と似た境遇だからこそ、つい選択が気になってしまう。希衣はパドルを動かす手を止め、そのまま天を仰いだ。

　巨大な雲が、悠々と空を泳いでいく。絵に描いたような夏空が頭上には広がっていた。

「きえせんぱーい！」

　岸の向こうから、無邪気な声が聞こえてくる。視線を向けると、登校したばかりらしい舞奈が手を振りながらぴょんぴょんと飛び跳ねていた。希衣が舟を近付けると、彼女は勢いよく頭を下げる。

「おはようございます！」

「おはよ。感心だね、今朝も早い」

「えへへ。少しでも上達したくって！　あ、そうだ。先輩、お腹なか空すいてます？」

　リュックサックを背中から下ろし、舞奈が中をまさぐる。堪こらえ切れなかった欠伸あくびが希衣の口から漏れた。

「早くから練習したらお腹が空くかと思って、おにぎり作ってきたんです。先輩食べますか？」

「作ったって、黒部さんが？」

「そうです。いきますよー」

　いきますって何がだ、と希衣が戸惑っている間に、舞奈はその場で振りかぶった。銀色の球体が放物線を描きながらこちら目掛けて飛んでくる。慌あわてて片手でキャッチした希衣に、「さすがです！」と舞奈ははしゃいだ声を上げた。

　右手の中に収まっていたのは、アルミホイルで包まれた丸形のおにぎりだった。

「黒部さん、今後この渡し方は禁止ね。危ないから」

「あ、すみません。つい」

「中身の具はなんなの？」

「じゃこわかめです。うちのおじいちゃんが好きなふりかけを混ぜ込んでみました」

「黒部さん、おじいちゃんと一緒に住んでるんだ」

「はい。おじいちゃんもおばあちゃんもまだまだすっごい元気ですよ」

「ふーん、それは良かった」

　アルミホイルを剝はぐと、中からやや不格好なおにぎりが出てきた。かぶりつくと、米が少し柔らかめに炊たいてあるのが分かる。お年寄りでも食べやすいようにだろうか。既製品のように均等に具が混ざってはいないが、これはこれで美お味いしい。ほんのりと幸せの味がする。

「なんかさ、黒部さんってすごく幸せな家の子って感じするよね」

　見上げると、舞奈もまた自分で持ってきたおにぎりを咀そ嚼しゃくしているところだった。大口で齧かじったご飯を呑み込んでから、舞奈は眉まゆの両端を下げる。

「幸せな家の子ってどんな子です？」

「よく分かんないけど、みんなから愛されてきたんだなって感じる。家族とかも良い人そう」

　黒部舞奈という子供は、いつだって優しくて明るい。苦労を知らずに健やかに育ったら、彼女みたいな性格になれるのだろうか。

「えへへ、そうですか？　家族のこと褒められるの嬉うれしいです」

　はにかみながら笑う舞奈のことを、希衣は羨うらやましく思う。自分だったら絶対に辿たどり着かない発想だ。

「おにぎり美味しかった。ありがとう」

「いえいえ、どういたしまして」

　ゴミになったアルミホイルを、希衣は足元に置いていた小袋の中へと突っ込んだ。

「そういえば、黒部さんはどう思う？」

「どうって、何がですか？」

「湧別さんが利根蘭子と組むって話。昨日、一緒に帰る時に何か話したりした？」

　ルール違反かもしれない、と頭の片隅で良心が咎とがめる。恵梨香に聞きたいことがあるのならば、本当は直接聞くべきなのだ。なのに後輩が優しいことに付け込んで、自分が傷付かないように予防線を張っている。

「蘭子先輩に関してはあんまり話してないですね。夏休みの計画の方が忙しくて」

「あ、そうなんだ」

「希衣先輩は話しましたか？　恵梨香と」

「いや、まだだよ。まぁ、申込期限まで一応は時間あるし」

　自然と視線が下がる。ぼそぼそと言い訳めいた言葉を付け加えた希衣に目線を合わせるように、リュックサックを抱えた舞奈がしゃがみ込んだ。

「ああいう蘭子先輩みたいな勧誘って、普通のことなんですよね？　先輩、昨日そう言ってましたけど」

「それは……」

　舞奈の指摘は正しい。勧誘なんて当たり前のことだ。そんなこと、初めから分かっている。分かっているのだが──

「ムカつくでしょ。いきなり出て来たヤツに相棒面されたらさ」

　溜ため息いきと一緒に飛び出た声は、自分が思ったよりもずっと子供っぽかった。多分、ここにいるのが千帆だったら、こんなことは口が裂けても言わなかった。だけど、舞奈はまだ初心者だから。甘ったるい性格で、自分の脅威にはなり得ないから。だからつい、本音が漏れた。

「へへっ、希衣先輩は恵梨香のこと大好きなんですね」

　両手で自身の頰を挟み、舞奈は無邪気な笑顔を浮かべる。大好きなんて言葉で表すには、希衣が抱える葛かっ藤とうはあまりにみっともない。正しいルートは決まっているのに、関係のないところで一人で勝手にもがいている。

「好きとかそういうんじゃないけどね。割り切れてないってだけで。本人に何て言っていいかも分からないし」

「それじゃ、芦あし田ださんに相談したらどうですか？　恵梨香のことは恵梨香よりも知ってますよ」

「湧別さんに無断で相談とかしていいのかな」

「でも、芦田さんはながとろ高校カヌー部のコーチなわけですし、恵梨香だけのものじゃないですよ」

「黒部さんはそう思うんだ」

「思います！」

　なんの根拠もないだろうに、舞奈はドンと自身の胸を叩いた。芦田とは長瀞で喫茶『せせらぎ』を営む男で、幼い恵梨香にカヌーを教えた張本人だ。その縁で、現在はカヌー部全体の指導も行ってくれている。

「じゃ、明日にでも行ってみようかな。どうせオフの日はやることないし」




　と言ったものの、希衣にとって喫茶『せせらぎ』は危険に満ちた場所だった。なんせ、自分の父親がこの店の常連客なのだ。父親のことは嫌いじゃないが、一緒にいるとやたらと疲れる。それに、父親といるところを誰かに見られるのは少し──いや、かなり恥ずかしい。

　舞奈と会話を交わした翌日、希衣はおそるおそる喫茶『せせらぎ』へと足を運んでいた。シックな造りをした扉から、こっそりと中の様子を覗き込む。午前中ということもあり、客の姿はほとんどない。白いシャツの襟元を正し、希衣は背筋を伸ばして店内へと足を踏み入れた。

「あぁ、おはよう。よく来たね」

　そう朗らかに声を掛けて来た男が店主の芦田だ。希衣は四方を見回し、父親の姿がないことを確認する。

「そんなに警戒しなくても」と芦田は肩を竦めて笑った。

「席ってどこに座ってもいいんですか？」

「どうぞご自由に」

「じゃあ、芦田さんと一番話しやすい席が良いです」

　希衣の言葉に、芦田はカウンター席の方に顎あごをしゃくった。木製のカウンターテーブルには脚の長い椅子がいくつか並んでいた。

「恵梨香はいつもそこに座ってるな」

「いいですか？　座って」

「勿論。何を飲みたい？」

「えっと、ウインナーコーヒーにします」

「できるまでちょっと待っててくれ」

　座ると、少し足が浮く。興味もないのにメニュー表に目を通し、希衣は持て余す時間を有効活用した。デザート欄に書かれた『番茶のブラン・マンジェ』のカタカナ部分が想像できない。ケーキの名前だろうか、もしくは焼き菓子だろうか。質問するのも躊躇ためらわれ、希衣はこっそりとスマートフォンで検索する。出て来た画像は、パンナコッタのような食べ物だった。

「はい、どうぞ」

　芦田が希衣の前にカップを載せたソーサーを置く。可愛らしい橙だいだい色いろのカップの上には、生クリームの山が盛られていた。「ありがとうございます」と会え釈しゃくし、希衣は早々にカップの中身を全て搔き混ぜる。

「鶴見さんはせっかちだな」

「え、何がですか？」

「いきなり混ぜだすから」

　クツクツと喉奥を鳴らしながら、芦田が希衣のカップを指さす。

「最近の子は飲んだり食べたりする前に写真に撮る子が多いよ」

「このお店、若い子も来たりするんですか？」

「ま、たまにだがな。基本は常連の大人連中ばっかりさ。……鶴見さんは、今日は何でここに？　恵梨香に会いたいなら直接家に行った方がいいと思うが」

「あ、いえ、今日は芦田さんに相談に来ました」

　ソーサーの上に置いたカップが、コトリと乾いた音を立てる。ＢＧＭで流れているのは、どこかで聞いたことのあるピアノ曲だった。普段は店内が騒がしいから、この店で音楽が流れているのを意識したことがなかった。

「俺にか？」

「あの、湧別さんから聞いてます？」

「何を」

「利根蘭子って選手から、湧別さんがペアを組まないかって誘われている話です」

　芦田は両腕を組むと、鼻から深く息を吐いた。皺の刻まれた右手の人さし指が、カウンターを短く叩く。

「利根蘭子ってのはアレだな、日本代表の」

「そうです。文部科学大臣杯で組もうって言われて、それから……」

「それから？」

　しぼんだ希衣の語尾を、芦田は正確に聞き取っていた。座面から下げた脚を交差させ、希衣は軽く首を横に振った。

「いえ、もったいぶるようなことではないんですが、湧別さん、代表候補入りを狙ねらえって利根蘭子に発破を掛けられてて」

「ははー、いいことじゃないか」

「そうなんですけど」

　でも、希衣はそういう話はもっと先のことだと思っていたから。──いや、本当は分かっていたのだ、恵梨香が天才であることは。ただ、利根蘭子に後輩を掠かすめ取られることに抵抗があるだけだ。そして、抵抗を感じる自分の狭きょう量りょうさにも腹が立つ。

「利根蘭子がわざわざ他校まで足を運んで直じき々じきに声を掛けた相手。それだけで、湧別さんは高校生の枠を超えて注目を集めると思うんです。利根蘭子はそれも全て分かってる。あの子はオリンピックで、湧別さんとペアを組みたいと思ってるんですよ。だから周りを巻き込み始めた。あの子は頭が良いから、世間知らずな湧別さんを意のままに操ることだって簡単なんですよ」

「世間知らずとはひどい言いようだな」

　言葉とは裏腹に、芦田は可お笑かしそうに笑い声を上げた。籠かごの中に積まれたグラスを手に取り、芦田はそこに自分の分の水を注ぐ。

「鶴見さんは恵梨香が利根蘭子と組まない方がいいと思っているのか？」

「いえ、そういうわけではないんですけど。ただ、自分から背を押すのはムカつくなって思ってて。むしろ湧別さん側から言って欲しいんですよ、『私、蘭子さんと組みます！』って」

「それはあれか？　鶴見さんが利根蘭子のことを嫌いだからか」

「嫌いなわけじゃないですよ、選手としては認めてます。でも、なんといいますか、こう、あの子を見ていると過去のあれこれを思い出して冷静じゃなくなるというか」

「トラウマを刺激されるのかもな」

　芦田が目を細める。水をちびちびと舐なめるように飲んでいる姿を見ていると、中身は本当に水なんだろうかと怪しんでしまう。恵梨香曰く、こんな見た目でも芦田は酒をほとんど飲まないらしいが。

「あの、芦田さんはオリンピックにも出るような凄い選手だったんですよね。なのにどうしてカヌー指導にまわらなかったんですか？　もしササウラカヌークラブに芦田さんが指導に来ていたら、私も千帆も……」

　今とは違った関係だったかもしれないのに、という言葉は流石さすがに口には出さなかった。あまりにも身勝手すぎるから。

　生クリームがたっぷり溶けたコーヒーを口に運ぶ。香ばしい液体は、苦さよりも甘さが際きわ立だっていた。

　芦田がカウンターにグラスを置く。希衣の手の中にある液体と違い、その中身はクリアで、奥までよく見通せた。

「これは恵梨香にも話していないことだが」

　そう前置きして、芦田はぽつぽつと自身の過去を語り始めた。

　そもそもササウラカヌークラブとは、希衣や千帆が通っていた近所のカヌークラブの名だ。指導していた佐さ々さ浦うらの北海道移住に合わせてクラブは閉鎖、残された備品の一部がながとろ高校へ寄付されたため、希衣たちはカヌー部を立ち上げることができたのだった。

「佐々浦さんと俺は一回り近く年が違ってな、俺にとっては憧あこがれの選手だったんだ。大学が同じで、ＯＢだった佐々浦さんはよく顔を出してくれてたよ。可愛がってもらってたと思う、昔の話だから記憶は定かじゃないけどな」

「二人は顔見知りだったんですか、だったらどうして」

「まぁ、そう急せかさずに聞いてくれ。前に見せた映像があるだろう？　俺が日本代表だった時の動画だ」

「あのオリンピックのですよね？」

　この店で、部員全員で見た映像だ。芦田はカナディアンシングルに出場していた。

「その時の出場枠を、俺と佐々浦さんとで争ったんだ。あの時、佐々浦さんは三十歳を超えていて、これがオリンピックに出る最後のチャンスだと話していた。だが、大会の結果、代表は俺に決まった」

「でも佐々浦先生はそんなことでずっと文句を言うような人じゃないと思いますけど」

　希衣の知っている佐々浦は穏やかな男だ。鍛えられた肉体は高齢であることをほとんど感じさせなかった。カヌークラブの子供達と全力で鬼ごっこをしてくれたり、夏休みには奥さんがやって来ておにぎりを振る舞ってくれたりと、希衣の中の佐々浦に纏まつわる思い出はどれもが温かい。

　希衣の言葉に、芦田は苦笑しながら頭かぶりを振った。

「いや、佐々浦さんは悪くないんだよ。ただ、たまたまな、佐々浦さんが他のヤツと話してるところに居合わせちまって。今でも覚えてるよ。『アイツがいなけりゃなぁ』って佐々浦さんが言った直後に、うっかり目が合ったんだ」

　数十年前の話だろうに、芦田の言葉には迷いがなかった。今でもその時のことを鮮明に覚えているのだろうか。何度も何度も、思い出しながら生きてきたのだろうか。自分の辛つらい記憶を。

「あの人、俺に気付いてなかったんだろうな。別に冗談だとかお前のことじゃないとか言って流せば良かったのに、サーッと顔が青くなってさ。何か言わなきゃって思った俺は『気にしてないですよ』って笑ったんだ。そしたら、佐々浦さんの表情が凍り付いて……あぁ、俺がこの人のプライドをたった今傷付けちまったんだなって思ったね。そんなつもりなかったのに」

「それで仲なか違たがいしちゃったんですか？」

「別に、大っぴらに喧けん嘩かしたとかそういうもんじゃない。ただ、向こうがこちらを避けていることに気付いて、俺もあまり近付かないようになった。それから何十年か経たってこの店を構えた時に、佐々浦さんがここらへんでカヌークラブをやってることを偶然知ったんだ。で、俺はこう考えた。もし佐々浦さんが俺と仲良くする気があるなら、客として来てくれるんじゃないかと」

　だが、佐々浦は最後まで店には来なかった。「それが全てだ」と芦田は落ち着いた声で締め括くくった。

　カップを両手で包むようにして持ち、希衣はすっかり溶けてしまった生クリームの残ざん滓しを目で追う。

「だから湧別さんをカヌークラブに入れなかったんですか？」

「まぁ、そうだな」

「芦田さんから佐々浦先生に会いに行けばよかったのに」

「迷惑になるのが嫌だったんだ。俺も佐々浦さんも大人だから、会ったらそつなく会話したとは思う。だが、それだと佐々浦さんが本当はどう思ってるか分からないだろ？　今更あの人の負担にはなりたくなくてな」

　大人の人間関係は、子供のそれよりもややこしい気がする。ただそこにある出来事に面子メンツや気遣いが絡からみついて、気付けば複雑な代しろ物ものに仕上がっている。

「親しくない人間との方が遺恨は残りにくいし、仲良くなるってのは善し悪あしだな。勝負の世界だと割り切ってるつもりだが、それでも割り切れなかったりする」

「私は、割り切れる人間になりたいです。感情に振り回される自分に嫌気がさすというか」

「いくつになってもそうさ。感情に振り回されるからこそ、生きているとも言える」

　もっともらしい口調で芦田は小難しいことを言う。皿に置かれたクッキーを摘つまみ、希衣は口へ押し込んだ。芦田の作るクッキーは、千帆の作るものよりも固い。甘味はほとんどないが、何度も嚙み締めていると素材の風味が強く香る。

「俺は鶴見さんに割り切れとは言わないよ。ただ、ペアっていうのはあくまでレース上の話だってことは覚えておいた方がいい。鶴見さんは少し、ペアというものに固執し過ぎている気がするな」

「そんなことないと思いますけど」

　人さし指が勝手に動いて、カップの縁を軽く叩いた。芦田がその眼差しを和らげる。まるでなんてことのない世間話のように、彼は尋ねた。

「シングルで頑張ろうとは思わない？」

「昔は思ってましたけど、千帆と一緒にやっているうちに自分はシングルよりペアの方が向いているって気が付いて」

　どれだけ頑張っても、自分は一番にはなれない。だから希衣は、自分の特性を伸ばすことにしたのだ。勝てない分野で勝負をし続けるのは賢いやり方とは言えない。

　芦田が自身の顎を手の平で擦る。その目め尻じりに皺が寄った。

「それは本当に向いてるって言っていいのかねぇ」

「どういう意味ですか？」

「そのままの意味だよ。鶴見さんの選手としての欠点は、物分かりが良すぎるところだな」

「物分かりはどっちかって言うと悪いと思いますけど」

　いつだって、希衣はカヌーにしがみついてきた。千帆や恵梨香の隣に立つには、自分は力不足だって知っていたから。

　唇を結んだ希衣の前に置かれたカップに、芦田はコーヒーのお代わりを注いだ。黒い液体には、ミルクも砂糖も一切入っていなかった。

「圧倒的なフィジカルの前じゃ、小手先のテクニックは無駄だと思うことはないか？」

「それは……結局は生まれ持った才能が全てだってことが言いたいんですか」

「そうじゃなくて、子供の頃に鶴見さんが諦あきらめた道は、そもそも諦める必要があったのかって話さ。鶴見さんは、本当はどうしたいんだ？　この先も誰かの為のカヌーを続けるつもりなのか？」

「それは、」

「自分の能力に対して、鶴見さんは見切りをつけるのが早すぎる。他人に掛けるのと同じくらいの期待を、自分にも掛けてやったらどうだ」

　自分自身を信じる。それは、希衣にとって一番難しいことだ。いくら頑張ったって、自分は千帆には敵かなわない。その考えを、幼い頃から自分自身に刷り込んできた。だってそう思えば嫉しっ妬ともしないし、悔しくもならない。純粋な目で千帆を見て、素直に称賛を口にできる。嫌な奴にならずに済む。

　俯うつむいた希衣の鼻先を、コーヒーの香りが掠めた。口の中にじわりと苦みが込み上げてくる。実体のない苦みを唾つばと一緒に飲み込み、希衣はポニーテールの結び目をきつく縛り直した。

　膝に手を置き、胸を張って芦田を見る。

「芦田さんなら、私を凄い選手にできますか」

　その言葉に、芦田は口端を吊つり上げた。

「そりゃ、鶴見さんがどこまで俺を信じるかにかかってるな」

「信じますよ。今この瞬間、芦田さんは私の人生を変えたので。責任取ってください」

「おっと、安請け合いしない方が良かったかもな」

　おどけたように肩を竦めた芦田に、希衣はスンと鼻を鳴らす。未いまだ湯気の立っているコーヒーに口を付けると、想像通りの苦みが舌を襲った。




　芦田に個人レッスンの約束を取り付け、希衣は真っ直ぐに帰宅した。コーヒーを飲みすぎたせいか、胃の中が水っぽい。左手で腹部を擦りながら右手で玄関のドアノブに手を掛けたその時、ワンワンと元気の良い犬の鳴き声が聞こえた。鶴見家の飼い犬であるなすびのものだ。

「散歩帰り？」

　そう言いながら振り返った希衣の視界に真っ先に入ってきたのは、如い何かにも優等生然とした黒髪だった。墨汁で塗り潰つぶしたような黒はきっちりと一つに束ねられ、ワイシャツのボタンは一番上まで留められている。チェックのプリーツスカートの丈は膝より下で、三つ折りのホワイトソックスには見覚えのある中学校の校章が刻まれていた。

「…………ダレ？」

「ちょっと何その冗談、私じゃん私。お姉ちゃんの可愛い妹」

「私に可愛い妹はいないし」

「えー、なんでそんな意地悪言うワケー」

　唇を尖とがらせる妹の足元で、なすびがお行儀よく座っている。希衣は自身の後頭部を搔きながらしげしげと妹の姿を観察した。不良少女を気取る彼女は普段は髪をブリーチで脱色し、やたらと短いスカートを穿はいている。今朝までは確かに輝く金髪だったはずだが、この数時間で一体何が起こったのだろうか。

「私の黒髪ってどう？　似合う？」

「似合うか似合わないかを判断する前に、目がビックリしてる」

「あはは、可愛いっしょ。黒染めしたの」

「どういう風の吹き回し？　お母さんが言っても絶対聞かなかったくせに」

「だってさー、今の彼氏が清せい楚そ系が好きとか言うからー」

「あー、そういうこと」

　黒髪にしろと言ってきた家族の言葉は頑かたくなに無視していたというのに、恋人に言われたらこうもあっさりと意見を受け入れるのか。そのことにショックを受けている自分に驚く。妹が付き合っている男の言葉に弱いのは前から分かっていたはずなのに。

「新しい彼氏の為なら髪の毛も染めるんだね。ふーん」

　口調もつい僻ひがみっぽくなってしまう。姉の嫌味など意に介した様子もなく、妹は澄ました顔をしている。

「ま、髪色変えるなんて私的にはその程度のことだし」

「意外とポリシーないんだ？」

　挑発に、妹がニヤリと口角を上げた。

「何言ってんのお姉ちゃん。私が他人の言いなりになるわけないじゃん」

　彼女の手が、自身の黒髪をほどき、くしゃりと搔き上げる。重めのボブヘアの中から現れたのは、人工的なショッキングピンクだった。

　絶句する希衣を上目遣いで見上げ、妹が自慢げに言う。

「インナーカラー、綺麗っしょ？」

　無邪気に笑いながら、妹は希衣の手になすびのリードを押し付ける。反射的に握り締めると、草臥くたびれた紐の感触がダイレクトに手に伝わってきた。

「相手の意見に合わせるのと、自分の意見を曲げないのって、意外と両立できるもんだよね。ま、カヌー馬鹿のお姉ちゃんには分かんないかもだけど」

　希衣の身体からだを押しのけるようにして、彼女は玄関の扉を開ける。スニーカーを脱ぎ散らかしながら家の中へ入っていく妹の後ろ姿を眺めていると、なんだかどっと肩の力が抜けた。

　周りから愚かに見られても、彼女は彼女なりの美学に則のっとって生きている。馬鹿に思われるのを怖がるのは、もっと馬鹿なことなのかもしれない。

「お前もピンクに染めてみるかー」

　他た愛わいもない冗談を呟きながら、飼い犬の頭をくしゃくしゃと撫でてやる。言葉の意味も分からないままに、なすびは「ワン」と短く鳴いた。ブンブンと左右に揺れるしっぽが、何な故ぜだかおにぎりを振りかぶる舞奈の姿に重なった。
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　その日のカヌー部の空気は、朝からちょっとピリピリしていた。部室の床には五つの座ざ布ぶ団とんが等間隔で並んでいる。その上に座っているのは入口に向かって左から順に、希き衣え、千ち帆ほ、恵え梨り香か、蘭らん子こだ。残りの席はたった一つ、蘭子の隣だ。本当に自分が座って良いのだろうかと思いながら、舞まい奈なは恐々と右端に座った。

「……って、なんで堂々と座ってんのよ」

　希衣がこちらを睨にらみつける。その視線の鋭さに思わず肩を揺らした舞奈だったが、冷静に観察すると彼女が睨みを利きかせている相手は利と根ね蘭子だった。

　長い黒髪に指を滑らせ、蘭子はフッと口元を緩める。黒のスポーツウェアに身を包んだ彼女の姿は、映画に出てくる女スパイみたいだった。

「もー、朝からピリピリせんといてぇや」

「してない」

　希衣は即答したが、彼女が苛いらついているのは間違いない。蘭子がながとろにやって来たのは四日ぶりだ。前回からまだ一週間と経たっていない。

「言うとくけどなぁ、東京からここまで来るのに結構掛かってるんやで？　夏休みやなかったらこんななんべんも来れへんわ」

「利根さんが来たくて来てるんでしょ」

「鶴つる見みちゃんってばほんま冷たい。我々はカヌーを愛する同志やろ？　もうちょい優しくしてぇや。なぁ、恵梨香ちゃんもそう思うよな？」

「あ、その……」

　珍しく恵梨香が狼狽うろたえている。泳ぐ目が希衣を捉とらえ、次に蘭子を映す。

「蘭子さんにお会い出来るのは勿もち論ろん嬉うれしいんですけど、まだ心の準備が出来ていないというか」

「その準備はいつまで待ったら出来るん？　文部科学大臣杯の申し込み、明日には済ませなあかんのやけど」

　恵梨香がどちらを選ぶのか、その選択の締め切りが今日だった。希衣と蘭子の顔を交互に見比べ、舞奈はこっそりと息を吐き出す。恵梨香の緊張がこちらにまで移っていた。「どっこいしょ」と呟つぶやきながら、蘭子が立ち上がる。座ったまま見上げると、彼女の頭は随分と高い位置にあった。

「ま、とりあえず移動しようや。今日の午前練習、水上練習なんやろ？」

　親指を突き立て、蘭子は壁に立て掛けられたホワイトボードを指さす。ボードには一週間分の練習スケジュールが書かれていた。

　今日のメニューは午前中に『六十分間低強度（乗艇）』、午後からはウエイトトレーニングだった。

「蘭子さんも一緒に練習するんですか？」

　恵梨香の問いに、蘭子はあっさりと頷うなずいた。

「そりゃそうやろ、そのために今日は来てんから。顧問の先生にも許可取ってあるで」

「檜ひの原はらちゃんってばそうやって勝手に許可出しちゃうんだから」

　腰に手を当て、希衣が大仰に溜ため息いきを吐つく。千帆が口元に手を添え、くすくすと軽やかな笑みを零こぼした。

「いつも四人だから、五人だとなんだか新鮮な感じがするね。蘭子ちゃん、体操の号令お任せしていいかな？」

「よっしゃ、んじゃ皆の者、輪になって整列！」

　蘭子の指示に、他の部員達も立ち上がる。ながとろ高校の普段の練習でも乗艇前にストレッチを行うが、蛇じゃ崩くずれ学園ではどのような準備運動を行っているのだろう。期待に満ちた目で蘭子を見つめていると、彼女の口から流れたのは聞き覚えのあるフレーズだった。

「それでは、ラジオ体操第一ぃ！」

　元気いっぱいに上半身を動かし始めた蘭子に合わせて、舞奈も同じ動きを繰り返す。腕を高く上げ、背筋を伸ばす。小学生の頃、毎日やっていた体操だ。

　正直、オリンピック候補になるような人はもっと特別なことをやっていると思っていた。勝手に親近感を覚えた舞奈から少し離れた所では、希衣が険しい表情で蘭子の指先を睨みつけていた。




　体操を終えた後、部員達はすぐに河川敷へと移動した。

「舞奈ちゃん、端っこ持って」

「はい！」

　千帆の指示に従い、舞奈はペア艇をラックから取り出す。今日も舞奈は千帆と共に二人乗りの練習だ。新人大会まで一か月余り。まずはレースで完漕できるようになりたい。

「焦あせらなくても、舞奈ちゃんはちょっとずつ上達してるよ。落ちる回数も減って来たし。速さを伸ばすことも大事だけど、まずは正しいフォームを身に着けることを意識しようね」

「どうやったら速くなれるんですかね」

「一番は体力作りかな。『カヌーは技術二割、身体からだ八割』なんて言う人がいるくらい身体作りが大事なスポーツだから。心配しなくても、冬になったら肉体改造期間に入って嫌でも鍛えられるよ」

「なんで冬なんですか？」

「寒いと川が凍る可能性もあるし、水上練習の回数が減るの。だから陸トレがメインになるんだよ。それで冬明けに伸びる選手も多いの」

「千帆先輩は筋トレ好きです？　私、あんまり得意じゃなくて」

　舞奈はあまりウエイトトレーニングが好きじゃない。中学時代に入っていた水泳部の頃からそうだった。泳ぐのは好きなのだが、タイムを縮める為ためにやるあれやこれやが苦手なのだ。ずっと楽しいことだけやっていたい、なんて言ったら希衣に怒られてしまうだろうけれど。

　カヌー艇の縁を左手で摑つかみ、千帆は右手の人さし指を自身の口元に押し当てた。「これは秘密だけどね」と彼女は悪いた戯ずらっぽく笑う。

「私もあんまり好きじゃないよ。辛つらいことを我慢するのが苦手なの」

「おお、仲間ですね」

「でも、上に行こうと思ったらそんなんじゃダメなんだけどね」

　苦笑する千帆が告げる『上』とは、一体どこを意味しているのだろう。中学時代の舞奈にとって、全国大会というステージはとんでもなく『上』にあるものだった。県大会で入賞することだって『上』だ。しかし高校生になって、その感覚が少し狂い出しつつある。自分は何も成していないのに、活躍する恵梨香たちを見て自分まで凄すごくなったように錯覚してしまいそうになる。

　ずっと上を目指し続けることは、きっと途方もなく大変なことだ。努力することは大好きだけれど、だからといって舞奈は自分が恵梨香や蘭子のようになれるとは思わないし、そもそもなりたいとも思わない。

「あの三人、どうなるんでしょうか」

　艇庫を出て、舞奈と千帆は川に向かって歩き出す。自分たちから離れた場所にいる恵梨香、蘭子、希衣の三人はその場で顔を突き合わせ、何やら話し合っている。怖い内容じゃないといいなぁ、と舞奈は雑草を踏みつけながら思う。

「舞奈ちゃんはどう思う？」

「んー。恵梨香と希衣先輩が仲良くしてくれたらそれが一番良いと思います」

「私もそう思うけどね」

　千帆の指先に力が込められる。前を向く彼女の表情は、舞奈には分からない。

「きっと、恵梨香ちゃんは蘭子ちゃんを選ぶよ」

　聞こえた声は、確信を抱いている人間のそれだった。頭上から降り注ぐ日光の眩まぶしさに、舞奈は軽く目を眇すがめた。

　カヌー艇の水色の表面には、日差しの白が映り込んでいる。張り付けられているシールの数は、これまでこの艇が何度も検艇をクリアした証あかしだった。

「どうしてそう思うんですか？」

「分かっちゃうから。乗ったら、全部分かっちゃう」

　千帆はそう言って、浮うき桟さん橋ばしの先端に艇を下ろした。水面に浮かぶカヌーの定員は二人きり。一つの舟に、三人は乗れない。

「分かるって、何を分かるんです？」

「説明するのは難しいんだけどね、今の恵梨香ちゃんには魔法がかかってる」

「魔法ですか？」

「そう。初めての高校、初めての部活、初めての先輩、初めての大会。そして、初めてのペア。何もかもが新鮮で、価値のあるものに感じる」

　パドルで艇を押さえ、千帆が先に乗艇する。千帆は前の席へ、舞奈は後ろの席へ。これが二人の定位置だ。脱いだ靴は、浮桟橋の上に並べて置いた。

　浮桟橋の端を千帆が押すと、艇と岸の距離は離れる。水泳のタッチターンみたいだ。力を込める程、離れる勢いは強くなる。

「でも、一度でも蘭子ちゃんと乗ったら、恵梨香ちゃんにかかった魔法は解けちゃう。いや、今のはちょっと違うかも。もっとちゃんと言うと……蘭子ちゃんの手によって新しい魔法がかけられる、っていうのが正確かな」

「それって悪いことなんですか？」

「全然。むしろ良いことかもしれない。恵梨香ちゃんにとってはね」

　じゃあ、希衣にとっては悪いことなのだろうか。ぼんやりと浮かんだ疑問を口にするのは躊躇ためらわれた。唇を軽く嚙かみ、舞奈は後ろを振り返る。ペア艇を持った蘭子と希衣が何やら口論しているのが見える。彼女たちはしばらく言い争いを続けていたが、やがて観念したように希衣が軽く手を挙げた。流れるような動きで行われた、恵梨香の背を押すようなジェスチャー。それだけで、何が起こったかはすぐに分かった。

「希衣先輩、二人が乗るのを許したみたいです」

「だろうね。あの子だって本当は分かってるから」

　コックピットの前に蘭子が、後ろに恵梨香が乗り込むのが見える。何を話しているのか、蘭子が可お笑かしそうにパドルの先端で水面を叩たたく。飛び散る水滴が、砕けたガラス細工みたいに脆もろく光っていた。

　軽くパドルを回し、蘭子が後ろを振り返って何かを告げる。恵梨香はコクリと首を縦に振り、膝ひざの上に置いていたパドルを構えた。

「三、二、一、ＧＯ！」

　離れていても、蘭子の掛け声だけは明めい瞭りょうに聞き取れた。言い終えた瞬間、二人のカヌー艇から猛烈な飛沫しぶきが上がる。千帆と舞奈はパドルを動かす手を止め、ただ二人を見ていた。彼女たちは速かった、それはもう恐ろしいくらいに。

　がたがたと左右に激しく揺れるカヌー艇。二人の身体は好き放題に動き、どうして艇が傾かないのか不思議なくらいだった。その癖、たった一搔かきで信じられないくらいのスピードで前へと進む。

　二人が漕こぎ進めている間、舞奈は瞬まばたきをしなかった。厳密に言うと、出来なかった。一瞬でも視界を塞ふさいだら何か大事なことを見落としてしまうかもしれない。あの二人のペアにはそうした危うさと、それをも搔き消してしまうほどの躍動感が存在した。ダイナミックに動かされる両腕、激しく上がる水飛沫。荒削りであることは間違いない、だが、洗練されていなくとも二人は速い。

　速さは力だ。速い者同士が組んだら、ちまちまとした技術論なんて一瞬で吹き飛んでしまう。

「天才だねぇ」

　千帆の口から感嘆の声が漏れる。それが本心であることは疑いようがなかった。二人の背中を目で追っていると、不意にその背が左側に傾いた。

「あ、」

　咄とっ嗟さに舞奈が声に出した時には、カヌー艇は盛大にひっくり返っていた。漕ぎ方の派手な二人は、落ち方も派手だった。

　パドルを左手に摑んだまま、蘭子が右腕でカヌー艇にしがみつく。その隣で、恵梨香が同じようにカヌー艇に腕を伸ばしていた。二人は顔を見合わせ、それから大きな笑い声を上げた。ポップコーンが弾はじけたみたいな、どこまでも軽やかな笑いだった。




　カヌー部が落水した際に使うシャワーブースは、プールのすぐそばにある。男女でエリアが分かれていて、カヌー部以外の運動部員達もよく使う。本来は水泳部の為に作られたものらしいが、現在、ながとろ高校水泳部は活動休止中だった。

「今出ました」

　濡ぬれた髪をタオルでぐしゃぐしゃにかき混ぜながら、恵梨香がシャワーブースから出てくる。彼女が落水したところを見るのは、初めて希衣と乗った時以来だ。恵梨香を出迎えた千帆は、彼女にほうじ茶の入った紙コップを差し出した。ステンレス製の水筒に入れて持ってきたものだ。

「ありがとうございます」

　恵梨香は軽く頭を下げ、コップを受け取る。舞奈はちらりと稼か働どう中のシャワーブースを見た。蘭子はまだシャワーの最中のようだった。

　陸へと上がった千帆と舞奈とは違い、希衣はシングル艇で未いまだ水上練習を行っている。二人が落水したことは見えただろうに、彼女は普段通りに練習を続行することに決めたようだった。

　ほうじ茶を飲み、恵梨香はほうと息を吐いた。長い睫まつ毛げが上下するのを、舞奈は見上げる。恵梨香の目は確かに千帆と舞奈を映しているはずなのに、その焦点は定まっていない。お酒を飲んだ時のお姉ちゃんみたいだ、と舞奈は密ひそかに思う。本人はしっかりしているつもりなのに、どこか浮足立っている。

「蘭子ちゃんとはどうだった？」

　千帆が尋ねる。恵梨香は目線を動かさないまま、唇だけを微かすかに開いた。

「その、なんというか、凄く……」

　不自然に消えた語尾に、千帆が「凄く？」と優しく続きを促す。微かに頰を赤く染め、恵梨香はうっとりと呟く。

「凄く、気持ち良かったです」

　その瞬間、舞奈は悟った。蘭子は恵梨香に、魔法をかけることに成功したのだ。たった一度の乗艇で。

「何が凄かったの？」

　尋ねる千帆の声は柔らかく、耳に心地が良い。なんでも受け入れてくれると感じさせるから、皆、千帆相手だとつい口を滑らせる。

「言葉にするのは難しいんですけど、ストレスがなかったんです。一搔きでこんなに進むんだって、ただただビックリして」

「落水するぐらい揺れてたけど、それでもストレスがなかったんだ？」

「なんというか、手加減が必要なかったというか、自分の全力が出せるというか」

　惚ほうけた顔のまま、恵梨香は何度も左手の指先を右手で引っ張っていた。無意識の手て遊すさびなのだろう。中指に出来たペンだこがやけに目立っている。

「……鶴見先輩と乗ってる時って、自分が一・五倍になる感覚なんです。だけど、蘭子さんはそうじゃなくて、一倍たす一倍って感じで。自分の目の前に、ものすごいエネルギーがあるというか」

「あぁ、確かに希衣はサポートタイプだしね」

　千帆の言葉に、舞奈も頷く。希衣と二人でカヌーに乗った時は、まるで自分一人で漕いでいるみたいだった。一搔きするごとに舟が面白いくらいに進んで、これがペアなんだって思った。こうやって千帆を支えるんだと希衣が見本を示してくれたように感じた。

　なのに恵梨香は、希衣とは正反対のカヌーに惹ひかれている。それがどうしようもないことだと分かっていても、舞奈は希衣の肩を持ちたくなった。希衣と一緒にやるカヌーだって気持ち良いよ、と大声で言いたくなる。希衣だって凄い先輩だぞ、と。

「文部科学大臣杯、恵梨香ちゃんはどうしたい？」

　水筒を抱きしめたまま、千帆が軽く頭を傾かしげた。恵梨香が後ろめたそうに目を伏せる。濡れた黒髪が、その頰に絡からみついていた。

「もしも鶴見先輩が許してくれるなら、その……蘭子さんと、大会に出てみたいです」

「そっか」

　恵梨香から紙コップを受け取り、千帆は手の中でくしゃりと潰つぶした。小さくなった残ざん骸がいを、彼女はパーカーのポケットに放り込む。

「私は応援するよ、恵梨香ちゃんの選択を」

「いいんですか？」

　口を挟まずにいようと思っていたはずなのに、気付けば声を出していた。千帆が肩を竦すくめ、水筒を持っていない方の手を舞奈の頭に軽く載せる。

「こういう選択をしなきゃいけない時がこれから先きっと何度もある。情も大事だけど、それよりももっと優先すべきことがあるよ」

「優先すべきこと？」

　恵梨香が目を瞬またたかせる。

「チャンスだよ。蘭子ちゃんの存在は、恵梨香ちゃんの良い指針になる。ああいう凄い選手との縁は大事にした方がいい」

「別に、そういう理由で蘭子さんと乗りたいわけじゃないですけど」

「分かっているよ。恵梨香ちゃんは本気でそう考えてる、今はね」

　最後に付け加えられた言葉に、恵梨香は軽く顔をしかめた。

「なんだか天てん神じん先輩は私がこの先どう考えるか分かってるみたいですね」

「今の恵梨香ちゃんは少し、昔の私に似てるから。あ、でも、蘭子ちゃんと漕ぐことに決めたって、きちんと希衣に話さないとダメだよ」

「天神先輩から報告してくれたりは──」

「ダメ。希衣は怒らないし、分かってくれる。だから、ちゃんと希衣に恵梨香ちゃんの口で伝えて。それが筋を通すってことだから」

　舞奈の頭の上で、千帆の指が軽く髪を搔き回す。

「今日、練習が終わったら二人で話しなよ。私と舞奈ちゃんはお店にご飯でも食べに行こうか。新人大会の為の、作戦会議。舞奈ちゃん、お蕎そ麦ば好き？」

「大好きです！」

「じゃあ、食べに行こう。寄より居いに好きなお店があるんだ」

　くしゃくしゃ、と軽く髪を搔き混ぜられる感触。優しく動いていた千帆の手が、舞奈の頭から離れていく。

　その時、ドスドスと踵かかとを打ち付けるような足音が聞こえた。顔を上げると、シャワーブースから出た蘭子がこちらに向かって歩み寄って来るところだった。

　風ふ呂ろ上あがりの母親みたいに、蘭子は長い黒髪をバスタオルでまとめていた。着替えた洋服はどれも恵梨香から借りたものだ。蘭子の手足に合うサイズの服を用意するとなると、自然とそうなった。

「なぁ、ここのシャワー水圧すごない？　思わず『ショーシャンクの空に』ごっこしてもうたで」

「ショーシャン……なんですか？」

「え、噓うそ。自分ら見たことないん？　映画のタイトルやん」

　蘭子は信じられないという口振りだが、聞いたこともないタイトルだ。そもそも、舞奈は映画をあまり見ない。二時間ずっとじっとしているのが退屈だからだ。

「蘭子さん、映画お好きなんですか」

「好きか嫌いかで言うたら、大好きやな！　ほら、飛行機移動の時とか暇やん？　そういう時によう見る。特に洋画がええな、日本の映画はシリアスシーンの時にぼそぼそ喋しゃべるやん？　あれが苦手やねん。台詞せりふが聞き取れへんことあるし。字幕やったらそういう心配いらんやん」

「そういえば、蘭子さんって英語喋れるんですか？　海外の大会に参加する機会も多いと思いますけど」

「日常会話程度やな。難しいのは無理やぁ。東京語すら使いこなせへんのに」

　ケラケラと笑う蘭子の傍らで、「東京語？」と恵梨香が真ま面じ目めな顔で首を傾げている。「冗談だと思うよ」と言ってやるべきか舞奈は悩み、結局スルーすることにした。

「蘭子ちゃん、ほうじ茶いる？」

　返事を聞く前に千帆は新しい紙コップを取り出し、水筒の中身を注いでいた。突然差し出された紙コップを、蘭子は躊躇うことなく受け取る。

「ん、ありがと。千帆ちゃんは練習せえへんの？」

「ここで恵梨香ちゃん達を待ってたの。面倒を見るのも先輩の務めだからね」

「ふーん、鶴見ちゃんは？」

「あの子はシングルの練習してる。六十分間漕」

「次の大会に向けて？　ながとろでインハイのシングルに出るの、恵梨香ちゃんだけやんな、確か」

「そうだよ、県予選で一位じゃないとインハイには出られないしね」

「千帆ちゃんはどうするん？　文部科学大臣杯。シングルで出る？　去年はペアしか出てへんかったよな？」

　蘭子は紙コップの縁だけを持ち、一気に中身を飲み干した。空になった紙コップを、彼女はズボンのポケットに突っ込む。

　グラウンドの方角からは、夏の空気に薄められた野球部の掛け声が聞こえていた。

「どうしようか、考え中」

「そもそも、今年のペアは誰と出るん？　そこのちびっ子はタイム制限で出られへんやろ？」

　ちびっ子というのは、もしかしなくても舞奈のことだろう。女子高生の平均身長をちょっと下回るくらいだけどなぁ、と舞奈は軽く踵を持ち上げる。背伸びをしても、恵梨香や蘭子の目線には全く届きそうにない。

「それも考え中」

「ええやん、鶴見ちゃんと組めば。懐なつかしコンビ復活で。恵梨香ちゃんとはうちが組むからさ」

　当然の如ごとくそう言い、蘭子は恵梨香の肩に腕を回す。恵梨香は戸惑うように眉まゆ尻じりを下げたが、それでもその腕を押しのけることはしなかった。間近にある顔を見据え、恵梨香が口を開く。

「蘭子さん」

「ん？」

「私、文部科学大臣杯のペアは蘭子さんと参加したいです」

　待ち望んでいた返事だろうに、蘭子の表情は大して変わらなかった。薄ら笑いを張り付けたまま、彼女は双そう眸ぼうを微かに細めた。その唇が、美しく弧を描く。

「やろうな」

　あっさりとそう言ってのけ、蘭子は肩に回していた腕を外す。そのまま、蘭子の手が恵梨香の背を軽く叩いた。

「ペアの申し込みはウチの学校でやっておく。そっちの都合もあるやろうし、練習はインターハイ後でええよ。東京に来てくれてもいいし、うちが埼玉に来てもいい。その辺はまた今度、日程が近付いたら決めよう」

「あ、はい」

「最初に言うとく。うち、釣った魚には餌えさをやらんタイプやから。後は勝手に食いついてきてな」

　バスタオルを剝はぎ取り、ニカッと白い歯を見せて蘭子が笑う。意図的に作られた、明るい笑顔だった。

　なんて傲ごう慢まんな人だろう。舞奈はそう思ったが、一方でそれを自然に受け入れている自分もいた。振り回されることに心地よさを覚えるのは、蘭子のカリスマ性の為なせる業だろうか。わがままなのに嫌じゃない。怖いのに近付いてみたい。

「じゃ、目的は達成されたからうちは帰るわ。次に会うのはインハイやな。ながとろズも応援に来るん？」

「行くつもりだよ。希衣と恵梨香ちゃんを応援しないと」

「じゃ、ついでにうちのことも応援しといて。千帆ちゃんに応援されたら百人力やわ」

　見え透いたお世辞に、千帆は曖あい昧まいに笑うだけだった。反応に困っているようにも、わざとそれ以外の表情を見せないようにしているようにも見える。

「じゃ、バスタオルは返しておくな。洋服は今度でいい？　じゃないとうち、裸で帰る羽目になるからさ」

「勿論、大丈夫です」

「そりゃおおきに」

　雑に折りたたんだタオルを恵梨香の手の上に乗せ、蘭子は大きく伸びをした。彼女が腕を伸ばすと、その長さがよく分かる。

「あ、忘れてたけど鶴見ちゃんにもよろしく伝えて」

「もう少しゆっくりしても良いと思いますけど」

「何言うてんの、時間は有限やねんで。目的もないのにちんたら過ごせるわけないやん。それに午後から外部のコーチが来るから、さっさと蛇崩に戻らんと」

「もしかして蘭子ちゃん、恵梨香ちゃんをすぐ説得できるって思ってた？」

「んなもん、当たり前やろ。こういうのは一度乗っちゃえば全部分かるもんやから」

　聞き覚えのある台詞に、舞奈は千帆の横顔を一いち瞥べつする。束ねた髪の毛先を手でほぐしながら、「そうだね」と千帆は静かに頷いた。

「んじゃ、インハイで」

　ひらりと手を振り、蘭子は一切の躊躇いを見せずに舞奈達に背を向けた。いくら遠ざかろうとも、舞奈がその背を小さいと感じることはなかった。




　トレーニングルームの窓に掛かるカーテンは、丈が少しだけ短い。空の一番高いところにいた太陽が僅わずかに傾き、夏の気配を纏まとう強い日差しが部屋の一部分だけを照らしている。明確な境界線を作る光に、舞奈はそっと手を伸ばす。光は温かいけれど、そればかり浴びていると夜の静けさが恋しくなる。

「残り十回です」

　恵梨香の声に、希衣が苦しそうに歯を食いしばる。彼女が行っているのはフリーウエイトと呼ばれるトレーニングで、ダンベルやバーベルを使って筋肉に負荷を掛けることを目的とする。千帆が手で希衣の身体を押さえているのは、狙ねらった箇所以外の余計な筋肉が動くのを防ぐためだ。

　恵梨香と希衣の筋トレや水上練習は、普段の練習メニューより負荷を下げている。本番に疲労を残さないためだ。

　黙々とトレーニングを続ける希衣を横目で観察しながら、舞奈は自身の記録帳を意味もなく捲めくってみる。芦あし田だに言われて毎日付けるようになった記録帳には、体重や体脂肪、基礎体温、ウエイトなどのトレーニング内容、日々のタイムなんかが書かれている。

　舞奈にとって、部活とは学校生活の延長にあるものだ。一番似ているものを考えると、エビフライのしっぽかもしれない。本体は皆食べるけれど、しっぽは食べる人と食べない人に分かれる。しっぽだけ異様に好きな人もいれば、しっぽを嫌いな人もいる。

　母親は、エビフライのしっぽが嫌いだった。母親がエビフライを家で作る時は、喉のどに刺さらないようにあらかじめしっぽを切り落としていた。父親がエビフライを作る時は、見み栄ばえが良いからとしっぽを残して揚げていた。

　二人の離婚の原因は父親が家庭を顧みなかったことだと舞奈は思っているのだけれど、本当はそうしたズレが積み重なった結果と言う他ないのかもしれない。他人と他人が家族になるって、とても難しいことだ。離婚は結婚の失敗だと思う人もいるかもしれないけれど、子供である舞奈の立場から言わせてもらうとそれは違う。離婚は、単なる状態の変化だ。氷が液体になったり気体になったりするように、家族という人間関係が別の形になっただけ。

「鶴見先輩、今日、この後空いていますか」

　バーベルを置いて深呼吸を繰り返す希衣に、恵梨香が淡々とした口調で尋ねた。蘭子が去った後も、希衣は川から上がって来なかった。千帆と舞奈はいつものようにペアの練習を行い、恵梨香は別の艇を出してシングルの練習に移った。お昼休みとなり昼食を摂とっている時も、恵梨香と希衣の間に会話はなかった。

「この後って？」

　台から身を起こし、希衣は煩わずらわしそうに髪を束ねるゴムを抜き取った。真まっ直すぐな黒髪が彼女の肩に広がる。それを手で無理やりにまとめ上げ、希衣はもう一度完かん璧ぺきなポニーテールを作る。

「練習終わったら、です。話があって」

「何の件？」

「文部科学大臣杯の件です」

「ふうん」

　タオルに顔を擦こすりつけ、希衣は汗を拭ぬぐう。恵梨香が緊張しているのは明らかだったが、希衣の内心までは舞奈には読み取れなかった。怒ってはいないと思う。だけど、機嫌が良いようには思えない。

　嫌だなぁ、と舞奈は漠然と思う。四人で過ごす時間に居心地の良さを見み出いだしていたから、それが変わってしまうことに心のどこかで引っ掛かりを覚えている。でもきっと、これから先四人の人間関係が変わったって、未来の自分はそれにすぐ順応してしまうだろう。自分のことなら大体分かる。両親が離婚した時もそうだった。

　舞奈は、『今』を楽しむことが得意だ。

「千帆先輩、エルゴのフォーム見てもらってもいいですか？」

「勿論いいよ」

　舞奈が呼び掛けると、千帆がいつも通りの笑みを浮かべてこちらに寄って来る。彼女が持っているファイルにも、日々の蓄積が記録されている。

　恵梨香と希衣には聞こえないように、舞奈は声量を極限まで落とす。

「あの、希衣先輩たち大丈夫そうですか？」

「心配しなくても大丈夫」

　そう千帆がキッパリと言い切ったことを、舞奈は意外に思った。彼女が何かを断言することは珍しいから。

「千帆先輩は色んなことが分かってるんですね」

「まぁ、希衣とは長い付き合いだからね」

　ふふ、と千帆が笑みを零す。いくら凝視しても崩れない千帆の笑顔に、舞奈もようやく強こわ張ばっていた頰を緩めた。




　その日の練習終わり、千帆が連れて来てくれた店は寄居にある蕎麦屋だった。外観は古民家だが、内装は新築みたいにピカピカだ。木製のテーブルが等間隔に並び、少し離れた席では地元の主婦らしき人達が世間話に花を咲かせていた。

「私、ここに来たら何を頼むか決めてるの」

　舞奈がメニューに手を伸ばす前に、千帆は言った。テーブルの上で手を組み、彼女は穏やかな眼まな差ざしをこちらに注いでいる。

「何を頼むんです？」

「大根のみぞれ蕎麦、天ぷらトッピング」

「あったかいやつです？」

「そうそう。夏でも冬でも、汁が熱い方が好き」

「じゃあ、私もそれにします」

「分かった、注文しちゃうね」

　千帆は手慣れた様子で店員を呼び、二人分の注文を伝えた。その間、舞奈はきょろきょろと店内を観察する。温かみのある色合いで統一された内装は、蕎麦屋というよりカフェみたいだった。二百五十円を払うと、デザートにクルミプリンがつけられるらしい。ドリンクメニューも豊富で、ホットアップルサイダーだとかキウイフルーツビネガーだとか、内容の想像できないカタカナの名前が並んでいた。

「よく来るんですか？」

「希衣とね。二人で喋りたい時は大体ココ」

　所謂いわゆる行きつけの店というやつだろうか。大人っぽくてカッコいい。

「舞奈ちゃん、今日の練習ちょっと変だったね」

「エッ！」

　思わぬ指摘に意味もなく両手を振ってしまった。慌あわてふためく舞奈に、千帆が口元に手を当て可笑しそうに笑った。

「いや、分かりやすかったから。空気が悪くなるの苦手だよね、舞奈ちゃん」

「それは……あんまり好きじゃないです。だって皆が仲良い方がいいじゃないですか」

「私もそう思うけど、今日の希衣のアレは怒ってるとかじゃないから」

「でもピリピリしてましたよ？」

「どういう顔していいか分からないっていうのが正解かなぁ。ほら、アレに近いかも。自分の誕生日のサプライズに先に勘付いちゃった、みたいな。知らないフリした方がいいけど、ちょっと違和感が漏れちゃってるって感じ」

「そんな感じでしたかねぇ」

「まぁ、誕生日みたいなハッピーな内容じゃないからそこはね。今頃二人で話し合っているだろうし、きっと明日にはいつも通りだよ」

「いつも通りですか？　それはちょっと、嫌ですね」

「嫌？」

　意外そうに、千帆がぱちりと瞬きする。備え付けのナプキンで手を拭い、舞奈はついでとばかりに自身の中指を包む。行動に意味なんてない。ただの手て遊すさびだ。

「だって私、希衣先輩と恵梨香のペアを応援してたんですもん。二人が普通の顔をしてたら嫌だし、希衣先輩にも恵梨香にも寂しがって欲しいです。それでまた二人には、一緒に乗って欲しいです」

「一緒には乗ると思うよ。来年のインハイも、二人はきっと一緒に出る」

　そう語る彼女の口調は、サンタクロースにお願いする子供みたいで、どこか現実味がない。木製の床を靴底で軽く擦り、舞奈は相手の顔を覗のぞき込むように身を乗り出した。

「千帆先輩は希衣先輩とまた乗りたいって思わないんですか？」

「え、どうして？」

「だって、文部科学大臣杯って誰とでも関係なくペアを組めるんですよね？　じゃあ、恵梨香が蘭子先輩と組んでる間は、希衣先輩と乗っちゃえばいいんじゃないかなって思って」

「簡単に言ってくれるね」

「私、変なこと言ってます？」

「変ではないよ。素直に考えるとそうだよね」

　店員が蕎麦を運んできたのを合図に、千帆はそこで一度会話を区切った。陶器の鉢はどこか不格好で、工場で大量生産されたものではなさそうだった。大きな鉢の横に置かれた小皿には、舞まい茸たけの天ぷらが盛られている。蕎麦の上に載せても良いが、そのまま食べても美お味いしそうだ。

「いただきます」

　合掌する千帆に合わせ、舞奈も手を合わせる。食事を口に運ぶより先に、千帆はテーブルに備え付けられた七味を蕎麦へ振りかけていた。

「先輩、辛いの好きなんですか？　そういうイメージなかったです」

「たまには刺激が欲しくなるの。舞奈ちゃんもいる？」

「私はそのままで大丈夫です」

　舞茸は厚みがあり、奥歯で嚙むとじゅっと濃縮された旨うま味みが溢あふれた。

「美味しいー」

　思わず声を漏らすと、千帆は満足そうに目を細める。

「そうでしょ。ここの料理、全部美味しいんだ」

「出だ汁しがきいてますね」

「アレも美味しいよ、里芋の煮物のから揚げ」

「今度頼んでみます」

「オススメだよ。希衣はざる蕎麦が好きなんだけどね」

「冷たいお蕎麦も美味しそうですね」

「大事な話をする時は美味しいものを食べながらがいいよね。食べ物って、人を幸せにしてくれる」

「千帆先輩がお菓子を作ってくれるのはそういう理由ですか」

「それもあるよ。喜ばれるの、嬉しいし」

　千帆は鼻から息を吐いた。山のように積まれた大根おろしを箸はしで崩し、汁へと完全につける。少し水っぽかった白の塊が、透明なスープの中でほどけていく。

「私ね、高校卒業したら製菓の専門学校に行こうと思ってるんだ」

　淡々と紡つむがれた言葉に、舞奈の手が一瞬止まる。ぎこちなさを感じさせないように、舞奈はわざと音を立ててレンゲからスープを飲む。

「先輩、お菓子作りが好きですもんね」

「それもあるけど、やっぱり天神堂を継がないといけないし。私が継がなかったら海う美みちゃんが継ぐの？　って話になっちゃうし、それはちょっとね」

　海美は千帆の従妹いとこで、来年ようやく小学生になる年齢だ。将来のビジョンを語るのはまだまだ先の話だろう。

「希衣は体育大学に進むつもりみたいだし、あの子と一緒にカヌーやれるのは多分高校までだって思ってるんだよね。あ、趣味ではカヌーを続けたいとは思ってるけど、今みたいにストイックにやるってことはなくなるだろうなぁ」

「それ、希衣先輩は知ってるんですか？」

「ん？　言ってないよ」

　汁を呑のみ込む舞奈の喉が、ゴクリと鳴った。千帆は平然とした態度で、ふうふうと湯気を吹き飛ばしている。

「来年になったら嫌でも話し合うだろうしね。あの子は本気でカヌーをやるつもりみたいだから。恵梨香ちゃんや蘭子ちゃんと比べたら、そりゃあ希衣はまだまだな選手かもしれないけど、大人になっても続けてたら希衣だっていい選手になると思うんだ」

「幼おさな馴な染じみとしての意見ですか？」

「というより、希望的観測」

　前回、蘭子が学校にやって来てから、希衣は少し変わった。元々几き帳ちょう面めんな性格だったのに、さらに細かく自分の練習記録をつけるようになった。カヌー部員達はスポーツウォッチを使って競技中の脈拍や心拍数などを測るのだが、その数値をより意識するようになった。後はこれが一番大きな変化だったのだが、練習後にしっかりと休息をとるようになった。それまでの希衣はいつも何かをやっているイメージがあったのだが、最近はそうしたよく分からないけど忙しそうだなぁという印象を持つことがない。

「希衣ね、芦田さんに個人レッスンをお願いしたんだって。で、その時に何か言われたみたいで、今は色々と改善中なんだって」

「何を言われたんでしょう？」

「そこまでは教えてくれなかったけど、芦田さんなら信用できると私も思ってる。なんせ、恵梨香ちゃんが懐なついてるくらいだもん」

「千帆先輩は個人レッスン頼まないんですか？」

「私は今の形で満足してるから。それに、どうせあと一年で辞めるのに、あんまり芦田さんの手を煩わせるのもどうかなぁって」

「遠慮してるんですか？」

「そういうわけじゃないけどね」

　蕎麦をつついていた千帆の手が止まる。

「ただ、私を優先してもらうのは申し訳ないとは思うよ。だって、私は希衣たちみたいに本気じゃない」

「そんな風に感じたことはないですよ。千帆先輩はいつも練習も真剣だと思いますし」

「ごめん、言い方が違ったね。手を抜いてるとかじゃなくて、上の大会に出て活躍したいとかそういう感情が薄いって言いたかったの。オリンピックに出たい、そのために頑張りたいって言えない。そこが私と希衣の一番の違いかな」

「じゃあ、千帆先輩が今カヌーをやっている理由って何なんですか？」

　レンゲで汁を掬すくい、呑み込む。熱い液体が食道を通って胃に落ちる。舞奈は温かい食べ物が好きだ。味み噌そ汁しるだって、お汁粉だって、なんだって熱々が良い。

　天ぷらの油が纏まとわりついて、笑う彼女の唇が光っている。

「楽しい以外の理由はないよ。私、カヌー部が好きなんだ。カヌー部で過ごす時間が好き」

「んんー、じゃあカヌー部でやりたいことってありますか？　一位になりたいとかそういうのじゃなくて、もっと別の、千帆先輩が本当にやりたいって思うことです」

「やりたいことは全部やれてるよ。カヌー部を作って、後輩ができて……」

　そこまで語り、千帆は一度口を噤つぐんだ。彼女が言葉の続きを探している間、舞奈は何度も舞茸を咀そ嚼しゃくする。

「そういえば、一個だけまだやれてないことがあったなって今思った」

「なんです？」

「フォア。高校でフォアをするのが密かな目標だったの」

「じゃあやりましょうよ！　四人で」

　興奮のあまり、気付けば手を打っていた。目を輝かせる舞奈とは対照的に、千帆は自じ嘲ちょう染みた表情で目を伏せる。

「どうかな。恵梨香ちゃんも希衣も忙しいから、私のワガママに付き合ってもらうのは」

「ワガママじゃないですし、私だってフォアやりたいです。私、ペアもシングルもフォアもやりたい。もっと言ったら、カナディアンもやりたいです。やれることは全部やりたいなって思います」

「欲張り過ぎじゃない？　大体、カナディアンは今の段階だとインハイじゃあ男子部門しかないよ。今度のオリンピック種目に追加されたから、女子部門も増えるかもしれないけど」

「部門がないって、そんなに重要なことですか？　ただやってみたいって思うのって変です？」

　関東大会に行った時、カナディアンフォアのレースを見て、舞奈はカッコいいと思った。難しいとか部門がないとか、そういうことはよく分からないし興味もない。舞奈の関心の対象は、カヌー大会ではなく、カヌーというスポーツそのものだ。

　千帆の鼻び腔こうから息が抜ける。笑いと吐息の中間のような音を漏らし、彼女は首を左右に振った。

「いや、変じゃないよ。舞奈ちゃんの意見は正しいね」

「ですよね。じゃあ、新人大会はフォアでも出ましょう。で、千帆先輩は文部科学大臣杯のペアに希衣先輩を誘う」

「それも決定なの？」

「だって千帆先輩、希衣先輩と一緒に乗るの、好きですよね？　──あ、すみません。デザートのクルミプリン追加してもらってもいいですか？」

　通路を通り過ぎようとしていた店員に声を掛ける。舞奈の言葉に、彼女は快い返事をしてくれた。姉と同じくらいの年齢に見えるが、地元の人間なのだろうか。「以上でお願いします」と会話を打ち切ろうとした舞奈の言葉を遮り、千帆が手を挙げる。

「すみません、私も同じものをつけてください」

　店員は伝票に追加で書き込みし、「かしこまりました」と言った。完璧なスマイルで。

「千帆先輩も甘いもの食べたくなりました？」

　去っていく店員の背中を一瞥し、舞奈は千帆へと向き合う。中身の少なくなった汁に天ぷらを浸し、千帆は衣だけを小さく齧かじった。

「甘いものというより、舞奈ちゃんと同じものを食べたくなったの」

「えへへ、照れます」

「舞奈ちゃんの真っ直ぐなところ、本当に偉いなって思う。私は色々と考え過ぎちゃうから。余計な見栄を張ったりね」

「千帆先輩と見栄って言葉が全然繫つながらないですけどね。対極な存在だと思います」

「そんなことないよ。希衣とは違う方向で私も見栄を張っちゃってる。良くないとも思うんだけど、ついね。素直になれない」

　剝がれた衣が、蕎麦の汁に落ちていく。剝むき出しになった中身を見て、千帆は呆あきれたように肩を竦めた。

「なくなっちゃった、周り」

「なくても美味しいですよ」

「そうかな」

「そうですよ」

　最後の一つだった天ぷらを口に運び、舞奈は大きく頷いて見せる。揚げ物は衣があった方が美味しいけれど、衣がなくなったからといって中身が不ま味ずくなるわけじゃない。

「私、揚げ物好きなんです」

「じゃ、今度は四人でエビフライが美味しいお店に行こうか。家の近所にあるお店なんだけどね、中華屋さんなのに看板メニューがエビフライなの」

「それは楽しみです」

　箸を置き、熱くなった頰を両手で挟む。千帆はエビフライのしっぽを食べるのだろうか。不意に湧わき上がる疑問を、舞奈は喉奥へと押しやる。わざわざ口に出して尋ねなくとも、近い未来に知ることになると信じていたから。




　寄居駅はとても便利で、秩ちち父ぶ鉄道、東武鉄道、ＪＲ東日本という三路線の接続駅となっている。舞奈の家の最寄り駅である波は久ぐ礼れ駅は秩父鉄道の駅の為、本来は電車一本で帰れるはずなのだが、実は一点だけ問題があった。自転車だ。

　舞奈と恵梨香はいつも家から学校まで自転車で通っている。雨の日は電車に乗ることにしているのだが、今日は生あい憎にく朝から快晴だった。つまり、自転車は学校に置いたままなのだ。

　長なが瀞とろ駅まで乗っていく千帆と別れ、舞奈は再び学校のある野の上がみ駅へと降り立つ。希衣と恵梨香はまだこの辺りにいるだろうか。ちょっとした期待に胸を弾ませていたが、学校までの道のりで舞奈が二人とすれ違うことはなかった。舞奈達と同じ様に、希衣達もまたどこかのお店に入ったのだろう。

「あ、舞奈！」

　キキーというブレーキ音が後方から近付いて来る。振り返ると、クラスメイトである渡わた辺なべ秋あき穂ほが自転車に跨またがったままこちらに手を振っていた。そういえば、彼女の家は学校から徒歩五分の位置にあるらしい。ブレーキが錆さび付いた自転車は、明らかにママチャリだった。

「秋穂じゃん、どうしたの？」

「友達の家に遊びに行った帰りなの。舞奈こそどうしたの、今から部活？」

「部活は終わったんだけど、自転車取りに行くところ。学校から電車移動だったから」

「へぇ、今日も大会？」

「まさか。今日は練習のあとで、ちょっとした休憩に行ったんだ。インハイまで二週間を切ってるし、結構バタバタしてるんだよね」

　へぇ、と相あい槌づちを打ちながら秋穂は自転車から降りた。ハンドルを手で押しながら、秋穂は舞奈の隣に並ぶ。

「インハイいつだっけ？」

「八月三日から六日まで」

「四日間もあるの？　そんなに時間掛かるんだ」

「２００ｍ競技と５００ｍ競技があるから、それで他の大会より時間掛かるんだって。恵梨香はどっちにも出るんだけどね」

　恵梨香の名前を出した途端、秋穂はしょんぼりと眉尻を下げた。分かりやすい表情の変化に、舞奈はつい苦笑を浮かべた。

「まだ気にしてるの？　恵梨香は気にしなくていいって言ってたのに」

　秋穂と恵梨香の間でトラブルと呼ぶには些さ細さいな衝突があったのは、関東大会の時のことだ。小学生時代から恵梨香と同じ学校に通っていた秋穂は中学時代の友人からメッセージを集め、応援のためにそれを恵梨香に手渡した。が、恵梨香がそれを快く思わず、その場では随分と気まずい空気が流れた。

　秋穂を唆そそのかしたのが自分だったこともあり、舞奈も居たたまれない思いをした。だが、最後には恵梨香も納得してくれて、秋穂からメッセージの書かれたハンカチを受け取った。「ありがとう」と告げる恵梨香の表情はかなりぎこちなかったけれど、それでも受け取ってくれたことに舞奈は大きな意味があると思った。

「恵梨香ちゃんが怒ったのはきっと私がミーハーというか、自分に都合よく振る舞おうとしたからだと思うの。だからね、まずはカヌーの勉強しようと思って！」

「え、偉い！」

「偉くないよ、全然。自分の好きでやってることだから」

　レンズの奥で、秋穂の双眸が薄く細められた。眼鏡の細いフレームが、渡辺秋穂という人間の印象を優等生っぽく仕上げていた。

「どうやって勉強してるの？」

「色々。カヌー選手のインスタをフォローしたり、ユーチューブで試合の映像見たり。カナディアンとカヤックの違いも、もう舞奈に教えられなくても見分けつくよ」

「ほほー。ちなみに、二つの違いは？」

「片膝を立てて片側だけで漕いでるのがカナディアン、完全に座って両側で漕ぐのがカヤックでしょ？」

「完璧だね！　本当はパドルの形の違いで見分けるらしいけど、観客からだとパドルなんて区別つかないしね」

「大おお森もり姉妹っていうカヌー選手がやってるユーチューブチャンネルがあってね、それで解説してたの見たの。すっごく分かりやすくて」

「ん？　大森姉妹？」

　聞き覚えのある名前だ。舞奈の反応をどう思ったのか、「この人たちだよ」と秋穂がスマートフォンの画面をこちらに向けて来た。

『前髪の分け目が右、イメージカラーがグリーンなのが姉の楓かえで』

『前髪の分け目が左、イメージカラーがピンクなのが妹の桜さくら』

『そして、今ここにいない二つ上のお姉ちゃんが大森椿つばき。三人揃そろって大森姉妹！』

　流れる映像は間違いなく、千葉県小お見み山やま高校の大森姉妹のものだった。動画タイトルは『必見！　大森姉妹自己紹介』と書かれている。

　他の動画タイトルを見ると、『スラロームとスプリントの違いって？』『オリンピックってどうやって出るの？』『日本代表選手に会ってみた！』などというカヌー競技に関する内容から、『二人でファッション対決！』『女子必見！　とっておきプロテインランキング』なんてバラエティ色の強いものまである。後者の方が動画再生数は五倍近く多かった。

「この二人のお姉さんの大森椿って人、強化選手なんだって。今は東京の大学に通ってるらしくて、二年後のオリンピックに出場したいって言ってる。目標としている人は利根蘭子さんです、だって。年下の人にちゃんと敬意を払える人って凄いよねぇ。私なら嫉しっ妬としちゃう」

　秋穂がしみじみと呟く。彼女はスマホを切り、鞄かばんのポケットへと差し込むようにしてしまった。

「そういえば秋穂って何かスポーツしてたんだっけ？」

「競うようなスポーツはしてないけど、登山は好きだよ。社会人登山サークルに入ってて、たまに富士山とか登りに行くの。学校では農園部だけどね」

「千帆先輩と同じ部活なんだよね」

「そうそう。あ、そういえば千帆先輩から聞いたよ？　舞奈、新人大会は千帆先輩と二人でペア組むんでしょ？」

「えへ、そうなんだ。今は練習中」

「じゃ、今度は舞奈と千帆先輩の応援に行くよ。新人大会はいつなの？」

「八月二十六日」

「まだまだ先じゃん」

「そんなことないよ。本番で千帆先輩を落水させたくないから、それまでに横に人がいても落水しないようにしたくて。特に、恵梨香が横で漕いでると傾きやすいの」

「なんで？」

「作る波の大きさが凄いから。隣で漕がれるとまだまだダメなんだ」

「へぇ、そういうのもあるんだね。やっぱ動画を見るだけじゃ全部は分かんないか」

「あ、秋穂も興味あるならカヌー部に入る？」

　これは妙案だと思ったのに、秋穂は首を横に振った。

「無理無理。これ以上は予定増やせないし。でも、いつかはやってみたいかな。カヌーって、楽しい？」

「楽しいよ！　まだまだ落ちることがあっても、まだまだ遅くても、すっごく楽しい！」

「舞奈がそう言うと本当に楽しそうに見えるから凄いよ。湧別さんが舞奈と友達になった理由、分かるなぁ」

　秋穂の手が、舞奈の背を軽く叩く。カラカラカラ。足元で、周り続ける車輪の音が鳴っていた。

　舞奈と恵梨香は友達だ。じゃあ、希衣と恵梨香はどんな関係なんだろう。浮かんだ疑問を、舞奈は笑顔で塗り潰す。二人がどんな関係になろうとも、ながとろ高校のカヌー部員であることだけは間違いない。

「私、楽しいこと大好きなの！」

　天に向かってピースサインを突き出す舞奈に、「そんなの皆そうだよ」と秋穂は呆れたように笑った。
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side 希衣









　千ち帆ほが舞まい奈なと蕎そ麦ば屋やに行くと聞いて、希き衣えはすぐにピンときた。寄より居いの店に連れて行くつもりだ、と。

　休日練習のメニューを一通りこなした恵え梨り香かが気まずそうに希衣の隣に並んでいる。「話があるんです」と勿もっ体たいぶって切り出したのは恵梨香で、「なら場所を変えよう」と提案したのは希衣だった。着替えたばかりのＴシャツの裾すそを意味もなく引っ張り、希衣は部室がしっかりと施せ錠じょうされていることを確認する。千帆と舞奈の二人は一足先に学校を出て、最寄り駅である野の上がみ駅に向かっていた。

　希衣と千帆は幼おさな馴な染じみだ。近所で生まれ育ち、同じ行動範囲で生活してきた。当然、行きつけの店も同じだ。一つ減った手札に内心焦あせりを感じつつも、希衣は恵梨香へと問いかける。

「何食べたい？」

「何でもいいです、先輩のお好きなもので」

　何でもいいって答えが一番困るのよ、と言っていたのはテレビに出ていた主婦タレントだったか。希衣はバッグを肩に掛けなおす。

「じゃ、そこらへんで座って喋しゃべる？　テキトーにコンビニで食べ物買おうか」

「はい、大丈夫です」

　普段から多弁ではない恵梨香だが、今日はいつにも増して口数が少ない。十中八九、今日の午前中にやって来た利と根ね蘭らん子このせいだろうと思う。

　希衣も自分から話しかけるタイプではないため、二人は黙々と目的地に向かって歩き続けた。沈黙には慣れている。春にペアを組んでから、二人きりになる機会が多かったから。

　学校の門を抜け、道路を突き進む。時折通り過ぎる車のナンバープレートに刻まれた文字は地元のものである『熊くま谷がや』であることが大半だ。これが長なが瀞とろ辺りになると、大宮、春日かすか部べ、所沢に加え、県外のプレートも増えてくる。観光客が多いせいだ。

「湧ゆう別べつさん、普段はどこらへんで買い物してるの」

　話題を投げかけた希衣に、恵梨香はほっとした様子で口を開く。

「どこらへんというのは？」

「いや、遊びに行く場所とか。あんまり聞いたことないなって。ほら、黒くろ部べさんと出掛けたりするでしょ？」

「舞奈とは池袋に行くことが多いです。でも電車ってやっぱり本数の問題もあるので、早くバイクの免許取りたいです」

「あー、分かる。自分でコントロールできる移動手段が欲しい」

「私もです。十六歳になるのが待ち遠しいというか」

「湧別さんは将来もここにいるの？」

「と、いうと？」

「進路とか考えてるのかなって」

　恵梨香は肩に掛けたトートバッグから黒のキャップを取り出した。彼女がいつも被かぶっている鍔つば付きのスポーツキャップだ。顔に掛かる影が、極端に細められていた彼女の目をいつもの大きさにしてくれた。眩まぶしかったのか、と希衣はその時になってようやく察する。

「一応は考えていますけど」

「一年生なのに偉いね」

「鶴つる見み先輩は体育大学に進学するつもりなんでしたっけ」

「まあね。カヌーを続けるつもりだから。湧別さんはどうするの？」

「私は医大に進学するつもりです」

「医大ぃ？」

　思わず声が裏返った。こちらの視線を避けるように、恵梨香はキャップの鍔を軽く下げる。

「両親の昔からの希望です。ま、私の希望でもありますけど」

「医大って……カヌーはどうするの」

　希衣の問いかけに、恵梨香は怪け訝げんそうに小首を傾かしげる。キャップから零こぼれる黒髪が夏風に乗って僅わずかになびいた。

「どういう意味です？」

「いや、カヌー競技と医大、どっちを選ぶのかなって」

「どっちも選びますけど。流石さすがに同時進行は難しいって分かってますが」

「いや、難しいとかそういうレベルじゃないでしょ。カヌーに絞らないの？」

「その必要があるんですか？」

「じゃないと利根蘭子に勝てないでしょ」

　咄とっ嗟さに出た自分の発言に、すぐさま自じ嘲ちょうが零れる。そんなことを言っている自分は、蘭子どころか恵梨香にだって一度も勝ったことがない。

「海外では競技生活後、スポーツ以外の進路を選ぶ人も多いです。医者になる人だっています」

「湧別さんもそうするつもりってこと？」

「そうです。私は生活の為ためのカヌーはやりたくないので」

　強烈な言葉だ。動揺と、少しの苛いら立だち。ムッとしてしまった自分の短気さを誤魔化そうと、希衣は組んだ両腕の力を強める。

「カヌーを仕事にしたくても出来ない人の方が多いと思うけどね。スポーツで生計を立てるって大変なことだよ」

「それは分かってますよ、特にカヌーって、野球やサッカーとは違うじゃないですか。カヌーを仕事にするってビジョンがイマイチ持てないというか」

「それはあれだよ……あー、陸上のイメージが一番分かりやすいかも。マラソン選手とか、企業入りしたりしてるよね？」

「元がん旦たんのニューイヤー駅伝とかは所属会社のチームで走ってますね。父が駅伝見るの好きなので、それは知ってます」

「あんな感じだよ。企業に入ったり……後はカヌーは国体の種目だから、県や市に雇われることもあるね。国体の枠を少しでも多く取るために有力な選手を県に入れたりして。千葉の大おお森もり姉妹なんかはそれ以外のやり方を模索して色々と手を出してるんだけどね。ユーチューバーをやったり、インスタグラムを始めたり」

　会話を続けたまま、二人はコンビニに足を踏み入れる。「いらっしゃいませー」という店員の声は平板で、録音を再生しているみたいだった。

　恵梨香は早々にドリンクコーナーへと足を運び、カフェオレを手に取っていた。希衣はその隣にあるバナナジュースを選ぶ。ついでにシュークリームも買おうとデザートコーナーへと移動すると、影のようについて来た恵梨香がぼそりと呟つぶやいた。

「私、個人商店よりコンビニの方が好きです」

　希衣は絶対に個人商店派だ。まず、売っている人の顔が見える。何を思ってオススメしてくれているかも分かるし、八百屋なら八百屋で、肉屋なら肉屋で、同じジャンルの商品を扱いながらも個性が出る。逆に、コンビニは同じチェーンならばどこも似たような品しな揃ぞろえで、それがなんだか物足りない。

「なんでコンビニ派なの」

「人間の顔が見えないからです」

「どういうこと？」

　希衣は手を伸ばし、商品に触れる。四種類ほど並んだシュークリームの内、結局チョコレートでコーティングされたものを選んだ。上にクランチが振りかけられているところが気に入った。

　恵梨香は商品を冷めた目で一いち瞥べつすると、「人間の温ぬくもりを感じるのが気持ち悪いんです」と言った。ますます意味が分からない。

「買い物をしている時に、私は無個性になりたいというか、客Ａになりたいんです。自分という存在を社会に認識して欲しくない。だけど行きつけの店とかだとそういうのは無理じゃないですか」

「まぁ、声掛けてくれたりオマケ付けてくれたりするよね。私はそういうとこが好きだけど」

「それが嫌なんです。私は私という存在を社会に認識されたくない」

「……ねぇ、これ何の話？」

「コンビニの話です」

　恵梨香は澄ました顔でそう言うと、定番商品であるオーソドックスなシュークリームを手に取った。そのまま会計に向かう恵梨香の後ろ姿を眺めながら、希衣は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　湧別恵梨香という人間は、希衣が思っている以上に頭が良くて、臆おく病びょうだ。彼女と話していると時折、自分がひどく馬ば鹿かになったような気分になる。

　希衣は自身の選んだシュークリームを棚に戻し、恵梨香の選んだものと同じ商品を手に取った。理由は特にない。ただ強いて言うならば、恵梨香の思考に少しでも近付いてみたかった。




　堤防近くに設置されたベンチに二人で腰掛け、見たくもないのに川の流れを眺める。河川敷周辺に高い建物はないため、直射日光が容赦なく二人を狙ねらい撃ちにしていた。

　希衣はシュークリームの包装を破き、中身を取り出す。カスタードクリームと生クリームの二層構造と書かれたパッケージには、値段の横にわざわざ『税込』と記されている。

「あー、甘いもの食べたかったー」

「そうですか」

　恵梨香の後頭部に当たる日差しの強さは、キャップのおかげで些いささかマシだろう。熱を吸った自身の黒髪を指で撫なで、髪の一房を摘つまみ上げる。後ろできつく縛った髪がずずっと小さく動く感触がある。

「あの、鶴見先輩に話があるんですけど」

「うん、知ってるよ」

「あ、そうですか」

　恵梨香はカフェオレの銀色のフィルムにストローを突き刺そうとしていた。一度は紙に弾はじかれ、二度目に何とか成功する。容器の底を持ち、彼女はゴクリとこちらに聞こえるような音を立ててカフェオレを飲みこんだ。

「文部科学大臣杯なんですが、その、私は今、鶴見先輩とペアじゃないですか」

「うん」

「でも、蘭子さんとペアを組みたいと思っています」

　指に付いた生クリームを希衣は舐なめとる。川の流れる音が耳を澄まさずともよく聞こえていた。

「そっか」

　それが正しいと希衣も思っていた。蘭子の考えは、恵梨香なんかよりもずっと理解できている。

　利根蘭子が文部科学大臣杯で、わざわざ他校の生徒と組む。その狙いは恐らく、無理やりに実績を作って周囲に恵梨香とのペアを認めさせることだ。彼女は本気でオリンピックを目指しており、そのために自分の能力に見合う選手を探していた。

　人間が苦手だと公言する恵梨香がオリンピックを目指す。その道はきっと険しい。スポーツだけに専念できればいいのだけれど、きっとそうもいかなくなる。外野はいつも身勝手でうるさい。特に、女子だとそれが顕著だ。ただ懸命にやっているだけなのに、容姿なんてくだらないことで的外れな批判を浴びる。

　それを恵梨香は分かっているのだろうか。そこまで考えて、希衣は自嘲する。本当は分かっていなくてもいい。先回りした心配は、恵梨香にとって煩わずらわしいものにしかならないだろう。

「応援するよ。湧別さんと利根蘭子が組んだなら、きっと凄すごいことになると思う」

「……止めないんですか」

「止めて欲しい？」

　恵梨香が息を呑のんだ。見開かれた両目が、音もなく閉じる。首を横に振り、彼女は「いいえ」と言った。それなのに、「はい」と聞こえた気がしたのは、自分の願望のせいかもしれない。

「私と湧別さんはペアだけど、それはこの学校にいる間だけだよ。だから湧別さんが利根蘭子と組んでも何の問題もない。インハイ、頑張ろうよ。それが最初の目標だったでしょ？」

「そうですね、確かに」

　そう言って、恵梨香はほっとしたように口元を綻ほころばせた。

「本当は、怒られるかと思いました」

「そんなに短気に見える？」

「見えない、とは言い切れないですけど」

「正直だね」

　もしも口笛が上手に吹けたなら、今ここで陽気な音を鳴らしていたかもしれない。あの日、芦あし田だと話していて良かった。こんなにもあっさりと恵梨香の背を押してやれる。

　背もたれに背中を預け、軽く目を伏せる。タンスの引き出しを開けるみたいに、希衣は脳内から必要な記憶を取り出した。




　遡さかのぼること数日。利根蘭子が最初に部活に来襲した翌々日に、希衣が芦田に個人レッスンの約束を取り付けたあの日のことだ。

　他の客が出ていったため、彼はカウンターに立つことを放棄し、照明を暗くした。白い壁に映し出されるプロジェクターの光が、店内の半分を青白く塗りつぶしている。パワーポイントで編集されたと思おぼしきデータの一枚目には、『カヌーで強くなるには？』とゴシック体で記載されている。

「なんですか、これ」

「インハイ後の指導で使おうと思ってたカヌー資料だ。カヌーホームって団体が指導で使ってる。まぁ、一番見て欲しかったのは初心者の黒部さんだが、経験者の鶴見さんが見ても勉強になると思う」

「テクニックとかストレスコントロールとか、そういうことに関することです？」

「それも重要だが、一番大事なのは身体からだ作りだな」

　店のテーブルの上にパソコンを広げ、芦田はさらに眼鏡まで着用している。「目が悪いんですか？」と聞いた希衣に、「老眼だよ」と芦田は笑いながら答えた。

「練習から大会までのスケジュールっていうのは、ざっくり言うと準備期、基礎期、強化期、ピーク期の四つのサイクルになっている。準備期っていうのは次シーズンまでの準備期間だな、休養を取りつつ基礎体力などのチェックを行う。で、その次が基礎期。冬の間の体力作りだな。筋肥大、最大筋力、最大酸素摂取量の三つに分けて体力強化を行う」

「身体の基礎作りが大事だってのは分かってますけど……」

「カヌーで大事な体力要素は筋力と有酸素能力だ。特にスプリントは持続的に力を出す必要がある。で、この有酸素能力には伸びる時期がある。身長が最も伸びる時期というのがそれにあたって、男子より女子の方が先に成長のピークがくる。まぁ個人差もあるが、女子の有酸素能力が伸びる時期は十歳から十三歳辺りだ」

「もう過ぎてるんですけど、手遅れってことですか？」

「いや、手遅れってわけじゃない。大人になってからも伸ばすことはできる。ただ、ピーク時ほどの成長は見込めないってことだな」

　話を聞いているうちに、希衣の表情は自然と曇る。もっと早くに理論を知っていれば。過よぎる思考を無理やり追い出し、希衣は続きを促すように芦田を見る。いま後悔しても仕方がない。

「次に筋力の成長期だが、これは男女ともに二十五歳ぐらいが一番伸びる。まぁ、有酸素能力に比べて、筋力はいくつになっても伸ばせると思っていい。勿論年齢差は出るが」

「じゃあ私はこれから筋力をどんどん鍛えていくべきなんですかね」

「と言っても、大事なのはどこを鍛えるか、だ。筋肉には遅筋と速筋の二種類がある。遅筋は筋持久力の源で、速筋は筋瞬発力の源だ。この二つの筋線維の割合は遺伝的要素が大きい。割合を変えることは困難だ」

　遺伝。希衣がこの世で一番嫌いな言葉だ。生まれついた瞬間から存在する差は、どうすることもできないから。

「カヌーの場合、遅筋も速筋もどちらも大事になってくる。速筋は短時間の高負荷のトレーニングで、筋肥大が生じる。遅筋は有酸素トレーニングが有効だが、筋肥大が生じない。基礎期ではこの二つを鍛えることを考えながら体力を作り、最後にはレースで一番良い状態になるようなスケジュール管理を行う。大会前に無理をするだとか負荷を掛けるなんてのはナンセンスだ。筋肉が疲労してベストなパフォーマンスができない」

「有酸素能力を決めるものって何なんですか」

「最大酸素摂取量がその一つだな。身体からだの器官が一度に取り込むことのできる酸素量の最大値で、心拍出量×動静脈酸素較差で計算できる」

「ちょっとよく分からなくなってきたんですけど」

「まぁまぁ、動静脈酸素較差っていうのは、心臓から送り出される血液と心臓に帰ってきた血液の酸素量の差のことだよ。この差が身体の器管に取り込まれた酸素量だと分かる。保健体育の授業で習ったことないか？」

「どちらかというと生物の授業で習いました」

「そりゃ人間も生物だからな。とにかく、この有酸素能力が高ければより高い負荷を掛けることもできるし、練習が効率良くなる。ちなみに鶴見さん、お母さんは何かスポーツをやっていたか？」

「母親ですか？」

　それの何がカヌーと関係するのだろう。世間話だとしても、親の運動歴を聞かれるとたじろいでしまう。家族と自分を結び付けられることが、希衣はあまり好きじゃない。

「一応、母は長距離ランナーでした。陸上をやっていたのは高校生までらしいですけど。県大会で六位だったって昔自慢されたことがあります」

「じゃ、有酸素能力には期待できるな。アレは母方の遺伝が大きいって言われているから」

「また遺伝ですか」

　眉まゆをひそめた希衣に、芦田はマウスを動かす手を止める。彼は立ち上がると、店内の飾り棚にひっそりと並べられていた腕時計を手に取った。シンプルな形のデジタル時計だ。そこに書かれたブランド名は、希衣でも知っている有名なスポーツブランドのものだ。

「別に、遺伝が全すべてを決めると言っているわけじゃない。だが、本当のトップを目指すなら見逃せない要素ではある。あと、環境だって重要だ。これまで積み上げてきたものが、そいつの向き不向きに反映される。そしてこう言っちゃなんだが、鶴見さんの記録はそんなすぐには縮まらない。俺の指導によってインターハイで覚かく醒せいするとか、そういう夢は見ないで欲しい」

　断言され、無意識のうちに喉のどが鳴った。心の準備はできていたが、それでもやはり動揺した。

「今までの説明を聞いてもらったら分かると思うが、実力を伸ばすにはきちんと基礎を固めていかないといけない。自分の身体から逃げない、自分の記録から逃げない。そういう毎日の繰り返しが、いつか鶴見さんにもっと上の世界を見せてくれる」

　そう言って、芦田は希衣へ腕時計を押し付けるようにして手渡した。黒のスポーツウォッチだ。脈拍、心拍数の測定やＧＰＳを使ったデータ記録まで、様々な機能が盛り込まれている。カヌーをやっている人間ならその存在はよく知っているし、学生には高価な品であることも知っている。

「湧別さんにも貸したんですか？」

「アイツは自分の小遣いで買った。小学生の時にな、お年玉で買ったって八万のヤツ持って来た。川の底に落っことしたこともあるけどな。ま、カヌーじゃ時計を舟体につけて使うから、カヌー練習が盛んな川の底は落ちた時計だらけだろうな」

「川の水を全部抜くって企画、どっかでやって欲しいですね」

「盛り上がるのはカヌー部員とボート部員だけだろうよ」

　肩を揺らすようにして笑い、芦田はプロジェクターの電源を切った。ブルーライトの光がなくなり薄暗くなった店内で、芦田は器用に立ち上がり、電気のスイッチを入れた。瞬またたく間に明るくなった店内に、希衣の目が順応するには少しの時間が必要だった。

　闇やみが完全に空間から追い出されても、希衣の手には確かにスポーツウォッチが存在した。小・中学生の頃に通っていたカヌークラブの指導者だった佐さ々さ浦うらは、こうした機械を使ったデータ利用を苦手としていた。ササウラカヌークラブはあくまで町にある小さなカヌー教室だ。子供達も最先端の技術を求めてそこに通っていたわけではない。頭では分かっている。だが──。知らず知らずのうちに、希衣は自身の唇を嚙かみ締める。

　もしも幼少期から芦田に指導を受けていたら。意味のない『もしも』が心の奥で積み重なる。もしももっと早くに恵梨香と出会っていたら。もしももっと筋肉が付きやすい体質だったら。

　そしたら、自分は自分を諦あきらめずに済んだのだろうか。誰かの添え物になる道を、選ばない方法もあったのだろうか。

「鶴見さんが何を考えてるかは分からんが、過去の自分を責めるのはやめてやれ」

　投げ掛けられた声が、希衣の肩にコツンとぶつかる。くしゃくしゃに丸めた紙くずを放り投げたような、戯たわむれの色が強い、力の抜けた声だった。

「別に、責めてはないですけど」

「鶴見さんはその時その時を全力で頑張ってた。ただ、アレだな。これまで長い間天てん神じんさん向けの練習メニューをこなしていたから、上う手まく伸びなかった可能性が高い。天神さんと鶴見さんの性質が真逆だから」

「性質っていうのは性格ですか？」

「まぁ、それもあるが、筋肉の付き方とか、それこそさっき言った筋線維の割合だとか。天神さんは短距離走が得意で、鶴見さんは長距離走が得意だろ？」

　質問に、希衣は素直に首を縦に振った。走ることに限らず、千帆はカヌーでも短距離が強い。予選大会でも２００ｍのレースが増えたら、彼女はもっと活躍しているだろう。

「コーチを頼まれてからこれまで色々と助言してきたが、どこまで踏み込むべきかの線引きが分からなくてな。でも、鶴見さんが本気なら俺も本気で指導させてもらうよ。そこで伸びるかは鶴見さん次第なところもあるが」

「ありがとうございます」

　頭を下げると、前髪が視界に覆おおいかぶさる。前が見えなくなってほっとしたのは、一体なぜだったのか。俯ふ瞰かんする自分が、本当に大丈夫？　と期待する自分を鼻で笑う。未来に向かってがむしゃらに進みたいと思っているのに、前向きな思考の足を不安な自分が引っ張っている。

「でも、弱気にもなってしまいます。私が黒部さんみたいにカヌーを始めたばかりなら伸びしろもあると思いますけど、小学生の頃からやってると自分の限界が見えてくるというか」

「じゃあ、経験者である自分を捨てろ」

「え？」

「カヌーなんて、誰が活躍するか分からんスポーツさ。大学生からカヌーを始めた子がたった二年で日本代表に選出されることもある。自分の可能性を決めつけるために使うなら経験値なんて必要ない。今年からカヌーを始めた新人だって思えば、明日からは伸びしろしかないだろ」

　無茶苦茶な理論だ。だが、伸びしろしかないという言葉は気に入った。

「そこまで言われたら、やってやりますよ」

　そう歯を見せて笑う希衣に、芦田はコーヒーのお代わりを注いでくれた。




　引き出しを閉める。希衣の脳内にある、記憶の入った引き出しだ。脳内に流れた過去を綺き麗れいに断ち切り、希衣は目の前でシュークリームを食べる恵梨香へと向き合った。食べきるまで、彼女はクリームを一度も皮から溢こぼれさせなかった。こういうところは器用だな、と思う。

　よくよく耳を澄ませてみると、今日の川の音は普段よりも少し大きい。水量が多いせいで流れが激しくなっているのだ。今朝の天気予報では、むこう一週間は晴れの日が続くらしいから、水上練習ができるかの心配は必要ない。

「天神先輩に言われたんです。ちゃんと鶴見先輩に言えって。それが筋を通すってことだよって」

　恵梨香が重々しく口を開く。こういうところが不器用だな、とも思う。

「筋って言い方は大おお袈げ裟さだね。千帆らしいけど」

「でも、私も通すべきだと思いました。鶴見先輩とのペアが嫌になったとかそういうわけではないので」

「利根蘭子と私と乗ってみて、何が違った？」

「速さが」

「直球すぎ」

「鶴見先輩と一緒の時は凄く乗りやすいです。私にピッタリと息を合わせてくれてるなって感じるので」

「でも、乗りたいのは利根蘭子なんでしょ？　何が凄いの？」

「何もかもが」

「漠然とした答えだね」

「というより、言葉にするのが難しいんです。感覚的な部分が大きくて。強いて言うならば、とてつもなく大きな波に出会ったサーファーのような気分です」

「サーフィンしたことあるの？」

「一度もないです」

　即答され、思わず笑いが零れた。ベンチから伸びる脚を交差させ、希衣は天を仰ぎ見る。

「私もさ、利根蘭子と乗ってみたい」

「えっ」

　見開かれた恵梨香の目から、驚きょう愕がくが溢れ落ちている。希衣は強すぎる日差しから目を逸そらし、自身の瞼まぶたを軽く押さえた。表面張力によって眼球に纏まとわりつく涙が、乾燥から希衣を守ってくれていた。

「何その反応」

「鶴見先輩からそんな言葉を聞く日が来るとは。鶴見先輩は蘭子さんのこと嫌いだと思っていました」

「嫌いなわけじゃないよ。ムカついてるだけ」

「それは何が違うんです？」

「全然別物でしょ」

「やっぱり、私に人間は難しいですね」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、恵梨香はしかめっ面つらを作る。自分も人間の癖に、随分と他ひ人と事ごとな物言いだ。

「ムカついたとしても、凄い選手だってことは理解してるから。邪魔してやりたいとかは思わないの。私は利根蘭子の才能を愛してるからさ」

「愛ですか」

「人間見習いの湧別さんには難しいかもね」

「難解な概念です。でも、もう少ししたら分かるかもしれないです」

「お」

　その答えは予想外だった。うっかり静止する希衣を他よ所そに、恵梨香は腕を組んで何やら考え込んでいる。口に出した言葉の奥に含まれた意味を自分の内側で探しているようだ。

「カヌー部に入って、少しずつ人間について分かって来たので」

「それは良かった」

「インターハイ、頑張りましょう」

「急に話題が飛んだね」

「いえ、私の中では繫つながっています」

「そうなの」

「そうです。ずっと繫がっています」

　じんわりと汗が滲にじみ始めた手の平を、希衣は太陽に向かってかざす。手には骨があり、血管があり、筋肉がある。親の代から──いや、もっと遡れば随分と昔に生きていたご先祖様の代から、脈々と受け継がれた遺伝子でこの身体は構成されている。

「ずっと繫がっている、ね」

　恵梨香の言葉を、希衣は口の中で転がした。いっそ全部断ち切ってやりたい。沸き上がる暴力的な衝動はすぐに鳴りを潜め、胸の内側に溶けていく。子供染みたリセット願望を蹴け飛とばすように、希衣は勢いよくベンチから立ち上がった。

　一刻も早く、前へと進み出したかった。




　その日の晩、希衣がベッドに転がってスマホでユーチューブを見ていると、画面が急に切り替わった。特徴的な音楽は、映画「ゴッドファーザー」の『愛のテーマ』だった。無料の通話アプリではない時の着信設定はコレにしている。

　通話の主は千帆だった。千帆はカケ放題設定にしているため、電話を掛けてくる時にアプリを使わない。

「もしもし？」

　通話ボタンをスワイプすると、「あ、もしもし」と少し上擦った声が聞こえた。

「どうしたの、千帆から電話とか珍しいじゃん」

「いや、ちょっとね」

「どうせあれでしょ？　私と湧別さんのことが心配だったんでしょ」

「心配というか、どうなったかなぁって」

「それを心配って言うんだよ」

　息を吐くつもりが、自然と笑いを含んでしまった。くすぐったさと煩わしさが半分ずつ混ざっている。

「千帆の方はどうなの。黒部さんと蕎麦食べに行ってたけど」

「美お味いしかったよ」

「蕎麦の感想を聞きたいわけじゃないんだけど」

「分かってるって。舞奈ちゃんとも普通にお喋りした。新人大会頑張ろうねって話とか。あとは二人の野望とか」

「千帆に野望なんてあるの？」

　声に出してから、意地悪な言い方になったなと反省する。ベッドから身を起こし、希衣は履いていた靴下を足だけで脱ぎ捨てた。「あるよ」と千帆がのんびりとした口調で言う。

「でもまぁ、まずは希衣の報告を聞きたいかな」

「報告も何も、特に問題はなかったよ。湧別さん、利根蘭子と文部科学大臣杯で組みたいって。それで、私もいいよって言った。おしまい」

「円満解決？」

「当たり前じゃん。私だって、湧別さんと利根蘭子は組むべきだって思うよ。あの二人が出会ったのは必然だと思う。世界でだって戦える、あの二人なら」

「期待してるんだね」

「だって、二人共まだ十代だよ。これから絶対伸びる」

「だろうねぇ」

　右足の指と指の隙すき間まを開く。大きく伸ばしてから、今度は丸める。疲労を和らげるためのストレッチだ。

　芦田からはインハイまで練習ペースを落とせと言われている。本当はいつでも全力でやりたいところだが、その考え方ではいつまでもトップは狙えないと言われた。

　やればやるほど伸びるという思考停止した練習法は捨てろ、肉体は必ず疲労する。

　考えてみれば当たり前の指摘を、呑み込むには時間が掛かった。今までの自分を否定するような気持ちになるから。

「で、千帆の野望の件は？」

「野望より先に、舞奈ちゃんから言われたことなんだけど、言っていい？」

「そうやってわざわざ区切られると怖いな」

「いや、怖くないよ。全然。たださ、文部科学大臣杯、ペアで出ない？　って話なんだけど」

「ペアって、誰と誰が？」

「希衣と私が」

「逆にさ、いいの？」

「いいって何が」

「千帆的に、私と乗るの」

　落ちる沈黙。パタリ、と受話口で本を閉じるような音がした。勉強の為に開いていた参考書かもしれないし、気紛れに見ていた雑誌かもしれない。電話越しでは何が起こっているか定かじゃないが、その曖あい昧まいさに救われている部分もある。

　千帆が息を吸う気配がした。

「確かに私にとって、希衣の期待が重荷になることがあった。でも、本当に一番嫌だったのは、希衣の期待に添えない自分自身だったのかもしれない。期待に雁がん字じ搦がらめにされるのが嫌で、楽しいカヌーを追い求めることにした。その結論は今でも正しいと思ってる。あれ以上無理してたら、私は多分、カヌーを嫌いになってたから」

「うん。千帆が間違ってると思ってはないよ、今は」

「前は間違ってると思ってたでしょ」

「思ってた」

　あはは、と耳じ朶だを打つ軽やかな笑い声。希衣はスマホを持ち直す。

「じゃ、文部科学大臣杯は久しぶりに天神・鶴見ペアの復活かー」

「多分喜んでくれるよ。神かん田ださんとか」

「アイツを喜ばせてもなー。ってか、ユニフォームどうする。前の奴やつもあるけど」

「せっかくだし皆で買いに行こうよ。スポーツショップにさ。舞奈ちゃんもきっと喜ぶよ」

「お揃いのサングラスでも買うか。いつもの池袋のとこにする？」

「あそこ安いし、いいんじゃない」

「……で？」

「でって？」

「いや、野望の話。さっきはぐらかされたから」

　ベッドサイドに置いた自身の手。その指先が、勝手に動いている。トントンと上下する音は、狂いなく一定のリズムを刻んでいた。

「舞奈ちゃんがね、フォアをやりたいって」

「フォア？　ながとろ高校で？」

「そ。私と舞奈ちゃんの野望。来年、四人で大会に出場する」

「インターハイ目指して？」

「うーん、目標は高すぎてもダメだって言うから、まずは堅実に県大会で三位以内に入ることが目標かなぁ」

「三位ってことは、関東大会出場ラインか」

　学総体兼関東大会県予選、通称『埼玉県大会』でＷＫ―４の上位三組に入れば、関東高等学校カヌー大会に出場できる。ＷＫ―４は参加団体が少ないため、年によっては三組中三組が関東大会に出場なんてこともある。

「よくよく考えたらさ、私も希衣もこれまでフォアはやって来なかったでしょ？　ほら、クラブの時はペアとシングルに絞ってたし」

「私、フォアって苦手なんだよね。動きがガチャガチャして読みにくいと言うか、誰に合わせていいか分かんないというか」

「だからこそ、四人でやったら面白そうでしょ？」

「面白いかぁ？」

「少なくとも、私は楽しい」

「なら、断るって選択肢はないかな」

　シングルも、ペアも、フォアも、全部やってみようと思う。その経験が、未来の自分に繫がるのならば。

「とりあえず、明日は檜ひの原はらちゃんに申込書提出だね」

「はー。インハイ前にこんなにバタバタするとは予想してなかった。全部利根蘭子のせいだよ」

「でも、蘭子ちゃんのああいう強引なところ、私は結構好きだなぁ」

「だと思ったよ」

「否定しないんだ？」

「ま、私も利根蘭子のああいうところは嫌いじゃないから」

「素直じゃん」

「というより、それが一流ってことなのかなって。勿論、ムカついてはいるけど」

「ムカつくと嫌いは別物？」

「うん、別物」

　自分のこともそうだ。ムカつくけど、嫌いじゃない。言葉の定義だとかそんなものは知らないし、辞書を引いたら同じ意味が載っているのかもしれないけれど。

「希衣のそういうところ、私は結構好きだよ」

「急にそんなこと言って。私にごますっても意味ないよ」

「素直に受け取ってくれていいのに。それじゃ、私はそろそろお風ふ呂ろ入るから。また明日」

「うん、また明日」

　こちらが通話を切るよりも、向こうの方が早かった。切り替わった画面を見下ろし、希衣は静かに息を吐き出す。途端、自身の両頰が一気に緩んだのを感じた。それまで顔が強こわ張ばっていたことに、その時になってようやく気付いた。




　結局、四人でユニフォームを買いに行ったのはインターハイ一週間前のタイミングになった。その間にも様々なことが起こった。文部科学大臣杯の申込書を出した時には、檜原に「久しぶりにペア復活ね」と笑われた。芦田に報告をしに喫茶『せせらぎ』に行ったら、居合わせた久ひさ美みに「おばあちゃんも応援に行くかも」とはしゃがれた。

　家族には報告していない。そもそも、千帆から恵梨香へとペアを替えたことすら報告していないのだ。家族仲は良好だ。ただ、カヌーのことを詳細に親に話すのはなんとなく憚はばかられる。カヌーは自分の領域だという意識がそうさせるのかもしれない。

「こういうのって、やっぱりシンプルなヤツがいいんですかね」

　池袋のスポーツ店の一角。恵梨香はハンガーごとＴシャツを自身の身体に押し当て、希衣へと顔だけを向けた。

『問答無用で激安！』と書かれた蛍光イエローのＰＯＰが店内のあちこちで存在感を放っている。このスポーツ用品店は運動部員御ご用よう達たしの店で、とにかく値段が安いのが売りだった。希衣や千帆も昔から利用している。

「シンプルなヤツって？」

「黒とか紺とか」

「地味過ぎない？」

「そうですかね」

　話す二人の間を、舞奈が足早に通り過ぎていく。先程から縦横無尽に店内を移動している彼女は、ゴーグルやスパイクを見てカッコいいと興奮していた。カヌーに全く関係ない。

「カヌー大会の服装規定って、なんかありましたっけ」

「んー、といってもさほど気にするような内容じゃないしね。強いて言うなら、ペアやフォアは服装を統一しなきゃダメとかそういうの」

「それは今更気にすることではないですね」

「でしょ？」

　希衣はハンガーの奥に手を突っ込み、それとなく値札を確認する。予算の少ない高校生にとって、値段は最重要事項だ。

「二人共、こんなのはどう？」

　寄って来た千帆が見せてきたのは、カゴに入った服の山だった。全て千帆がコーディネートしたらしく、上下がきちんと組み合わされている。千帆の美的センスは間違いがない。

「これとか可か愛わいいじゃん」

　淡いエメラルドグリーンを基調としたＴシャツをカゴから取り出す。色合いが爽さわやかだし、ストレッチ素材というところも動きやすくていい。

「恵梨香ちゃんは黒が好きなんだね」

　千帆は首を伸ばし、恵梨香が手に持っている服を覗のぞき込んだ。「別に好きじゃないですけど」と恵梨香が言い訳のようにもごもごと口を動かしている。そう口では言っているが、恵梨香の私服は黒系のものばかりだ。

「ハイハイハイ！　これとかどうですか」

　店の奥を探索していたはずの舞奈が、気付けば戻って来ていた。見せびらかすように掲げられたＴシャツは、アロハシャツのようなド派手なデザインだった。黄色の生地に、デカい花と葉の模様がプリントされている。ダメ押しとばかりに「これも！」と掲げられたキャップは、なんと蛍光ピンクだ。

「いやいや、派手すぎるよ」と千帆は苦笑した。恵梨香も「さすがにナシ」と首を横に振っている。

「そうですか？　テーマは『ぶちかましたれ、夏！』です」

「まぁ、テーマには沿ってるけどね」

　舞奈の肩に手を置き、千帆がやんわりと却下を伝えようとしている。「えー」と唇を尖とがらせる舞奈の手から、希衣はキャップを抜き取る。咄嗟に脳裏を過ぎったのは、妹が黒髪の中に隠し持っていた明るいピンク色だった。

「いいじゃん、これにしようよ」

「さっすが希衣先輩、分かってくれますか！」

　にぱっと破顔する舞奈の後ろで、千帆が「正気？」と言いたげな目線を寄越している。

「この色をながとろピンクと名付けましょう！　大会でも目立ちますし、撮影しやすいですし、良いことばっかり！」

「なんか戦隊ものみたいだね」

「じゃ、縁起も良いですね。正義のヒーローは必ず勝ちますから」

　説明しているようで、全く理論的じゃない言葉だ。それなのに説得力があるのは、言い切る舞奈の声が力強いからだろうか。

「黒部さんの案、採用！」

　断言した希衣に、「おおー」と舞奈が拍手してくれる。

「マジですか」と呟く恵梨香の声は淡々としていたが、どこか面白がっているようにも聞こえた。

　ピンク色のキャップを、希衣は舞奈の頭に載せる。収まり切れなかった髪がふわりと溢れた。

「黒部さんも、新人大会はこれつけてね」

「ラジャーです！」

　元気よく返事する舞奈を見て、千帆も観念したように頷うなずいた。「インハイで目立つのは希衣たちだからね」と告げる千帆に、「かかってこいですよ」と何な故ぜか舞奈が胸を張って答えていた。




　それからインターハイまでの日々は、穏やかに過ぎていった。芦田が組んでくれたメニュー通りに、本番で結果を出せるように調子を上げていく。

　夏休みになってから、芦田は三日に一回のペースで練習を見に来ていて、細かに指導してくれた。それぞれが言われる台詞せりふもお決まりとなり、芦田の声を聞くだけで誰を指導中か見なくても分かるようになった。

「レース終盤で余力を残すな」は恵梨香に対して。

「オーバーワークに気を付けろ」は希衣に対して。

「バテてからが本番と思え」は千帆に対して。

「注意力散漫」は舞奈に対してだ。

　芦田は細かく練習メニューを考えてくれ、希衣や千帆、舞奈はそれに素直に従った。彼が重きを置いていたのは『成長の視覚化』で、とにかくこまめに記録を取った。昨日よりも今日、今日よりも明日。記録を縮めるには楽しむことが一番だ、と芦田は言った。

　そんな中で、恵梨香だけは受け取ったメニューに対して指摘することもしばしばだった。芦田はそれに腹を立てることなく、恵梨香の意向を汲くみ取ってメニューを変更していた。トレーニングルームの隅で侃かん々かん諤がく々がくと議論する二人を見ると、彼らの過ごして来た時間の層のようなものを感じた。恵梨香は盲目的に芦田を信じているわけではなく、きちんと自分の頭を使って従うかどうかを決めている。

　そりゃあ伸びるよな、と他人事のように思う。やりたいことも、やらなきゃいけないことも、自分で決めないと意味がない。

　インターハイで優勝。千帆と叶かなえるはずだった夢は、手を伸ばせば届きそうな位置にあった。




　岐阜県は暑かった。それはもう、嫌でも夏を実感させる天気だった。

　今年のインターハイのカヌー会場は岐阜県にある長なが良ら川がわサービスセンター・長良川国際レガッタコースだ。国際大会などでも使用される大きな会場で、とにかく広く、日差しを遮るものがほとんどない。

　競技自体は八月三日から八月六日までの計四日間にわたって行われるが、どの学校も七月三十一日頃には会場入りを果たしている。待機場所になる広場には各都道府県のテントが設置されている。用意される道具の違いで、各自治体の財政状況がちらほらと垣かい間ま見みえた。

　埼玉県から持ってきた舟を検艇場に運び、オッケーを貰もらったらシールを張る。

「あっつ、あっつ……」

　念仏のように唸うなり続けている希衣に、恵梨香は相あい槌づちすら打たない。すっかり暑さにやられてしまったようだ。

　監視塔の周囲に大会本部があり、仮設トイレなども設置されている。大量の幟のぼりは二種類あって、インターハイのスローガンが書かれたものとポカリスエットのロゴがプリントされたものが交互に並んでいた。

　埼玉のテントに戻った希衣は、中に置かれている簡易椅い子すに腰かけた。恵梨香はレジャーシートの上に直接座っている。「お疲れ様」と笑う千帆が冷えたスポーツドリンクを差し出してくれた。

　練習後の一杯、これが最高だ。

「はー、生き返る」

「練習はどうでした？　皆強そうですか？」

　目を輝かせる舞奈に、希衣は軽く肩を竦すくめる。

「強そうかは分かんないけど、とにかく規模が大きいね。人数が人数だから」

「私、インターハイの会場に来たの初めてだよ。こんな風になってるんだね」

　しみじみと呟く千帆に、「私もだよ」と希衣は頷く。

　インターハイの最初の二日間は５００ｍレース、三日目と四日目は２００ｍレースとなる。恵梨香はシングルとペアに出場、希衣はペアのみに出場だ。

「あ、そういえば二人が練習してる間に堀ほりさんが来たよ。希衣に用があるって」

「堀さんって、富ふ士じ曙あけぼのの堀菜な々な香か？」

　一つ上の先輩である堀は、山梨県の富士曙高校の選手だ。神田とペアを組んでいる。顔見知りの選手ではあるが、希衣が親しいのは神田の方で、堀とはそうでもない。

「なんで堀さんが？　神田ならまだしも」

「さぁ？　でも、いないならいいやって出て行っちゃったの」

　堀と神田は、優等生らしい容姿をしている堀と不良っぽい見た目をした神田の幼馴染のデコボココンビだ。

　シングルに出るのは神田の方で、堀は神田と共にペアで出場する。インターハイのシングルの出場資格は各都道府県の上位一名であるため、レベルが高い選手が複数いる県では有力選手でも出られなかったりする。

「私、ちょっと探しに行ってくるわ。神田もいるかもしれないし」

「行ってらっしゃい」

　手を振られ、希衣はテントを後にする。山梨県のテントを探すのが正攻法かもしれないが、希衣には堀の行動パターンに関して、一つ心当たりがあった。




「ねえねえ、これにしようよ！」

「椿の趣味には合わないと思うが？」

「楓はいつも反対ばっかりじゃん。このデザインからはとてつもないロマンを感じるんだよねー」

「桜がそこまで言うなら買うか」

「ってことで、すみませーん。これ三枚ください」

　会場の一角、スタッフが運営するテントが立ち並ぶスペースの一部がインターハイグッズ販売所だ。インターハイのマスコットがプリントされたタオルやトートバッグ。さらには派手な文言が書き記された記念Ｔシャツなんてものもある。西暦がばっちりとプリントされているため、毎年インターハイに参加している選手でもどの年のものかすぐに分かるというわけだ。

　神田と堀は記念品のＴシャツを毎年買っているからここにたむろっているかと思ったのだが、遭遇したのは面倒臭い二人組だった。気付かない振りをしてその場を離れようとした希衣だったが、「希衣じゃん！」という桜の声に早々に失敗を悟った。

「関東大会ぶりだね。鶴見さんはペアで出場だったか」

「あの時は負けたけど、今度こそ私ら大森姉妹が勝っちゃうからね！」

　やいやいと騒がしい二人──大森姉妹は、千葉県小見山高校の選手だ。三姉妹のうちの双子でペアを組んでおり、クールな口ぶりなのが姉の楓、やや甘えた喋り方なのが妹の桜だ。本人たちは前髪の分け目で見分けることを推奨している。

「ってかさー、聞いたよ？　文部科学大臣杯、蘭子ちゃんと湧別恵梨香が組むんでしょ？　ビッグニュースじゃん」

「まぁ、そこは本人の希望だからね」

「あ、そういえばさっき蘭子ちゃん見掛けたよ。モデルみたいだった。ってか、蛇じゃ崩くずれ学園って見た目がイカついよねー。ユニフォーム真っ黒でサングラスしてるから、ヤバい集団に見える」

「桜、失礼だろ？」

「いいじゃん、事実なんだからさー」

　たしなめる楓の言葉なんぞ意にも介さず、桜は愉快そうに笑っている。

「いや、アンタらと喋ってる場合じゃないんだって。山梨の堀菜々香ってヤツいるでしょ？　一個上の。あの子探してるんだけど」

「なんで？　菜々香ちゃんとアンタの接点ないじゃん」

「いや、私もそう思ってたけど、なんか私のこと探してるらしいから」

「スマホ使えば？」

「連絡先知らないし」

「だったら尚更謎なぞじゃん。ってか、神田に聞いてみたら？　確か希衣って、神田と仲良かったよね」

「別に仲がいいってわけじゃないけど」

　だが、むやみやたらと探し回るのも体力の無駄だろう。ポケットに入っていたスマホを取り出し、希衣は神田へと『堀さんが私に話があるみたいなんだけど、どこにいるか知ってる？』とメッセージを送りつけた。すぐに既読が付き、着信が鳴った。

「通話で折り返しってことはヤバい事件かもしれないね」と楓が顎あごを擦さすりながら言う。神妙な面持ちを浮かべているつもりだろうが、口元が完全ににやついている。大森姉妹は昔からゴシップが大好きなのだ。

「もしもし？　神田？」

「よう」

　電話に出ると、機械越しに神田のあっけらかんとした声が返ってきた。

「いや、『よう』じゃなくて堀さんの居場所が知りたいんだけど」

「あー、その件に関してはお前が気にする必要ないから。いつもの堀のワガママだよ」

「そんな勝手なこと言われても」

「ってか、準備で忙しいだろ？　他校のヤツのことなんて気にすんなって」

「そういう言われ方したら余計に気になるんだけど？」

「あー……じゃあ、言い方を変える。今回の件は忘れてくれ、じゃあな」

「はあ？」

　じゃあなって勝手すぎない？　そう言う前に、通話は切れていた。聞き耳を立てていた大森姉妹が好奇心で爛らん々らんと光らせた目をこちらに向けてくる。

「で、どうだったの？」

「それがさぁ、『今回の件は忘れてくれ』だって」

「えー！　謎が深まったじゃん。あ、もしかしてそうやって私たちの心をかき乱す作戦とか？　先輩だからって卑ひ怯きょうな真ま似ねを」

「それでかき乱されるのは桜くらいだろうさ」

「えー！　楓だって気になるでしょ？」

　両頰を膨らませ、桜は分かりやすく拗すねた顔をした。自分の顔が可愛いと分かっている人間の振る舞いだ。

　楓は気き障ざったらしい動きで前髪を指で払うと、唇の片端を薄く吊つり上げた。

「気になるが、相手は三年生だ。深入りするのは野暮ってものだよ」

「そういうもんなの？」

「誰だって、他人に深入りされない権利があると私は思うね」

　その言葉に、桜はすごすごと引き下がった。二人の力関係は、いつも楓の方が少し上だ。それは選手としての立ち位置が関係しているのかもしれないし、或あるいは楓が姉であることが影響しているのかもしれない。

「なんか馬鹿らしくなっちゃったし、私もテントに戻ろうかな」

「じゃ、相棒にもよろしく伝えておいてね！」

　踵きびすを返そうとした希衣に、桜が無邪気な声で告げる。その隣で、楓がやれやれと肩を竦めていた。

「はいはい」

　そう軽くいなし、希衣は早足で辿たどってきた道を引き返し始める。




　相棒。その二文字を耳にした時、頭に浮かんだ人間はいなかった。
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side 舞奈









　インターハイの会場は、一つの大きなお祭りみたいだった。レースの開催日程は四日間だが、厳密に言うと大会自体は八月一日から八月六日の計六日間らしい、ということを舞まい奈なは今知った。一冊五百円で販売されているインターハイのプログラムには、六日間のスケジュールや出場選手名などが記載されている。

　選手たちが練習に励んでいる間、見学に徹している舞奈はテントの中で一人、プログラムのページを捲めくっていた。

　昨日の第一日目は公式練習と検艇・ライフジャケット点検。本日、第二日目は公式練習などの後、十五時から開会式が行われる。そして第三日目、第四日目は５００ｍの競技、第五日目、第六日目は２００ｍの競技がある。

　今回、希き衣えと恵え梨り香かは５００ｍと２００ｍのＷＫ―２に参加する。恵梨香はＷＫ―１にも参加するため、レースの回数が希衣よりも多い。

　さらに冊子を捲っていくと、舞奈が知っている人間の名前もちらほらと目に付く。東京代表は蛇じゃ崩くずれ学園の利と根ね蘭らん子こ。千葉代表は小お見み山やま高校の大おお森もり楓かえでと大森桜さくら。山梨代表は富ふ士じ曙あけぼの高校の神かん田だ優ゆう紀きと堀ほり菜な々な香か。

　同じ埼玉県の越こし井い戸ど高校の欄には宍しし戸ど亜あ美みの名前もある。彼女たちはＷＫ―４で出場している。インターハイの出場枠を得られるのは、県大会での各種目の上位一組だ。埼玉県のＷＫ―１とＷＫ―２の枠はながとろ高校が占めている。

「舞奈ちゃんも練習見に行く？」

　テントの入口を捲り、千ち帆ほが外から中を覗のぞき込んだ。Ｔシャツの上から薄いパーカーを羽織った彼女は、スポーツキャップを被かぶっていない。せっかくお揃そろいで買ったのに、色が派手すぎて被るのが恥ずかしいらしい。

「行きます、檜ひの原はら先生たちはどうしてます？」

「監督会議なんだって」

「会議って何するんです？」

「さあ、それは知らない。進行とか確認するんじゃない？」

　舞奈は簡易椅い子すから立ち上がり、千帆の後を追ってテントから出た。途端に降り注ぐ強い日差しに、思わず両手で庇ひさしを作る。長なが良ら川がわはレガッタコースとして整備されている。川幅が広く流れも穏やかだが、周囲に建築物がほとんどないため日差しを遮るものがない。

「そもそも、このレガッタってどういう意味なんですか？」

「ボートとかヨットとかカヌーとか、小さい舟を使った競技会のことだよ」

「へー」

「ここの会場はよく国際大会なんかでも使われてる。正直、カヌーのレースって開催できる場所が限られてるから、会場もある程度は決まってくるんだよね。精しょう進じ湖ことか」

「関東大会の会場ですよね、富士山があった」

「そうそう。フラットウォーターのスポーツだから、波がある場所じゃほぼダメで、湖とか広い幅の川とかじゃないとダメなんだよねぇ。逆に、スラロームなんかは急流じゃないとできないスポーツなんだけど」

　テントがぎゅうぎゅうに並べられたスペースには通路と区別するようにロープが張られている。『関係者以外立ち入り禁止』と書かれたプレートを跨またぎ、千帆はどんどん足を進めた。

　通路にはたくさんの幟のぼりが並べられ、水色の布がはためいている。風が吹く度、爽さわやかな色彩の布が大きく波打った。河川敷に至るまではなだらかな坂になっている。歩道の側面に生い茂る夏草はところどころ折れていた。恐らく、誰かが踏み込んだ跡だろう。舞奈は鼻から大きく空気を吸い込んだ。川が近いせいで、濃い水の匂においがする。

「せっかくだし、舞奈ちゃんも色々と見ないとね。インターハイの会場に来る機会なんてほとんどないしさ」

「私、Ｔシャツを買いたいです」

「Ｔシャツ？」

「アレですアレ」

　通り過ぎる男子部員たちの背中を指さす。彼らの着ている黒のＴシャツの背中には、虹にじ色いろの筆文字で記された文言が並んでいる。『飛べ　高みへ！』の下には西暦と共にIN-HIGHの文字がデカデカと刻まれていた。

「あー、インターハイグッズ」

「お姉ちゃんたちにお土産を買ってあげようと思ってて。Ｔシャツとか」

「よ、喜ぶかなぁ」

　舞奈を見下ろす千帆が、微かすかに眉まゆを下げる。

「だってカッコイイじゃないですか」

「どっちかっていうと岐阜のお土産とかの方がいいんじゃない？」

「千帆先輩は何をお土産に買うんです？」

「私は明日、おばあちゃんたちが応援に来るから買わないかな。買うとしたら自分用」

　明日のレースには、希衣の家族と千帆の家族が応援にやって来るらしい。千帆自身はレースに出場しないが、祖母がどうしても行きたいと言い張ったらしい。付き添いの久ひさ美みと海う美みはながとろ高校カヌー部にはお馴な染じみの面子メンツだった。

「おばあちゃんたちは今日の夜から来るんですよね？」

「そう。新幹線で来るの」

　会場の最寄り駅は岐ぎ阜ふ羽は島しま駅だ。東京駅から大体二時間くらいで着く。

「宿を押さえるのが大変だったみたいで、結構遠いところになっちゃったみたいだけどね。叔母さんがレンタカー借りるって言ってた」

　千帆が足を止める。会場の中央には巨大テントがあり、その周囲にグッズ販売所や弁当の交換所、ドリンク販売所などが設置されていた。

　グッズ販売所はそこそこ盛り上がっており、他校の部員達も商品を手に取って話していた。ノートやタオルにはインターハイの公式キャラクターであるウイニンくんの絵がプリントされている。「おお！」と鼻息を荒くした舞奈に、「キャラクターもの好きだね」と千帆が笑った。

　結局、舞奈はＴシャツとタオルを買った。明日はこのＴシャツを着て恵梨香たちを応援しようと思う。横にいた千帆も同じＴシャツを買っていた。

　そのままテントへ戻ろうとした千帆を呼び止めたのは、舞奈の知らない他校の女子生徒だった。

「千帆ちゃんじゃん」「久しぶりー」と手を振る二人組が千帆の顔馴染みであることは明らかだった。千帆は手を振り返しながら、「先に帰ってて」と舞奈にこっそりと耳打ちをした。

　軽く会え釈しゃくをし、舞奈はその場からそそくさと離れる。昔からカヌーをやっている人間は大体知り合い、と前に希衣が言っていたが、きっとその言葉は本当なのだろうと思う。

　立ち止まり、周囲を見回す。会場は選手エリアと観客エリアに分かれており、今日はまだ観客エリアに賑にぎわいはない。人が一気に増えるのはレースが始まる明日からだろう。希衣の両親はレースの応援に来るのに、恵梨香の両親が来るという話は聞かない。それってちょっと不思議だな、と舞奈は地面の砂を爪つま先さきで軽く蹴けり上げた。恵梨香のお父さんの顔もお母さんの顔も、舞奈は知らない。これまで大会は何度もあったのに、恵梨香の家族は恵梨香のカヌーにあまり興味がないのかもしれない。

「君、暇なの？」

　背後から聞こえた呆あきれたような声が自分に向けられたものだと、舞奈は初め気が付かなかった。「ねえ」と肩を叩たたかれ、舞奈はそこでようやく振り返る。と、すぐ間近に顔があり、舞奈は思わず「ぎゃあ」と叫んだ。

「君、いいリアクションだねぇ」と愉快そうに笑う女子学生は、随分と大人びた容姿をしていた。長い黒髪をオールバックにし、後ろの高い位置でルーズに束ねている。黒のノースリーブのハイネックに、細身のスキニーパンツ。アイボリーのスニーカーはくたびれていて、かなり年季が入っている。

「もしかして、どこかでお会いしましたか？」

「いや、全然」

　顔を忘れているだけかと思ったが、相手は爽やかに否定した。露出した小麦色の腕は、二の腕辺りで色が違う。肌に境目があるのは、普段は半はん袖そでのＴシャツを着ている証あかしだろう。

「君、ながとろ高校の子でしょ」

「な、何な故ぜそれを」

「Ｔシャツに書いてある」

　言われてみれば、今日は揃いのながとろＴシャツを着ているのだった。舞奈は裾すそを引っ張る。

「そんなに警戒しないで、私は久く慈じ美み晴はる。高校生じゃなくて、墨すみ田だ大学の一年生」

　墨田大学は東京の墨田区にある私立大学だ。箱根駅伝ではいつも十五位から十七位あたりにいるから、舞奈も名前だけは知っている。

「君、明日は出場するの？」

「いえ、私は応援で来ました。まだ大会に出たことがなくて」

「高校デビュー組？　いいじゃん、カヌー人口が増えることは喜ばしいよ」

　彼女はそう言って、巨大テントの方を指さした。中には机や椅子が並べられており、待機中の選手や関係者たちも疎まばらに座っている。休憩所代わりに使う場所だ。

「ね、あっちで話そうよ。時間ある？」

「あります。今は自由行動中なので」

「ふーん。じゃ、ちょうどよかった」

　歩き出す美晴の後を、舞奈は慌あわてて追い掛ける。彼女の身長は一六五センチ程度だが、腕の長さが際きわ立だっている。

「美晴先輩はどこの高校出身なんですか？」

「私？　私は蛇崩学園。知ってるかな、東京の学校なんだけど」

「知ってます知ってます、合同練習とかもしたことありますし」

「今年も合同練習ってやってるんだね。私が高三の時も埼玉の学校と一緒に練習してたよ」

「ってことは、美晴先輩は千帆先輩とか希衣先輩のことを知ってます？」

「んー、名字聞いたら分かるかも」

「天てん神じん千帆と鶴つる見み希衣です」

「あー、知ってる知ってる。あの二人は長いからね、小学校からやってる組ぐみでしょ？」

　パイプ椅子を引く直前、美晴はピタリと動きを止めた。どうしたのだろうと困惑していると、彼女はテント内に設置された長机の奥からパンフレットを一冊取ってきた。『墨田大学』と書かれたパンフレットはそこそこの厚みがある。通販のカタログみたいだ。

「これ、うちの大学」

　そう言って、美晴は今度こそ席に着いた。舞奈も隣の席に座る。

「ウチの大学、カヌーに結構力入れててさ。推薦枠とかも一応あるんだよ。君は大学でもカヌーやる？」

「んー、まだ決めてないです。でも、続けてもいいかも」

「大学のカヌー部は高校とはまた違って面白いよ。関東の大学と関西の大学で雰囲気が違ってて、関東だと結構ガチ勢が多いかな。関西だと逆に緩いとこが多いかも。大学から始める子が多いんだよね」

「なんでそんな違いがあるんですか？」

「さあ？　そこまでは知んない」

　清すが々すがしい答えに、舞奈はぱちぱちと瞬まばたきをした。なんというか、美晴はさっぱりとした性格をしているようだ。

「ここのテントに大学のパンフレットがいっぱい置いてあるのは、勧誘も兼ねてるんだよね。カヌー部目当てに大学を選ぶ子もいるしさ」

「美晴先輩もカヌー目当てで大学を選んだんですか？」

「そうそう、私はスポーツ推薦で入った」

　頰ほお杖づえを突き、美晴は口の片端を引っ張るようにして笑った。厚みのある涙袋が盛り上がる。

「君のとこにいる湧ゆう別べつ恵梨香さんってさ、大学どこに行きたいとか言ってた？」

「え？」

　唐突に出て来た恵梨香の名前に、舞奈は思わず聞き返した。美晴は笑顔を崩さない。

「いやー、同じ高校の子なら何か知ってるかなって思って」

「恵梨香とは進路の話は全然……私たち、まだ一年生なので」

「そうだよねー。ゴメンゴメン、急にこんな話して」

　机の上で、美晴はヒラヒラと手を振った。もしかして、自分に声を掛けて来た理由は恵梨香に近付くためなのだろうか。舞奈は自身の唇の端を指で軽くつねる。相手を警戒しそうになった自分が嫌だった。一人の舞奈を見兼ねて話しかけてくれただけかもしれないのに。

「君、名前は？」

「黒くろ部べ舞奈です」

「舞奈ちゃんね。オッケー、覚えた。新人大会は何で出るの？　シングル？　ペア？」

「両方です。先輩とペアを組む予定で」

「へえ、鶴見さんと天神さんのどっちと？」

「天神先輩の方です。私は普段、千帆先輩って呼んでるんですけど」

　千帆はもう部のテントに戻ったのだろうか。ここからグッズ販売所の様子を窺うかがおうとしても、ちょうど死角になっていてよく見えない。

「そっかそっか」と美晴は大仰に首を縦に振った。相あい槌づちを打っているというより、話を聞いているとアピールしているみたいだ。テレビショッピングのアシスタントのお姉さんの振る舞い方にちょっと似ている。

「あの、美晴先輩は蛇崩学園だったんですよね。じゃあ、誰かとペアを組んでたりしたんです？」

「えー？　私の話はいいでしょ。卒業前の話だし」

「先輩はカヤックですか？　それともカナディアンですか？」

「カヤックの方だよ。女子でカナディアンやってる子はまだまだ少ないねぇ。とはいっても、オリンピック種目に入ったからこれから増えるだろうけど」

「千帆先輩も同じこと言ってました」

「どの種目に出るかっていうのは皆の関心事だからね。カヤックとカナディアンだけじゃない。シングルか、ペアか、フォアか、選択肢がたくさんあるし」

　美晴は右腕を上げ、束ねた黒髪を指で梳すいた。袖がないせいで、腕の輪郭がよく見える。盛り上がった筋肉が皮膚を内側から押し出していた。鍛えられているとすぐに分かる腕だ。

「美晴先輩はいつからカヌーをやってるんですか？」

「中学からだよ。これでも結構速い方なの」

　そう得意げに彼女が腕を曲げて力こぶを見せた刹せつ那な、舞奈の視界の中央に小麦色の腕が飛び込んできた。顔を上げると、立っていたのは蘭子だった。蛇崩の象徴である、黒の夏用ウインドブレーカー。胸元のロゴは金色だ。

「ハーイ、美晴さん。こんなところでなにやってるん。一年にちょっかいかけてる暇あったら一人で茶でもしばきに行ったら？」

　茶デモシバキニ行ッタラ？　どういう意味の言葉かさっぱり分からない。

　首を捻ひねっている舞奈を他よ所そに、二人の会話は進んで行く。

「つれないこと言わないでよ。どう、調子は」

「どうもこうも、まあ、普通ですわなぁ。いつも通り」

「文部科学大臣杯、湧別恵梨香さんと出るって聞いたけど」

「どっから聞いたん」

「コーチ」

「あの人、プライバシーもへったくれもないんやから」

「別に隠すようなことでもないじゃん」

　先輩と後輩の関係であるにもかかわらず、蘭子の口調は砕けている。にやけた口元はいつも通りだが、どことなく態度に甘えが混じっているようにも見える。多分、蘭子は美晴を慕っているのだろう。

「で、美晴さんは何でここに？」

「そんなの、ＯＧとして応援に来たに決まってんじゃん」

「それにしてはコソコソ嗅かぎまわってるみたいやけど？」

「コソコソじゃなくて堂々と嗅ぎまわってるでしょ、勧誘活動よ」

「あんまやり過ぎて警戒されんようにね」

「されるわけないじゃん、蘭子じゃないんだから」

　放たれた台詞せりふに、蘭子はアッハッハッと大口を開けて笑った。会話の切れ目を無理やり見つけ出し、舞奈は慌てて口を挟んだ。

「あの、二人はどういう関係なんですか？」

　二人は顔を見合わせ、互いを指さす。

「先輩と後輩かなぁ」

「付け加えると、去年までペア組んでたってぐらいやわ。ま、自分には関係ないことやけどね」

　そう言って、蘭子は美晴の肩を叩いた。

「それじゃ、うちはそろそろ行くんで。美晴さんもあんま余計なことせんように」

「はーい」

　ひらひらと手を振る美晴に背を向け、蘭子は颯さっ爽そうとその場から去った。翻ひるがえる長い黒髪が、日差しを浴びて輝いている。

　去年、蘭子はインターハイで、５００ｍレースのＷＫ―１で優勝、ＷＫ―２で二位だったと聞いた。二人が組んでいたということはつまり、美晴は去年のインターハイで活躍した選手なのだ。大学にスポーツ推薦で入ったということは、彼女は間違いなく優秀なのだろう。

「蘭子先輩のああいうところ、初めて見た気がします」

「ああいうところって？」

「子供っぽいというか、無邪気というか」

「あの子は元々そういう子だよ。人ひと懐なつっこい性格してて、それが自分の武器ってことも自覚してる。賢い子だよ、とんでもなくね」

　美晴は目を細め、蘭子が去っていった方向を見み遣やる。舞奈は買ったばかりのＴシャツの袋を抱え直した。自身の手の中で、ポリ袋がガサガサと音を立てる。

「舞奈ちゃんもそろそろ行った方がいいね」

「そうですね、ミーティングもありますし」

「じゃ、お土産にこれ、持って行って。暇な時にでも読んでよ」

　そう言って、美晴はパンフレットを差し出した。素直に受け取り、舞奈は袋の中に冊子を詰め込む。

「じゃ、また会場で会ったらよろしく」

　その言葉を合図に、舞奈は席から立ち上がった。久慈美晴。その名前を忘れないように、脳裏に刻み込んでおく。恵梨香に彼女の話をすべきかすまいか、少し迷った。




「でね、美晴先輩って人と会ったの」

　ストレッチする恵梨香の背を、舞奈は後ろからゆっくりと押す。風ふ呂ろから上がったばかりのせいか、彼女の髪からは備え付けのシャンプーの香りがした。自分の髪からも同じ匂いがする。

　ながとろ高校が宿泊している施設は、会場から車で十分ほどの場所にある。宿泊施設は限られているので、複数の学校が同じ施設に泊まっている。

　ながとろ高校に割り当てられたのは和室で、四人で一つの部屋を使っていた。隣には檜原の、違う階に芦あし田だの部屋がある。布ふ団とんは既に並べられており、四人は就寝前のストレッチを行っていた。開脚した希衣が、千帆に押されて自身の腕を伸ばしている。

「美晴って、久慈美晴ちゃん？」

　最初に反応したのは千帆だった。腕を右に倒していた希衣が「あー、久慈美晴」と小さく呟つぶやく。

「千帆先輩、知ってるんですか？」

「一方的にだけどね。蘭子ちゃんの元ペアでしょ？　あの子もかなり速かったよね」

「去年の関東大会のタイムはシングル５００ｍで２分14秒。利根蘭子、大森椿つばき、神田、大森楓に続いて五位だった」

　スラスラと希衣が補足する。「記録を覚えてるんですか？」と恵梨香が軽く目を瞠みはった。

「大体だけどね。大森椿も久慈美晴も、どっちも中学時代から強かったよ」

　大森椿は、双子である大森姉妹の二つ上の姉だ。今は大学生らしい。

「蘭子ちゃん、インターハイで久慈美晴と組んで準優勝した後は、ペアを組むの辞めちゃったんだよね」

「なんでなんでしょう？」

「んー。好意的に考えたら、ある程度満足したとかそういう話になりそうだけど」

　逡しゅん巡じゅんするように千帆が目を伏せる。唇を軽く嚙かみ、千帆は複雑そうに眉根を寄せた。黙った千帆の続きを引き継ぐように、希衣が口を開く。

「元々、インターハイ後に解散するって約束だったって話だけどね。インハイ前ぐらいから利根蘭子はペアをやりたくないって駄々こねてて、出場するかしないかでかなり揉もめたって聞いた。有名な話だよ。『アンタとはやれない』って、インハイのレース後に利根蘭子が久慈美晴に言い放ったって」

「でも、それって不思議じゃないですか？　活躍したのに喧けん嘩かするだなんて」

　それに、舞奈は昼間、蘭子と美晴のやり取りを実際に聞いている。二人の関係性を見ていると、そんなことがあったようには思えなかった。二人共さっぱりとした性格をしているようだから、気にしていないだけかもしれないが。

「そこら辺は私も知らないけどね。ま、気にしなくていいことでしょ」

　髪を束ねていたヘアゴムを抜き取り、希衣は軽く頭を振った。千帆が「もう」と呆れたように笑っている。

　それまで黙っていた恵梨香が、前屈の姿勢のまま首だけを捻った。黒髪の隙すき間まから、彼女の横顔がちらりと覗く。

「舞奈は明日、どこで応援するの」

「観客エリアで海美ちゃん達と一緒に応援する予定だよ。久美さんが混んでて見れそうになかったら、スマホかタブレットで見ようって」

　インターハイの試合内容はネットで中継されている。会場に足を運べない人も、自分の子供の活躍をネットで見守ることができるのだ。

「開会式はどうだった？」

　舞奈の問いに、恵梨香は唇に薄く微笑を載せる。

「関東大会とそんなに変わらなかったかな。規模がちょっと大きいだけで」

「関係者が多いから話も長い」と顔をしかめたのは希衣だ。

「私は好きだけどな。アットホームな雰囲気で」と千帆が笑う。

「舞奈ちゃんはどうだった？」

「高体連の歌があるって初めて知りました！」

「そこ？」

　噴き出すように希衣が笑う。ストレッチを終え、舞奈は恵梨香の背中から手を離した。靴下とジャージの境目に、畳の痕あとが残っている。

「そんなことより、明日は寝坊しないようにね。緊張するかもしれないけど、しっかり寝るように」

　希衣の言葉に、「はい！」と舞奈は片手を挙げて応こたえた。「分かりました」と恵梨香が頷うなずく。この宿泊所に泊まるのも三日目だ、お香のような布団の匂いにも既に慣れている。

　舞奈は掛布団の上に寝転がった。敷布団との隙間から空気が漏れ、ぼふんと間の抜けた音がする。

「明日の予選、頑張ってね」

　笑い掛けた舞奈に、恵梨香は口端を吊つり上げた。不ふ遜そんな笑みが、昼に見た蘭子の表情に重なった。







　八月三日、レース一日目の天気は快晴だった。日焼け止めを塗りたくった檜原からは、ココナッツオイルのような爽やかな香りがする。

「芦田さん、相変わらず気合入ってるね」

「おう、今日は大事な日だしな」

「遠くにいても芦田さんがどこにいるかすぐ分かるよ」

　そう澄ました顔で告げる恵梨香の台詞が、どこまで本気なのかは分からない。ただ一つ言えるのは、髪をオールバックにしている芦田はとにかく目立つということだ。黒地のシャツはよく見たらヘビ柄だし、首元にはゴールドのネックレスが輝いている。さらに、ダメ押しの角ばったサングラス。喫茶店の雰囲気はレトロで可か愛わいいのに、芦田の私服はいつもいかつい。

「今日の最高気温、三八・九度だって。みんな、とにかく熱中症には気を付けて」

　リゾート地のような帽子を被った檜原は、今日はスキニーパンツに白シャツというシンプルな格好だ。薄紫のリネンのストールを首に巻いているが、これは日焼け防止の為ためだろう。

「私たちより檜原ちゃんの方が熱でやられそう」と希衣が舌を出しながら笑っている。

「第一レースの開始時刻は八時だ。今日明日は５００ｍレースだから、六分間隔で出艇する。最初にながとろが出るのは、十時四十二分からの第二十八レースだ。ＷＫ―１に恵梨香が参加する」

　恵梨香がコクリと頷く。芦田は確認を続けた。

「で、昼休み明けの十三時十二分からの第四十一レース、ＷＫ―２に鶴見さんと恵梨香の二人が参加する。今日は予選レース、明日に準決勝、決勝のレースだ。タイム的には予選通過は堅いが、本番は何が起こるか分からない。気を緩めないように」

「はい！」

「ちょうど、今日明日は風も弱いし、波も穏やかだ。好タイムが出やすい環境になってる。自分たちの漕こぎが出来れば大丈夫だ」

　芦田の日に焼けた頰の、右側だけがぐっと上がる。ニヒルな笑みは、今の芦田の出いで立たちによく映えた。

「基本的に私も応援席にいるけど、急用の場合はスマホに掛けてくれたらいいから。四人とも、とにかく水分補給をこまめにね。もし身体からだに異変があったら絶対に我慢しないように」

「はーい」

　檜原の指示に、四人は明るく返事する。芦田に比べて、檜原相手だとどうにも空気がしまらない。舞奈はウエストポーチの中身を覗いた。ポーチの収容スペースのほとんどを、ペットボトルが占めている。

「恵梨香ちゃん、頑張ってね」

　千帆が恵梨香の前に立ち、高い位置にある顔を見上げる。明るいピンク色のキャップを被り直し、恵梨香は「はい」と短く頷いた。その眉根が微かに寄ったのを見て、気が立っているのかもしれないと舞奈は思った。

　恵梨香はレース前に緊張しない選手だ、そうずっと思っていた。だけどその認識は正しくなかったのかもしれないと、舞奈は最近感じている。

　関東大会で蘭子に負けたのが理由なのか、試合前の恵梨香はちょっとだけ冷たい空気を纏まとっている。夏の日の早朝みたいな、澄んでいて、どこか鋭い空気だ。爽やかな緊張が肌の表面に纏わりついて、さわさわと触覚をくすぐるような、そんな感じ。

　恵梨香と蘭子は今日の予選レースでは一緒に漕がない。直接対決ではないが、それでもタイムは貼はりだされる。

「ま、予選は気楽にいこうよ」と希衣が恵梨香の背を叩く。こちらはこちらで、希衣らしくない台詞だと思った。二人共、大舞台を前に少し浮足立っている。

「私、ばっちり応援してますからね。やったれながとろ！」

　拳こぶしを振り上げた舞奈に、檜原だけが「おー！」と調子を合わせてくれた。




　観客エリアといっても、レース会場は河川敷だ。スタジアムのように席があるわけではなく、レジャーシートを敷いたり、折り畳み椅子を持って来ていたりと様々だ。保護者、部員、ＯＢ・ＯＧ、大会関係者。様々な人間が、川岸に沿うようにして並んでいる。人気スポットはやはりゴール付近だが、ながとろ高校一行はコースの中腹辺りにいる。この辺りの方が空すいていて見やすい。

　千帆、希衣、舞奈は並んでレジャーシートの上に座って、のんびりとレースを観戦していた。檜原は折り畳み椅子に座り、芦田はテントの方で関係者と話している。

　現在、男子カナディアンシングルのレースが進行中だ。この次に、ＷＫ―１のレースが始まる。

　舞奈は首から提げた双眼鏡を目に当てた。祖父が野鳥を見るために購入し、それから三年もの間、簞たん笥すの肥やしにしていた代しろ物ものだ。ピントをしっかり合わせると、カヌー上にいる選手の服の柄までよく見える。視野は狭まるので観戦には不向きかもしれないけれど。

「うわー、１５９番の人めちゃくちゃ速いです」

　第二十二レース、Ｃ―１予選第四組では福島県の芦あし田だ知ち高校の三年生が他を引き離してゴールしていた。出場選手はゼッケンをつけており、シングル、ペア、フォアごとにそれぞれ番号が与えられる。

　舟は出場三十分前に配艇され、後から艇の後ろに番号の書かれた小さなプレートのようなものを取り付ける。

「ちょっと、６と９間違ってるよ」

「あっ、上下逆で取り付けてた！」

「あぶねー！」

　なんて声が時々聞こえるが、これは艇番を固定する時にたまに起こる事故だ。

「芦田知高校は福島の強豪で男子も女子も強いよ。東北は強い学校が多いんだよねぇ」

　パンフレットを捲りながら、千帆がしみじみと呟く。日本列島は縦に長いから、練習環境も全然違うらしい。

「檜原先生、おはようございます」

　背後から掛けられた声に振り返ると、アップになった久美の横顔が視界に飛び込んでくる。舞奈は慌てて双眼鏡を下ろして立ち上がった。

「あらー、おはようございます。もうすぐ湧別さんのレースですよ」と檜原がにこやかに応じている。久美の足元には寄り添うように海美がおり、その傍らにしゃんと背筋を正した千帆の祖母が立っていた。少し離れた場所からは三人家族がこちらに向かってきている。父親と母親と、中学生くらいの娘だ。「お父さん」と希衣が舌打ちしていたので、これが鶴見家であることは間違いないだろう。

「おはよーございまーす」

　間延びした挨あい拶さつをする少女は、髪を複雑にセットしていた。ハーフアップにされた黒髪の隙間から、ド派手な蛍光ピンクが覗いていて驚く。ぱっちりとした二重瞼まぶた、上を向く睫まつ毛げ。しっかりと化粧の施された彼女の肌色は、舞奈たちよりもずっと白い。

「これ、うちの妹」

　希衣がため息交じりに妹の肩を叩く。彼女はグレーの日傘を差しており、さらに長袖長ズボンという完かん璧ぺきな日焼け対策を行っていた。

「どうもー。今日は親の付き添いでお姉ちゃんの応援に来ました。本当は来たくなかったけど」

「なんでアンタはそう失礼なこと言うかな」

「自分に正直なだけだもーん」

　舌を突き出し、希衣の妹は茶目っ気たっぷりに笑った。自分が愛されていることを確信している振る舞いだった。

「希衣、今日は頑張るんやぞ！　目指すは優勝！」と希衣の父親が鼓舞するような言葉を発しているが、希衣はそれを見事にスルーしている。反抗期というやつか、と舞奈はちょっと彼が可か哀わい想そうになった。

　大人たちがやいやいと世間話に花を咲かせている中、退屈になったのか、海美が舞奈の傍へと歩み寄って来る。

「舞奈ちゃん、私も一緒におねえちゃんの応援する」

「一緒に見ようね」

「うん」

　コクコクと頷き、海美は舞奈の傍らで三角座りをした。希衣の妹はどうするのだろうかと思って後ろを振り返ると、彼女は早々に日陰に避難し、退屈そうにスマホを弄いじっていた。

「今日は希衣ちゃんは出ないの？」

　海美の問いに、希衣が頰を強こわ張ばらせる。口角を上げ、彼女は意図的に笑みを浮かべた。

「私は午後から出るよ。まずは湧別さんが一人のレースに出る」

「ここにいる人たち、皆カヌーしてるんだね。カヌーをしてる人って、こんなにいっぱいいるんだ」

「ずっと続けてたら、海美ちゃんもレースに出られるかも」

「本当？」

「まだまだ先の話だけどね」

　海美は立ち上がると、中腰になって岸から水面を覗き込んだ。誤って落ちたりしないように、その背中を千帆が支えている。

「今日ね、おばあちゃんが楽しみにしてたよ」

　水をじっと見つめたまま、海美が言った。千帆が柔らかに微笑ほほえむ。

「新幹線、一緒に乗って来たんでしょう？」

「うん。ピッてやつもやった」

「ピ？」

　首を傾かしげる千帆に、舞奈は後ろから「改札のことじゃないですか」と解説を付け加える。海美はＩＣカードを改札に押し付けるような動きをした。

　舞奈はちらりと横を見る。立ち上がった希衣は、千帆の祖母と何やら親しげに会話を交わしている。海美がふふんと嬉うれしそうに鼻を鳴らす。

「海美も、舞奈ちゃんと一緒に乗りたいな、カヌー」

「私が上う手まくなったらね」

「んー、今も上手いよ」

　屈託のない海美の言葉に、舞奈の顔はだらしなく緩んだ。何と言っていいか分からず、照れ隠しに頭を搔かく。千帆は海美の手を引くと、レジャーシートの上に座らせた。その背後で、レース結果の放送が流れている。

「行われましたレースの結果をお知らせいたします。レース番号二十四、女子カヤックシングル、予選一組。一着、第七レーン。富士曙高校、神田優紀。タイム、２分８秒６３２……」

　放送が流れた瞬間、少し離れた場所から歓声が聞こえた。恐らく、富士曙高校の部員達だろう。何の気なしに双眼鏡越しに様子を窺うと、その中にペアである堀の姿がないことに気付く。別の場所でウォームアップを始めているのだろうか。

「10秒切ったんだ」と千帆が真ま面じ目めな顔で呟く。舞奈は双眼鏡を目に当てたまま千帆の方を向いた。拡大された千帆の耳がぴくりと震えた。

「舞奈ちゃん、それちゃんと見えてる？」

「んー、見えすぎて逆に見にくいです」

「だろうねぇ」

「舞奈ちゃん、それ貸して」

　水面をじっと眺めていた海美が、舞奈の手から双眼鏡を取り上げる。覗き口に右目をつけ、海美はきょろきょろと周囲を見回した。

「舞奈ちゃんがすごく近いよ」

　あはは、と海美の口から無邪気な笑い声が漏れる。初めて出会った時から、随分と変わったなと思う。以前ならばきっと、海美はこんな顔を見せてはくれなかった。彼女が子供らしい一面を見せてくれるようになったのは、カヌーを始めてからだった。

　舞奈は海美の頭を軽く撫なで、三角座りをした膝ひざ小こ僧ぞうに自身の顎あごを載せた。日光が背中に居座っているせいで、身体の後ろ側がやけに暑かった。




　それからも次々とレースが行われ、舞奈達の耳には知っている人間の記録の知らせが届いた。

　第二十五レースの一着は千葉県小見山高校の大森楓。タイムは２分10秒３１２。

　第二十七レースの一着は東京都蛇崩学園高校の利根蘭子だった。圧倒的な差を付けてゴールラインを越えた蘭子の一〇秒後に、次々と他の選手がゴールし始める。舞奈は目を細め、スタートラインを見遣った。次は第二十八レース、恵梨香の番だ。

「Ready set go!」

　合図と共に、艇が一斉にスタートする。撒まき散らされた飛沫しぶきが太陽光に反射して煌きらめく。赤、青、緑。たくさんの艇の中で、やはり飛び抜けて速いのが恵梨香だった。パドルを持つ長い腕が、優雅に空気を搔く。一定のリズム、一定の速度。まるで機械みたいな正確さで、彼女は淡々と前進した。

　普段の恵梨香を見慣れている部員なら、それが彼女の実力の八割程度だとすぐに分かるだろう。予選レースの場合、九人の内の七位以上と八位のベストタイムの選手が準決勝へと進める。

「恵梨香ちゃんもレース慣れして来たね」と千帆が感心したように言った。少し前の恵梨香なら、体力を温存するなんて器用なことは出来なかった。

　結局、他の選手に大差をつけ、恵梨香は一番にゴールラインを越えた。ここからゴールラインの様子は鮮明には見えないが、それでも分かるくらいの圧倒的な差だった。

「じゃ、次の出番はＷＫ―２か」

　立ち上がる希衣に、「頑張ってください」と舞奈は声を掛ける。「当たり前」と希衣は口角を上げ、恵梨香の元に向かって歩き出した。

「希衣ちゃん、どこにいったの？」

　双眼鏡から目を離し、海美が尋ねる。

「恵梨香に会いに行ったんだよ。調子確認しに行ったんじゃないかな、午後はペアだし」

「恵梨香ちゃんと希衣ちゃんは一緒に乗るんだよね？」

「そうだよ、ペアだからね」

「二人は一番速いの？」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしが、舞奈へと向けられた。舞奈は大きく首を縦に振る。

「そうだよ。きっと、二人は一番速い」




　ＷＫ―２の予選レースは、十三時から行われた。各予選八組中七位まで、さらに各レースの八位のベストタイムが準決勝へ進出する。

　恵梨香と希衣が参加する予選レースは、第四十一レース。ＷＫ―２の予選三組目だ。京都、鹿児島、埼玉、福島、鳥取、岐阜、愛媛、熊本の八組が参加する。

「あ、そろそろＷＫ―２のレースが始まるよ」

　腕時計を見下ろし、千帆が言った。恵梨香たちの試合が近付いて来たため、ながとろ高校関係者が続々と観客エリアに集まって来る。先ほどまで千帆の祖母たちは、暑さに耐えかねて冷房のきいた近くの会館に避難していた。

　ＷＫ―２はＣ―２のレースの後だ。ＷＫ―２の予選一組目は、新潟、山梨、茨城、福岡、沖縄、香川、静岡、兵庫の八組だ。山梨からは富士曙高校の神田・堀ペアが出場する。

「おねえちゃんまだかなぁ」と海美は先ほどから何度もプログラムを捲っていた。戻ってきてすぐはレース一つ一つに目を輝かせていたのだけれど、既に飽き始めているらしい。舞奈の背後では希衣の母親と妹がなにやらコソコソと言い合っている。

「アンタお姉ちゃんのことちゃんと応援しなさいよ」

「どうせ予選なんだからいいじゃん、どうでも」

「何のために岐阜まで来たのよ」

「お母さんが来いって言うからじゃん、大体お姉ちゃんがそこそこ速いのは分かってるし」

「アンタ、インターハイよインターハイ。もっと有難がりなさいな」

「えー。ってか、お父さんは？」

「芦田さんと喋しゃべってる。スタート地点近くで見るんだって」

「お父さんはしゃいでたからなー。マジ最悪」

　言葉はとげとげしているが、妹の方も姉を応援する気持ちはあるらしい。現に、先ほどから彼女は帽子代わりにインターハイタオルを頭に掛けている。その耳じ朶だに光るピアスに、舞奈はドキリとした。大人っぽいと思った。

「只ただ今いま、発艇いたしました」

　放送と共に、予選一組目の舟が一斉に漕ぎ始める。舞奈は手で庇を作り、遠い水面に目を凝らした。艇は早々に差がつき始めている。

　都道府県によって速さにバラつきが出るのは仕方のないことだ、なんせ競技人口に差がある。ペアやフォアに至っては参加数自体が都道府県数の四十七組を下回っているが、これはそもそもチームを組める高校がない県があることが原因だ。もっとカヌーの人気が高まって競技人口が増えたら、この問題も解決するに違いない。

「なんかおかしいね」

　赤色のカヌーを指さし、千帆が表情を険しくした。その先にあるのは、富士曙高校の艇だった。揃いの格好をした神田と堀の二人がパドルを動かしている。蛇行運転というほどではないが、先程から艇自体がフラフラしている。嚙み合っていないと表現するのが正しいだろうか。水飛沫が派手な割に、艇が上手く進んでいない。

「メンタルか、怪け我がか……」

　口元に手を添え、千帆が呟く。

「でも、神田先輩はさっきすっごく調子よかったですよね」

　舞奈が傍らで声を潜めて言うと、千帆はこちらの視線に気付いたように眉み間けんの皺しわを和らげた。

「ペアは一人だけのものじゃないからね」

「堀先輩の方に問題があるってことですか？」

「それか、二人共全く問題ないのかもしれない。ただ、嚙み合ってないだけで」

「本番で急にそんなことが起こるなんて、あるんですかね」

　その問いに、千帆は自嘲染みた笑みを浮かべた。二つに結った髪の先端を指でほぐし、彼女は軽く目を伏せる。

「全然あるよ。なんの理由もなく、急に当たり前のことができなくなったりね。その瞬間だけ、何故か色々忘れちゃったり。どうやって漕ぐんだっけって、急に混乱したりする」

「こ、こわい……」

「スランプは誰にだってあり得ることだから。あの二人、今回はダメかもしれないね」

　そうあっさりと言ってのける千帆の冷静さが、舞奈には少し恐ろしい。だけど、カヌーを長く続けてきた千帆にとって、こんなことは日常茶飯事なのかもしれない。全すべての人間が万全な状態で挑める大会なんて、きっと存在しないのだ。

　結局、神田と堀は五位だった。準決勝進出は確定だ。

「さ、そろそろ希衣と恵梨香ちゃんだよ」

　暗くなった舞奈の心情を察するように、千帆が背中を優しく叩く。丸くなっていた背を無理やり伸ばし、舞奈は大きく息を吸った。

　いよいよ、予選三組目のレースが始まる。

「只今、発艇いたしました」

　ポーンという発艇音から少し遅れて、会場に放送が響き渡る。希衣と恵梨香のゼッケンに記載された数字はそれぞれ、１３０と１３１だ。

　二人の映像を、千帆がビデオカメラに収めている。二人を見失うことはなかった、なんせスタートからずっと一番だったから。

「お姉ちゃん頑張れー！」

　舞奈の背後で、希衣の妹が腹から声を出している。先ほどまで澄ました顔をしていたというのに、切り替えが早い。

「ながとろファイトー！」

「あともう少し」

「いけるいける」

「落ち着いていけー」

　皆が一斉に叫ぶから、声援が入り混じっている。海美は両手を自分の口に添え、「頑張れー」と声を張り上げていた。

　二人はゴールまでずっと順位を保ったままだった。周囲をひやひやさせる瞬間が一度もないままに、ゴールラインを越えた。

「やった！」

　万歳をした舞奈の動きを勘違いしたのか、希衣の妹も両手を上に構えた。ぱちん、と明るい音を立てたハイタッチ。それを見ていた海美もやりたいと言い出し、少しの間、周囲はハイタッチ大会みたいになってしまった。

「明日は期待できるね」と千帆が笑う。

　雲の切れ間から顔を出した太陽が眩まぶしかったのか、彼女はゆっくりと目を眇すがめた。






[image: ]














side 希衣









　浴槽に肌が浸つかった瞬間、ピリピリとした痛みが走る。カヌーを漕こいでいる時の摩擦のせいで、肌が傷いたんでいるのだ。希き衣えは尾てい骨辺りを擦さすりながら、大きな浴槽の隅に座った。

　インターハイ三日目、つまりはレース開始一日目。ＷＫ―２の予選レースを無事突破し、いよいよ明日は準決勝と決勝だ。

　髪をタオルで巻きなおし、希衣は手で掬すくった湯に顔を押し付けた。現実逃避をするためだ。

「はああああああああ」

　隣からの聞こえよがしの溜ため息いきを、希衣は先ほどからずっと無視し続けている。心底面倒ごとに巻き込まれたくない。

「ちょっと、聞こえてるんでしょー？」

　湯船で三角座りをしながらこちらにちょっかいを掛けてくるのは、富ふ士じ曙あけぼの高校の堀ほり菜な々な香かだ。レース疲れもあり、わざわざ人のいない時間を選んだというのに、まさか一番ヤバい奴やつと重なるとは。黙って風ふ呂ろから上がろうとした希衣の腕を、堀が引き留めるように摑つかむ。

「まあまあまあ……」と堀はなだめるように言ったが、そもそもなだめられる筋合いはない。

「いやもう、なんなのさっきから意味ありげに溜息吐ついて」

「え？　私ってば溜息吐いてた？　全然気付かなかったー」

　わざとらしく目を丸くする堀に、希衣は諦あきらめて再び浴槽に浸かった。早く誰か来ないだろうかと脱衣所の方を見るが、すりガラスのむこうに人影はない。

「私のこと探してたのは知ってる。一応、堀さんのこと探しはしたんだよ。神かん田だには探すなって言われたけど」

「神田ってばそんなこと言ってたの？　ひどい、神田の癖に！」

「痴話喧げん嘩かに私を巻き込まないでよ、二人で解決して二人で。どうせ、今日の予選レースでグダグダだったのもそれが原因なんでしょ？」

　希衣の言葉に、堀は拗すねたように頰を膨らませた。カヌー部員には珍しく、彼女の肌はほとんど日焼けしていない。入念な日焼け対策のおかげだろう。きめ細かい白い肌が、掛かる水滴を弾はじいている。

「神田が悪いんだもん」

「何が」

「私は悪くないもん」

「だから何が」

「神田のあほー、ばかー、まぬけー」

　そう言って、堀は自身の両目を手で覆おおった。白い湯気の立ち込める水面で、堀の肌の色が揺らめいている。

「もう子供じゃないんだから。そんなんじゃ分かんないでしょ」

「高校生は子供ですー」

「おい、三年。もう選挙権あるでしょ」

「うわーん、後輩が意地悪」

　オーバーな泣き真ま似ねをする堀を無視して浴槽から上がろうとすると、再び腕を摑まれて阻止された。本当に世話が焼ける先輩だ。思わず深い溜息が漏れる。

「分かった分かった。で？　結局、神田と何があったの」

「聞いてくれる？　神田ってばね、指定校推薦貰もらったから墨すみ田だ大学に行くとか言うの！」

「はあ？」

　それの何が問題なのだろうか。墨田大学と言えば、カヌーにかなり力を入れている東京の大学だ。山梨県から上京する必要はあるが、整った環境でスポーツに打ち込むことが出来る。神田にとっては渡りに船の申し出だろう。

「はあ？　じゃないよ。私を置いていくってことだよ？　断るべきでしょ、推薦なんて」

「いやいやいや、自分が何言ってるか分かってる？」

「だって、私が『行かないで』って言ってるんだよ？　神田は従わなきゃダメでしょ。ずっと昔から、一緒に漕ぐなら堀とじゃないとって言ってた癖にさ」

「わがまますぎるでしょ」

「わがままなのが私でしょ？　可か愛わいい菜々香ちゃんのことを置いて東京に行くなんて神田は薄情すぎる」

　じたばたとお湯を搔かく先輩に、希衣は頰を引き攣つらせた。わがままの前に超をつけるべきだな、としみじみと思った。

「神田が放っとけって言った意味が分かった」

「なんでよ」

「大体、堀さんも墨田大学行けばいいじゃん。指定校推薦貰えば？」

「貰えてたら行くに決まってるでしょ。校内選考で通ったの、神田だけだったの！」

「あー……神田って意外と先生ウケ良いしね。じゃあ、スポーツ推薦を狙ねらうしかないんじゃない？　あとは一般入試か。あの大学、偏差値五十くらいでしょ？　別に高望みってわけでも──」

「私、勉強出来ない！」

「そんな自分からハッキリ言う？　清すが々すがしい馬ば鹿かじゃん」

「うるさい、神田よりは馬鹿じゃないし」

「いや、神田より馬鹿だったら色々と絶望的だよ」

　神田が勉強が苦手なことは有名な話だった。アメリカの首都は？　という質問に、自信満々にパリと答えた過去のある女だ。

　堀は一つに束ねてある自身の黒髪を結び直した。長い黒髪は水分を吸って艶つややかに輝いている。彼女は長い睫まつ毛げを軽く伏せ、それからか細い声で呟つぶやいた。

「希衣ちゃんは、なんで千ち帆ほちゃんを見限ったの」

「そもそも見限ってないけど」

「でも、湧ゆう別べつ恵え梨り香かに乗り換えたじゃん」

　俯うつむいたまま、堀が唇を尖とがらせる。責めるような口ぶりだった。彼女がわざわざ自分を探してまで聞きたかったことは、きっとこれなのだろう。

「乗り換えたわけじゃないよ。私も神田も」

「神田のことは聞いてない」

「でも、本当はそれが聞きたいんでしょ」

「神田のことはアンタより私の方が知ってるもん」

「じゃあ後輩に余計な八つ当たりしないでよ」

「別に八つ当たりじゃないし」

「八つ当たり以外の何物でもないと思うけど」

　頰を膨らませ、堀は湯船に首まで浸かった。浴槽に伸ばした脚が水面越しに揺らいで見える。

　その時、脱衣所に繫つながる引き戸が横へと開いた。顔を見せたのは利と根ね蘭らん子こだった。やたらと高い位置にある腰、くびれ、割れた腹筋。実用に特化した筋肉を纏まとった、美しい身体からだだ。

　蘭子はこちらを一いち瞥べつし、そのまま無視して洗い場へと向かった。プラスチック製の椅い子すを取り出し、その上に腰掛ける。足が長すぎるせいで、やけに窮屈そうだった。

「って、挨あい拶さつぐらいしなさいよね」と、堀が果敢に話し掛ける。蘭子は振り返ると、「あぁ、関東大会ぶり」と軽く目を細めた。

「ねえ、利根はどうして久く慈じ美み晴はると乗らなくなったの」

　地雷原を無造作に踏み歩くような堀の問いに、希衣は目を剝むいた。普段の堀ならば絶対にこんな不用意な言動はしない。彼女は計算高い女だから。

　怒るかと思ったが、蘭子の表情は変わらなかった。

「めっちゃ急やな。どうしたんですか、センパイ」

「別にどうもしてないけど」

「予選レースでタイムが落ちたんはそれが原因？」

　蘭子の言葉に、堀はぐっと唾つばを呑のんだ。蘭子は鼻を鳴らすと、こちらに背を向けて長い黒髪を洗い始めた。

「ええやん、スランプなんて誰にでもありますって」

「別にスランプじゃないですぅ。ただちょっと、ペアの心理を研究してるだけ」

「今更やってるん？　カヌー始めて何年目ですか、もう少し上う手まい言い訳あるでしょ」

　アッハッハ、と髪の毛を洗いながら蘭子が笑う。内容は厳しい割に、口調は軽い。

「うちがシングルに絞るようになったのは、別に喧嘩とかそういう理由ちゃいますよ」

「じゃあどんな理由だったの」

「好きな相手に対してムカつくのが嫌やっただけ」

　はぁ、と堀が曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。意味が分からないと言いたげだった。

「どういうこと？」

　代わりに尋ねてやった希衣に、堀が満足そうに水面の下から親指を立てた。コイツは本当にイイ性格をしている。

「うちさ、美晴さんのこと好きなわけですよ。先輩としても尊敬してるし、友達としてもめっちゃ好き。でも、ペアでやってると粗が目に付く。もっと能力の高い人間と組みたいと思う。苛いら立だつ自分が気になって、些さ細さいなことに引っ掛かる」

　蘭子の手が鏡に触れる。流れ落ちる泡が背中を伝い、タイルの敷き詰められた床へと落ちた。

「そういうの、時間の無駄じゃないですか。それで、自分が苛つかん人間とだけ乗ることに決めたんです」

「わがままじゃない？」と堀が口を尖らせる。一体どの口が言っているんだか。

「利根さんにとって、久慈さんと乗ることは苦痛だったってこと？」

「乗ることそのものじゃなくて、乗って苛立ってる自分を抑えるのが苦痛やった。ほら、うちって意外と慎ましい性格してるから。あんまり先輩相手にガミガミ言いたくないのよ」

　話は終わったと言わんばかりに、蘭子がシャワーのハンドルを捻ひねる。フックに掛かったシャワーヘッドから勢いよくお湯が飛び出し、彼女の髪に付いた泡を流し落とし始めた。

　額に滲にじんだ汗を濡ぬれた手で拭ぬぐい、堀はその場に座り直す。湯のせいで噴き出した汗は既に蒸気と区別が付かない。

「んー、今の回答じゃ困る。もっと私にとって良いこと言って欲しいんだけど」

「堀さんってやっぱヤバい奴だ」

「全然ヤバくないもん」

「神田が苦労するの、マジで分かる」

「神田だって私に振り回されるの好きだし。お互い分かってやってるからいいの」

「そこまで仲いいなら、大学違っても大丈夫だって。堀さんはそんなに神田と違う大学に行くのが嫌？」

「厳密に言うとそれも違う。私が先に大学が決まってて、その後神田が別の大学に行くならいいの。でも、今の状態だと私が捨てられたみたいでしょ？　それがイヤ」

「じゃ、やっぱ勉強して堀さんも同じ大学に行くしかなくない？　あと半年でしょ？　勉強しなよ」

　──それか、インハイで結果を出してスポーツ推薦枠を勝ち取るか。

　思考は口に出さなかった。希衣が隣を見ると、三角座りした堀が膝ひざを抱きかかえたまま、「でもさぁ」だの「めんどくさい」だのとぶつぶつと文句を言っていた。

　希衣は湯船に両手を沈め、水鉄砲の要領で堀の顔へとお湯を飛ばした。「へぶっ」と堀が間の抜けた悲鳴をあげた。

「何すんの」

「のぼせるからそろそろ上がる」

「えー」

　立ち上がると、ざばりと水が動く音がした。手て桶おけに入れた湯を希衣が身体に掛けていると、頭を洗い終えた蘭子が首だけでこちらを振り返った。

「堀さん」

「何よ」

「馴なれ合いと友情は別もんちゃいますか。いくら離れるのが怖いからって、神田さんの覚悟を茶化すのはどうかと思いますけどね」

　濡れた髪を手で絞り、蘭子は前髪を搔き上げた。

「ま、知らんけど」

　無責任な言葉で締めくくり、蘭子は再びシャワーを浴び始めた。何か反論するだろうかと希衣は堀の方を見み遣やったが、意外なことに、彼女は口元に手を添えて黙り込んでいた。垂れる黒髪が、その白い頰に重たく張り付いていた。




　夜のミーティングの間も、希衣の意識は大浴場での出来事に引っ張られていた。明日は大事なレースだというのに、大浴場での会話が記憶から離れない。和室には既に布ふ団とんが敷かれ、舞まい奈なは寝息を立てている。まだ電気は点ついているというのに、応援でよっぽど体力を使ったのだろう。

「明日は寝坊しないようにしないとね」

　乾いた洗濯物を畳みながら、千帆が薄く微笑ほほえんだ。部屋の冷房はしっかり作動していて、室内温度は二八度に保たれている。本当は二四度くらいが好みだが、風か邪ぜを引いたら困るから我慢だ。

「明日のレースは八時からですね。Ｋ―１からです」

　プログラムに目を通し、恵梨香が目覚まし時計をセットしている。わざわざ家から持参したそれは、蚊の鳴くような音量でしか鳴らない。それでも恵梨香は鳴る直前に気配を察して目が覚めるらしい。本当に目覚まし時計が必要なのか、それともお守りのようなものなのか。謎なぞは深まるばかりだ。

「レース前に軽くアップしたいから、五時起きかなぁ」

　明日のレースは朝八時に開始し、最終レースは十三時だ。昼休みを挟み、十四時三十分からは種目別の表彰式となる。

「湧別さんの家族は結局、応援には来ないの？」

「そうですね」

「家で中継見てるとか？」

「いえ、二人共、私がどうなろうと興味がないので」

　淡々とした口調だった。輪郭に沿うようにして伸びた黒髪が、彼女が視線を下げる度に微かすかに揺れる。

「それってひどくない？」

　希衣の言葉に、恵梨香は無表情のまま小首を傾かしげた。

「何がです？」

「だって家族でしょ？」

　インターハイ出場だなんて、一世一代の大イベントだ。だからこそ希衣の家族は全員応援に駆けつけているわけだし、久ひさ美みや海う美み、千帆の祖母も岐阜までわざわざやって来た。しかも、レース慣れしている希衣や千帆の家族と違い、恵梨香にとってはこれがカヌー生活初めての大舞台なのだ。娘の様子が気になるのが普通だろう。

　こちらの不満を読み取ったように、恵梨香が眼まな差ざしを和らげる。その傍らで眠る舞奈は、布団の中で胎児のように丸まっていた。

「私たちはこれでいいんですよ。互いに期待しない、だけど支援はする。そういう関係なので」

「どういう意味？」

「父も母も、私がカヌーをすることに興味はないんです。でも、カヌーに必要なものは全すべて与えてくれます。トレーニングの道具も、こうして遠征に掛かる費用も。それが親の義務だと二人は考えているので。だから二人にとって、私が一位だろうと最下位だろうと、どうでもいいことなんですよ」

「どうでもよくはないよ、きっと。もし恵梨香ちゃんが優勝したら家族の人たちも喜ぶと思うけどな」

　フォローする千帆の言葉に、恵梨香が静かに首を横に振った。

「いえ、喜ばなくて別にいいんです。私は両親を喜ばせるためにカヌーをしているわけではないですし、両親もそれを理解しています。期待の無い関係性は、悪いことばかりじゃないですよ」

　冷静な反論に、希衣と千帆は顔を見合わせた。同情が先走りしてしまったことに、少し決まりの悪さを覚える。恵梨香の台詞せりふは本心だろうか、それとも幼い頃から染しみ付いた強がりだろうか。後者だったら、何とかしてやりたいと思う。だけど前者だったら、そう思う自分たちの感情はただのエゴでしかない。

「それに、私には芦あし田ださんがいますし」

　はにかむようにそう言って、恵梨香は目を伏せた。枕まくらを動かし、彼女は掛布団の端を捲めくる。

「恵梨香ちゃんは芦田さんの為ために頑張るの？」

　布団の中に入ろうとした恵梨香を引き留めたのは、千帆の問いかけだった。普段は二つに束ねている黒髪を、今は下ろしたままにしている。じっと恵梨香を観察する千帆の双そう眸ぼうは、凪ないだ湖面のように穏やかだった。

「分からないですけど、芦田さんに喜んでもらいたいとはずっと思っています。でも、今はそれだけじゃなくて……ただ、勝ちたいって気持ちもあります」

「勝ちたいって誰に？」

「蘭子さんに」

　即答だった。狭い室内に、恵梨香の凜りんとした声が響く。希衣は胡坐あぐらを搔いたまま、「ふーん」と唸うなるように呟いた。首筋に手を添え、まだ湿りけの残る髪を下から上へと逆立てる。

「闘争心、ちゃんとあるんだ」

　関東大会前までの恵梨香なら、きっと蘭子の名前は出さなかった。それどころか、カヌーに乗れるだけで楽しいです、なんてことを平気な顔で言っていただろう。

「私は二人がペアで優勝するところも見たいな」

　そう言って、千帆は正座だった足を崩した。

「ライバルは蘭子ちゃんだけじゃないよ」

「はい、それは分かってます。堀先輩と神田先輩も強敵ですし、後は大おお森もり先輩達も。関東大会にはいなかった学校もありますし」

「大森姉妹はともかく、堀さんと神田はどうかなぁ」

　先ほどの浴場での会話を思い出し、希衣は深々と溜息を吐ついた。掛布団の上で大の字になり、軽く目を瞑つむる。瞼まぶた越しに、蛍光灯の光が刺さった。

「あの二人、今日は不調だったし」

「でも怪け我がじゃないんでしょ？　メンタルの問題だったらどうなるか分からないよ」

　希衣は片目の瞼だけを上げる。こちらを見下ろしている千帆が微かに眉まゆ尻じりを下げた。

「あの二人が土壇場に強いの、希衣なら知ってるでしょ」

「まぁー、長い付き合いですから」

「油断しないようにね」

「しないよ。そんなの、したことない」

　だって、自分の実力は自分が一番理解しているから。利根蘭子という圧倒的なスター選手がいるから搔き消されがちだけれど、神田も堀も、大森姉妹も、同世代の中では飛び抜けて優秀な選手だと知っている。

「明日は勝つよ」

　呟いた希衣の言葉に、恵梨香は「はい」と力強い返事を寄越した。




　翌朝、恵梨香の目覚まし時計が鳴る十分前に目が覚めた。障子をすり抜ける朝日のせいで、部屋はぼんやりと青く光っている。布団を捲り、希衣は窓へと近付いた。三人はまだ眠っていて、室内では打ち寄せる波音のような穏やかな寝息が聞こえていた。

　障子を少し開けると、覚かく醒せいしつつある街の様子が窺うかがえた。道路では疎まばらに車が走り、同じ施設に宿泊している選手の中にはもう外を歩いている人もいる。

　障子の隙すき間まから、白い光の帯が伸びている。透き通る青色をした空気に引かれた、ぼんやりとした境界線。それが、恵梨香の身体に掛けられた布団の上を走っている。

　希衣は自身の手を見下ろした。昨日、レースの応援中に千帆の祖母に話し掛けられた時のことを思い出す。

　皺しわの刻まれた手を伸ばし、千帆の祖母は希衣の手を軽く握った。自分の孫は出場しないにもかかわらず彼女がわざわざ会場まで足を運んでくれたのは、多分、希衣の為だ。自うぬ惚ぼれかもしれないが、希衣には彼女に目を掛けられている自信があった。

「インターハイに出場するのが、ずっと夢だったもんね」と彼女は言った。コーラルカラーのチュニックに、白のカーディガン。臙えん脂じ色いろの細身のパンツという服装は、彼女の顔色を明るいものにしている。背筋をしゃんと伸ばした佇たたずまいは美しく、皺のある首筋からは気品すら感じられた。

「今も昔も、希衣ちゃんは私たちの誇りだから」

　くすぐったいような、重苦しいような。不思議な感覚が胸の中で生まれるのを感じながら、希衣は意図的に笑顔を作った。「ありがとうございます」と礼を告げ、希衣は自身の後頭部を軽く搔いた。

　千帆の祖母が思い描いていたのは、きっと千帆と希衣が二人でこの場にいる未来だったはずだ。なのに、自分はこれから、恵梨香と共に艇に乗る。そういう世界やろ、と脳内で勝手に蘭子がでしゃばってきた。実際の彼女の台詞じゃない。後ろめたい自分の心を、想像の中の蘭子に代弁させているだけだ。

「応援してるからね」

　温かな手が、希衣の手を強く握る。その瞬間、数じゅ珠ず繫ぎにされた記憶の粒たちが希衣の中に押し寄せて来た。

　小学生の頃、大会の会場で千帆とお弁当を食べたこと。県外の練習場を使う時に、父親の運転する車に乗って、一緒に練習に行ったこと。差し入れだと言って千帆の祖母が持って来てくれた苺いちご大だい福ふくの味。レジャーシート越しに感じる固い地面の感触。小さくなった運動靴。パドルを握る、自身の手の感触。前に座る幼い千帆が、こちらを振り返って笑う。よく頑張った、と家に帰って褒めてくれた父と母。

　矢継ぎ早に流れた記憶は、どれも仄ほのかに温かい。自分のこれまでの人生を振り返ると、随分と恵まれているなと思う。沢山の善意に支えられ、ここまでやって来た。今、自分がこの場にいるのが、奇跡みたいなことだって自覚している。

　そして、この場所ですら恵梨香にとっては通過点でしかないことも、希衣はちゃんと理解している。脳裏の片隅にちらつく、蘭子の後ろ姿。レース中の彼女を水上で見ようとしても、目に映るのはいつも背中ばかりだった。

　回想を無理やりに打ち切り、希衣は立ち上がった。昨日の疲労はほとんど残っていない。二の腕をもみほぐし、軽く回す。身体の動きに合わせて、薄っぺらな影が楽しそうに腕を揺らした。

「おはようございます」

　いつの間にか起きていた恵梨香が、右手で目覚まし時計を止めていた。目を擦こすり、彼女は一度大きく欠伸あくびをする。彼女の黒髪はいつも真まっ直すぐで、寝起きですらほとんど乱れがない。

「おはよ、調子はどう？」

　希衣の問いかけに、恵梨香は生き真ま面じ目めに自身の腕を伸ばしたり曲げたりした。指の動きが自身の思考と狂いなく連動していることを確認し、それからようやく彼女は答える。

「最高です」




　インターハイ四日目、つまりはレース二日目。空はどこまでも青く、澄み切っていた。風もほとんどなく、波も立っていない。絶好のカヌー日和びよりだ。

　中央に設置されているテントには、レース結果が次々と貼はりだされている。飛沫しぶきで濡れた頰を肩に下げたタオルで拭いながら、希衣は自身のライバルたちの記録をスマホで撮影した。




【女子カヤックシングル決勝進出者（※注　準決勝時タイムにて順位付け）】





第一位　蛇じゃ崩くずれ学園高等学校　　利根蘭子　　　　　　　１分55秒２０２

第二位　ながとろ高等学校　　湧別恵梨香　　　　　　１分57秒７７１

第三位　富士曙高等学校　　　神田優ゆう紀き　　　　　　　２分05秒１４２

第四位　小お見み山やま高等学校　　　大森楓かえで　　　　　　　　２分05秒７５６

第五位　三み秋あき高等学校　　　　鈴すず木き涼りょう子こ　　　　　　　２分06秒０４４

第六位　西にし上うえ田だ第三高等学校　田た中なかヘーゼル　　　　　２分07秒１７３

第七位　北きた中なか津つ川がわ高等学校　　日ひ暮ぐらし美み琴こと　　　　　　　２分11秒２３６

第八位　聖せい秋こす桜もす女子高等学校　リャオ・シンイェン　　２分12秒９０６

第九位　第二谷や内うち高等学校　　友とも原はらみつき　　　　　　２分13秒２２８






　六位と七位に開きがあるのは、実力差だけではなく、レースの違いも大きい。女子カヤックシングルの準決勝は全部で四組のレースが行われ、各レースの一位と二位、さらに三位の中のベストタイム選手が決勝進出となる。

　準決勝三組までは風がなかったのだが、四組目のレースになったところで突然向かい風が強まった。カヌーは風や波の影響を受けやすいスポーツの為、四組目のレースで一気に選手全員のタイムが落ちた。

　横で記録を見ていた男子二人組が、畏い怖ふ混じりの吐息を漏らした。彼らは明るい声で、無責任な感想を語っている。

「うわー。ＷＫ―１、二人も二分切ってるのかよ。化け物じゃん」

「利根蘭子ヤバ。下手したらうちの男子よりタイムはえーよ」

「さすが孤高の女王」

「ってか、二位もえぐくね？」

「この二人ヤベーな、インハイのレベルじゃねーじゃん」

「こいつら組んだらオリンピックでメダル狙えそう」

「ガチでそう思うわ」

　あはは、と笑いを漏らす彼らが手にしているのは揃そろいのシングルブレードのパドルだった。きっとカナディアンの選手なのだろう。

　談笑しながら場を去った彼らは、随分と落ち着いているように見えた。全種目の準決勝レースを終え、残りは決勝レースのみだ。勝ち上がった選手は皆、どこか浮足立っている。

　ＷＫ―１の準決勝レースが行われたのは八時四十八分から。ＷＫ―２の準決勝レースは十時に始まり、そして終わった。十一時からレースは再開し、Ｋ―１、Ｃ―１、ＷＫ―１の順に十分間隔で決勝レースが行われる。

　ＷＫ―２の準決勝では、希衣は全く不安を抱いていなかった。恵梨香も希衣もコンディションは最高で、普段よりも調子が良かった。落水さえなければ大丈夫だという確信があったし、その判断は間違いではなかった。ながとろ高校は準決勝二組目のレースを無事一位で通過した。

　見知った顔だと、大森姉妹も三組目のレースを一位通過だった。ひやひやさせられたのは堀と神田だ。昨日に引き続いて不調な彼女たちは、上位三艇で団子状態になりながらゴールした。判定の結果、僅きん差さで一位だったことが分かり、二人も決勝レースの出場権を得た。

「希衣先輩、こんなところに」

　掛けられた声に顔を上げると、舞奈がこちらへと駆け寄ってくるところだった。日焼け止めが汗で流れてしまったのか、ここ数日で彼女はすっかり日焼けしている。

「芦田さんがそろそろ決起やるって言ってますよ」

「何、決起って」

「恵梨香を応援するんだそうです」

「あー……」

　もうすぐ決勝レースが始まる、声を掛けてやるべきだろう。「早く早く！」とはしゃぐ舞奈の背を追いかけようと一歩足を踏み出したその時、背後から誰かの噂うわさ話ばなしが聞こえて来た。

「神田先輩と堀先輩がガチ喧嘩してるらしいよ」

「ヤバいじゃん。あの二人加減できないんだから」

「止めに行かないと」

「レース前に何やってんだか」

　バタバタと聞こえる足音に、つい振り返りたい衝動に駆られる。だが、優先すべきは他校の先輩ではなく、自校の後輩だ。好奇心を振り払おうと、希衣は軽く頭を振った。




　ながとろ高校の面々は、既にテントへと集まっていた。希衣と揃いの蛍光ピンクのキャップが、恵梨香の小さな頭の上に鎮座している。

　今日も派手な柄シャツを身に纏った芦田が、しっかりと両腕を組んでいる。捲られた袖そで口ぐちから見える腕は筋肉のせいでやたらと太い。

「準決勝のレースは安定していた。スタートダッシュから、最後のラストスパートまで上手く配分できていた。ペアのレースのことを考えて体力を温存しなくてもいい、まずはシングルに全力を尽くそう」

「はい」

　恵梨香が頷うなずく。その傍にいる舞奈も千帆も、同じキャップを被かぶっている。千帆のこういうところが希衣は好きだった。目立ちすぎて恥ずかしいだのなんだのと文句を言う割に、最後の最後で付き合ってくれる。

「十一時二十分からＷＫ―１の決勝、十二時十分からはＷＫ―２の決勝だからね」

　認識ミスがないか、千帆が今日何度目かの念押しをする。言われた時間は出艇のスケジュールだから、集まるのはもう少し早めになる。

「湧別さん、リラックスして頑張ってね」と檜ひの原はらがウインクを飛ばす。「檜原ちゃんってなんか仕草古いよね」と希衣は思わず肩を竦すくめた。

「恵梨香の漕いでるところ、ちゃんと撮影してるからね」

「舞奈ちゃん、今度こそ間違えないようにね。準決勝の時、最初の二十秒ぐらい別人だったよ」

「えっ、あー……頑張ります！」

　勢いで誤魔化そうとする後輩に、千帆は口元に手を添えてくすくすと笑った。テント内に、ふんわりと温かな空気が漂うのを感じる。春の陽だまりのような、居心地のいい雰囲気だった。

「それじゃあ、そろそろスタンバイしてきます」

「行ってらっしゃい」

　艇に乗り込みに向かう恵梨香を見送り、希衣たちは観客エリアへと向かう。既にながとろの関係者たちが簡易椅子やレジャーシートの用意を済ませており、特に海美は熱心に他校の選手へと声援を送っていた。簡易椅子に浅く腰掛け、希衣は辺りを見回した。

　決勝に進出出来なかった選手達が集まっているため、周囲はレース一日目よりも人口密度が高い。あちこちに置かれたテントが、河川敷に非日常感を加えている。

　希衣たちのすぐ近くには、先程大騒ぎしていた富士曙高校の部員達もいた。「神田先輩大丈夫かな」と興奮している後輩達から少し離れた場所で、堀は脚を組んでレースを観戦していた。レンズが虹にじ色いろのサングラスを掛けているためその表情は見えないが、態度だけは海外の女優みたいだった。

　顔を逸そらし、希衣は先ほどスマホで撮影したタイムの記録を見返した。ＷＫ―１の決勝には九人の選手が出場している。選手がどのレーンを漕ぐかはそれまでのレース結果から決められる。基本的には最上位の選手が中央の第五レーン、次が第四レーンと第六レーン、その次が第三レーンと第七レーン……といった具合に配置される。

　今回のレースでは、利根蘭子が第五レーン、それを挟むように恵梨香が第四レーン、神田が第六レーン、楓が第三レーンだ。上位を関東勢が占めているのは、数年前から蛇崩学園の顧問が自校だけでなく関東の学生の指導に力を入れだしたことが影響しているのかもしれない。

　スタート地点で、選手が横並びになっているのが見える。無意識のうちに、希衣は唇の端を舐なめた。両手を握り、軽く前のめりになる。心臓がドキドキした。自分がレースに参加するわけでもないのに、緊張のせいで指先が震えた。

　もしかしたらと期待する気持ちが、心の内側で膨らんでいる。孤高の女王と呼ばれる利根蘭子に、恵梨香なら勝てるのではないか。蘭子に負けて欲しいわけじゃない。だけど、番狂わせなレースが見たい。だってその方が面白い。

　ぽーん、と鳴り響く機械音。その発艇の合図と共に、九選手は一斉にスタートを切った。水面から巻き上がる飛沫。黒のパドルの先端が、水の塊を跳ね上げる。

「只ただ今いま発艇いたしましたのは、レース番号八十、女子カヤックシングル決勝。選手の紹介を行います──」

　鳴り響くアナウンスを、希衣はほとんど聞いていなかった。等間隔に並べられたブイの間を、選手たちは凄すさまじい勢いで横切っていく。ブイはレーンを区切るために置かれたウキであり、そして距離を示す目印でもある。選手たちが漕ぎ進む後ろを、監視役のモーターボートが静かに追いかけていた。

　風が穏やかなこともあり、全ての艇が安定していた。だが、その中でも明らかに蘭子と恵梨香のスピードは飛び抜けて速かった。とにかく速い、速すぎる。カヌー艇が走り去った後には、水面に真っ直ぐな線が出来る。艇の先端が水を割り、新しい流れが生まれるせいだ。二人の線が消えてしばらくしてから、三位につけている神田の姿が見える。その後を追う、四位の楓。彼女たちも高校生ではトップレベルのはずなのに、それでも遅く見えてしまう。神田のダイナミックなフォームと楓の基本に即した丁寧なパドリングは、並ぶと対照的だった。

「ラスト一〇〇！　いけいけ蛇崩！」

「押してけ押してけ！」

「楓ファイト！」

「スパートかけて」

「美琴、あと二〇〇だよ！」

「さっきのレース、俺、前半の方良かったでしょ？」

「でも後半ダメだったじゃん」

「一、二回止まったんすよねー」

「まあ、５００ｍは練習で、２００が本番みたいなところあるから」

「ねーだろ」

「はぁー、蘭子さんマジイケメン」

「いけいけいけ！　全力出し切れ！」

「くる？　そろそろか？」

　様々な人間が同時に話しているせいで、とにかく会話が入り乱れている。他校の世間話を耳からシャットアウトし、希衣はレースに集中した。

　恵梨香と蘭子は接戦で、残り一〇〇メートルに差し掛かった時点では横に並んでいた。

「恵梨香！　ファイト！」と舞奈が叫ぶ。その刹せつ那な、先に仕掛けたのは蘭子だった。無駄のない見事なパドリング。美しいフォームを維持したまま、蘭子は滑らかに加速した。一搔きの大きさはそのままに、パドルの回転数が増える。最後の最後にここまでの体力を残しているだなんて、恐ろしい持久力だ。

　恵梨香が焦あせったのが、手に取るように伝わってくる。パドルが巻き上げる飛沫が大きくなった。

「焦るな！」と希衣は反射的に叫んでいた。蘭子の艇の先端が、大きく恵梨香を引き離す。

　恵梨香が蘭子の方を見たことが分かったのは、蛍光ピンクのキャップの鍔つばのおかげだった。恵梨香の身体が揺れる。引き離された艇の先端が、また再び横に並んだ。どっちが先だ。会場全体が、食い入るようにゴール地点を見つめていた。

　赤と青、二つの艇がほぼ横並びでゴールラインを越える。「今のどっちだ？」とざわめく声が、あちこちから聞こえていた。その時、後方から甲高い声が飛んだ。

「神田、逃げ切れ！」

　振り返ると、堀が立ち上がって声を張り上げている。そうだ、レースはまだ終わっていない。白熱する三位争い、神田優紀と大森楓が揃ってスパートを掛けている。先行しているのは神田だが、その差は僅わずかでしかない。

「楓、飛ばして！」

　別の場所からは、桜さくらの声援も聞こえている。体力が残り少ないのだろう、神田の動きに雑さが増す。それでも、彼女はパワフルな漕ぎによって艇の速度を落とすことはなかった。三〇センチほどの差を維持したまま、神田の艇がゴールラインを越える。その直後に続けてゴールする楓の艇。

「一〇秒差だ」と隣で座っていた千帆が呟く。彼女の手にはストップウォッチが握られていた。

「レースの結果をお知らせします」

　残りの選手がゴールするのを待ち構えていたように、スピーカーから放送が流れる。希衣は固かた唾ずを呑み、放送ブースがある大会本部の施設を見つめた。

「一位、蛇崩学園、利根蘭子さん」

　その名が挙げられた瞬間、会場端で観戦していた黒ずくめの集団が歓声を上げた。蛇崩学園の部員達だ。どっと肩の力が抜ける。脱力した希衣の背中を、千帆の手が擦った。

「二位、ながとろ高校、湧別恵梨香さん。三位、富士曙高校──」

　観客たちからは自然と拍手が起こった。流れる放送を聞き流し、希衣は無意識のうちに丸めていた背中を反らした。千帆の手が背から離れていく。

「惜しかったわねー」と檜原がしみじみと嚙かみ締めるように言った。「勝たせてあげたかったんだけど」と続いた台詞は、きっと彼女の本心だった。

「蘭子ちゃんにあれだけ善戦できたなら大健闘ですよ」

「なんせ孤高の女王だからね」

　希衣の口元に苦々しい笑みが浮かぶ。話を聞いていた舞奈が、ぱっと顔を明るくした。

「きっとこれからは孤高じゃないですね。恵梨香ってライバルがいますし」

「そうだね。本当にちょっとの差だった、タイム的にも二人の差は〇・五秒切ってたと思うよ」

　蘭子にとって、恵梨香の存在はどういうものなのだろう。脅威が現れたという恐れがあるのか、それともやっと現れた同世代の好敵手に喜んでいるのか。思考して、すぐに後者だろうなと結論が出る。あの日、「来ちゃった！」と笑いながらながとろ高校の部室に現れた蘭子の表情は、クリスマスにプレゼントをもらって喜ぶ無邪気な子供みたいだった。

　蘭子の見ている世界は、希衣のものよりもずっと広い。

「すみません、負けました」

　そう言って恵梨香が戻って来たのは、それから何分か後のことだった。謝罪を口にしているが、その表情はどこか清々しい。希衣は立ち上がり、恵梨香の肩を軽く叩たたいた。

「湧別さんはよくやったよ」

「でも、今日こそ勝てるかと思ったんです」

　俯く恵梨香の睫毛が震えているのを見て、蘭子という存在が彼女にとってどれほど大きな影響を与えたかを改めて認識する。もし蘭子がいなければ、恵梨香は勝利にここまで執着しなかったかもしれない。初出場のインターハイで颯さっ爽そうと優勝して、こんなものかと拍子抜けして。それだけで満足しきっていたかもしれない。

　希衣は背伸びをし、恵梨香の目線に合わせようとした。

「切り替えていくよ、ＷＫ―２」

　踵かかとを上げたぐらいじゃ対等な目線になるのは難しかったが、それでも恵梨香は微かに口元を綻ほころばせる。自身の前髪を指に絡からませ、彼女はコクリと首を縦に振った。




　浮うき桟さん橋ばしからペア艇に乗り込む。恵梨香が前で、希衣が後ろ。パドルを両手で持って、艇を押さえつける。コックピットに乗り込み、ストレッチャーに足を乗せる。普段通りのルーティンワーク。インターハイであっても、やるべきことは変わらない。

　水の中にパドルを差し込み、撫なでるように後ろへ動かす。飛沫を上げない静かな移動。通路から少し離れたところでは、現在もレースが開催中だ。待機エリアへ移動するＷＫ―２の選手の中には、自校の選手の応援をしたくてうずうずしている者もいるだろう。

　鼻腔を膨らませ、ゆっくりと空気を吸い込む。土を巻き込んだ水の匂におい。岸に生い茂る若草色。土つち埃ぼこりにぶつかる日差しが、舞台装置のような煌きらめきを空気中に生み出している。

　待機エリアはスタートラインの手前にある。他の艇は既に集まっていて、それぞれ思い思いの時間を過ごしている。わざわざ近くに寄ってきた大森姉妹が、ブンブンと派手にパドルを振った。

「さっきのレース、惜しかったね。ついに利根蘭子の牙が城じょうを崩せるかと思ったけど、やっぱ強すぎぃ。ラスボスラスボス」

　そう笑いながら言ったのは双子の妹の桜の方だ。前に座る楓が爽さわやかに口角を上げる。

「いい試合だったよ。結果が出せなかったのは悔しいが」

「四位も立派だよー。楓ってば負けず嫌いなんだから」

「今回の目標は三位入賞だったからな」

「シングルの結果は、ペアで取り返せばいいんだよ。今回こそ私たちが一位取っちゃうから」

　パドルを太陽に突き付け、桜はベース前に立つバッターのように腕をぐるりと回した。あれだけ大きく動いても艇がブレないのは流石さすがだ。

　シングルのタイムは蘭子、恵梨香とその他の選手に大きく開きがあるが、ペアのタイムは関東大会の時点からずっと接戦だ。今回のレースも混戦になることが予想される。

「ってか、ながとろの格好すごく派手じゃない？　目立って分かりやすいけど」

　桜の指摘に、希衣は自身のシャツの襟首を軽く引っ張った。皆で池袋まで買いに行ったユニフォームだ。

「お洒落しゃれでしょ？」

「私は結構好きー、馬鹿っぽくて！」

「それ褒めてないじゃん」

「ええー、褒めてる褒めてる。馬鹿は私の褒め言葉！」

　ニカッと、桜が白い歯を見せて笑う。これが堀や蘭子相手なら皮肉だろうかと疑るところだが、桜の場合は言葉通りに受け取って良い。彼女は昔からこういう奴だ。

「あ、堀たちが来たよ」

　桜がパドルをさした先に、通路を進む堀と神田の舟があった。普段は騒がしい二人だが、今日は極端に静かだ。濃紺のシャツに、黒のキャップ。その目元は虹色のサングラスレンズで隠されている。

「デデンデンデデン」と桜が口ずさみ、「ターミネーターはあんな眼鏡してないが」と楓がすかさずツッコミを入れた。

　普段ならば騒がしく話している堀と神田は、黙り込んだままだった。先ほど本部テントで聞いた『喧嘩』という単語が脳裏を過よぎる。堀が意図的にこちらを避けているのは明らかで、顔ごと反対側を向いている。

「あれ。神田・堀ペア、不仲疑惑？」

　わざわざ指をさし、桜が口をにやつかせる。ちょっかいを掛けずにいられないのが大森桜という女だ。澄ました顔のまま、楓が軽く溜息を吐く。

「まあまあ、試合前にピリつくことぐらいあるだろうよ」

「楓と椿つばきじゃあるまいし、レース前に毎回喧嘩してたらヤバいって」

「べ、別に毎回揉もめてたわけじゃないぞ」

「じゃあ、二回に一回」

「否定は出来ないな」

　双子の会話を聞いていた恵梨香が「ペアってそういうもんなんですか？」とこちらを振り返る。

「そんなわけないし、アイツらの余計な話は聞かなくていいよ」

「なんでよー。余計じゃないっての」と桜が即座にブーイングする。「喧嘩するほど仲がいいって言うだろう？」と楓は楓でそれっぽいことを恵梨香に吹き込んでいる。

「そういうもんなんですか。じゃあ、私たちも喧嘩した方がいいですかね」

「湧別さん、お願いだからアイツらの言うこと真に受けないで」

「冗談ですよ」

　ふふっと、恵梨香の口元から軽やかな吐息が漏れる。虚を突かれ、希衣はぱちりと大きな瞬まばたきを一つ落とす。

「湧別さんも冗談が言えるようになったんだね」

「君の相棒はアンドロイドか何かなのかね」

　楓が呆あきれを含んだ眼差しを寄越す。揶や揄ゆするような口ぶりだった。

「先輩、そろそろスタンバイですよ」

　スタッフの指示にきちんと耳を傾けていた恵梨香が、騒がしい先輩達に向かって告げる。「了解」と希衣は返事し、第五レーンの配置へとついた。

　艇の先端を発艇装置に差し込み、スタート位置で待機するスタッフの顔を見上げる。一艇ずつレーン番号と名前が読み上げられ、選手達は返事をする。他校の名前が読み上げられている間、希衣は自身のライフジャケットがきちんと装着されていることを確認した。これがあるだけで安心できる。

「始まりますよ」と恵梨香が声を潜めて言う。希衣はその背中を目で辿たどった。彼女の装着したライフジャケットの上には、デカデカと数字の書かれたゼッケンが貼り付けられている。

　肺に酸素を取り込むように、希衣は大きく息を吸い込んだ。先ほどまでの騒がしさが噓うそのように、全ての選手が真剣な面持ちでレースコースを見つめている。希衣はキャップの鍔に触れると、うっかり脱げてしまわないように深くキャップを被り直す。

　両手でパドルを握り、右側のブレードを上げて構える。シャフトと呼ばれる棒部分の感触が、強く皮膚に食い込んでくる。水のさざめき、誰かの呼吸、心臓の震え、指先にこもる熱。何もかもが鮮烈に感じ取れて、逆に作り物めいて思える。これは自分の手だろうか、なんて馬鹿なことを不意に思う。普段は直結している脳と身体の間に、緊張という名の透明な膜が挟まる。無意識で行うべき行動に、殊こと更さらに着目してしまう。

「Ready」

　スタッフの声に、誰かが息を呑む音が聞こえた。それは隣のレーンの選手だったのかもしれないし、もしくは自分だったかもしれない。

「set」

　せーの、とそこかしこで合図する声が聞こえた。恵梨香の背中が動いたのに反応し、反射的に希衣も両手に力を込める。

「ＧＯ！」

　その瞬間、一気に艇がスタートした。背中から追いかけてくる、ポーンという軽やかな機械音。何も考えずとも、身体に染み付いた動きが勝手に腕を動かした。青色のペア艇に飛沫が降りかかる。

　河川敷からは、確かに大勢の声援が聞こえている。それらはぐちゃぐちゃに混じり合い、一つの声の塊となって広い水面を揺らしている。だが、何を言っているかなんてちっとも分からない。目の前にある恵梨香の熱だけが、ただひたすらに鮮烈だった。

　ばしゃ、ばしゃ、と連続的に聞こえるパドルの音。過ぎていくブイの色が変わっていくのを見て、自分たちの位置を知る。大森姉妹は左隣、神田と堀は右隣だ。先頭集団である三つの艇は横並び、団子状態になっている。大森姉妹がやや優勢といったところだが、この程度の差では分からない。中盤で加速するか、それとも最終局面で飛び込むか。誰から先に仕掛けるか、三艇は互いに出方を窺っている。

　スタートダッシュが得意なのが大森姉妹、ラストスパートに強いのが神田・堀ペアだ。警戒すべきは後者だが、予選、準決勝とこの二人はラストで爆発できずにいる。だとすると、やはり中盤で前に出た方がいいかもしれない。横並びでの走行は波の影響をもろに受ける、ここで消耗したくない。

　レース中、大森姉妹は一言も言葉を発さない。水を搔き分けるパドルの音だけで、完かん璧ぺきに呼吸を合わせてくる。普段ならそれとは正反対に、レース中も騒がしいはずの神田と堀も今日は不自然なほどに静かだ。

「残り三〇〇で前に出る」

　ぼそりと呟いた希衣の言葉は、水飛沫の音に搔き消された。それでも近距離にいる恵梨香には届いたのだろう、「はい！」と力強い返事が返ってきた。

　ブイの色が変わった瞬間、希衣たちは一気に仕掛けた。艇の先端がじりじりと前に出て、それから二艇を引き離す。それに食いつくように、大森姉妹の艇が速度を上げる。勝ち逃げは許さないということか。

　ピタリと並ぶ二つの艇が、前に向かって突き進む。艇は抜いて抜かれてを繰り返しながらも、着実にゴールへと向かっていた。左手を一瞥すると、ばちりと桜と目が合った。彼女は前を見ず、観察者の目でこちらを見つめている。このやり方は、恵梨香にはかなりのストレスになるはずだ。恵梨香はまだまだ試合慣れしていない。残り二〇〇、逃げ切ってしまえばこちらの勝ちだ。

「周り気にしないで、前だけ見て」

　そう希衣が叫んだのと、桜の両目が見開かれたのは同時だった。

「来てる！」

　焦りの滲む桜の声と共に、ざばんとパドルが水面に打ち付ける音がした。押し寄せる急激な波に、艇は大きく影響を受けた。崩れそうになった艇のバランスを取ろうとして、希衣たちが僅かに減速する。それを見計らったように、右側から赤い艇が飛び出して来た。

　ざぶん、ざぶん。恵梨香のものとも蘭子のものとも違う、パワータイプ特有の漕ぎ音。神田の一挙手一投足が、フラットウォーターに波を起こす。

「いつまでもしみったれた顔してると張り倒すぞ！」

　サングラスの下で、神田の口が威勢よく動いた。それまでの沈黙が噓のように、堀がやかましい声で言い返す。

「うっさいうっさい！　筋肉馬鹿と違うんだってこっちは」

「弱音吐くとか、それでも私の相棒か？」

「弱音なんて吐いてないし」

「じゃあ根性見せろバーカ」

「さっきから見せてるでしょうが馬鹿！」

　あまりに乱暴すぎる急加速。落水のリスクすら感じさせる艇の揺れだが、二人はものともしていない。襲い来る波に、希衣は思わず顔をしかめる。

　赤色の艇の先端が、希衣たちの艇を追い抜いた。

「残り一〇〇、死ぬ気でやれよ」

「言われなくとも！」

　きゃんきゃんと言い争う堀と神田が、更に一段階加速した。噓だろ、と希衣の頰は引き攣った。「上げます」と恵梨香が冷静な声で言い、パドルを動かす手を早めた。腕も重たい。息も苦しい。身体は疲労でいっぱいなのに、それでも目の前の天才は希衣が休むことを許さない。

「残り五〇！　逃げ切る！」

　神田が叫ぶ。こうなったら、戦略もへったくれもない。視界右手にある赤色が、更に前へと出た。上手く酸素が取り込めず、希衣はがふがふと息を吸う。あと、三〇。あと、二〇……。カウントダウンは着実に進んでいるのに、僅かな差が縮まらない。

　希衣と恵梨香がパドルを水中に差し込んだ瞬間、堀のパドルが滑らかに水を押しやった。パドルのタイミングの差が、そのまま距離の差に反映される。希衣たちのほんの鼻先で、赤色の艇がゴールラインを真っ先に越えた。

「おっしゃあああああ！」

　神田は咆ほう哮こうし、バシャバシャと水面を激しく叩いた。漕ぐことを止やめた艇は緩やかに減速し、やがて止まる。希衣たちの次にゴールした桜と楓が、「野蛮だね」「野蛮だよ」と呆れたように言った。揶揄からかってはいるが、二人とも息が切れている。

「オラァ、見たかよ堀！　やっぱアタシの言うことが正しかったろ？　アタシら二人が組んだら最強なんだよ。周りが何言ってるとか知らねー、この結果が全てだろ」

　その台詞は、レース前に起こったという喧嘩の続きだったのかもしれない。勝ち誇った顔で神田は後ろを振り返り──そして息を呑んだ。後ろにいた堀が、嗚お咽えつを漏らして泣いていたからだ。サングラスの下から、涙の粒がぽろぽろとこぼれ落ちている。

　堀は唇を嚙み締めたまま、「うう」と短く声を漏らした。何かを言おうと口を開き、だけどそれは止まらない嗚咽に呑み込まれる。嗚咽は次第に大きくなり、堀はついにはサングラスを外し、自身の腕に乱暴に両目を擦りつけた。普段ならば「うわーん」とわざとらしい程に大きい泣き声を上げるだろう堀が、声を殺して泣いている。

　高校三年生、最後のインターハイ。その重さを、希衣はようやく理解した。彼女たちにとって、この場所はあまりに特別だった。

「優勝おめでとうございます」

　ピンク色のキャップを外し、恵梨香が二人に微笑み掛ける。観客エリアからは盛大な歓声と拍手の音が聞こえていた。「やるな先輩」と楓が笑い、「神田は念願の初優勝じゃん」と桜は何な故ぜか上から目線で褒め称たたえている。

　小学校の頃から、二人がペアを組んでいることを知っている。そんな彼女達が、今日この日、初めて優勝した。祝ってやりたい気持ちは間違いなくある。だけどそれ以上に、悔しさで声が出なかった。

　自分だって本当は、恵梨香に優勝させてやりたかった。自分が足を引っ張っていると、その自覚があったから。

「鶴見先輩」

　恵梨香が静かにこちらを振り向く。俯く希衣に、彼女は力強い声で告げた。

「来年もまた、ここに来ましょうね」

　吹き抜ける風が、希衣たちの背中を強く押す。何もしなくとも、艇は前へ前へと進んだ。カヌーは前を向くスポーツなんだ、そうコーチに教えられた日のことを希衣は不意に思い出した。前へと進み続けた結果が、今だ。

　希衣は顔を上げ、意図的に口角を上げる。後輩に元気づけられてばかりだなんて、そんな情けない先輩ではいられない。

「じゃ、来年はフォアでも目指そう。黒くろ部べさんも入れて、四人で」

「はい！」

　希衣の台詞に、恵梨香が大きく破顔する。短い前髪の下で、大人びた子供は無邪気に笑った。












監修　江盛咲子さん（一般社団法人カヌーホーム）

協力　尾野藤直樹さん（一般社団法人カヌーホーム）

　　　同志社大学体育会カヌー部の皆さん

　　　會田浩二先生

　　　佐々木舞さん

　　　荒井里奈さん

　　　日本カヌー連盟
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　　カバー装画・本文イラスト　おとないちあき
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　　フォーマットデザイン　川谷デザイン
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